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2ロロ2年度活動報告

桂川・相模川流域協議会



あいさつ

桂川。本目模川流域協議会は1998年 1月 に発足して5年が経過しました。「アジェンダ

21桂川。本目模川」のそれぞれの課題分野で協働事業の実施とその成果が期待される段階
に入つて来ました。今年度の流i或 シンポジウム 。大月市開催では、水源林の重要性を訴
えた塚本良則教授の講演と共に、流域に関連した森 。里山づ<り の活動例の発表と意見
交換中心で行われました。市民部会メンバーと関連団体の中には、森・里山づ<り を本
格的に実践しているケースも増えてきました。また洗剤対策普及啓発事業も相模原市・

横浜市と広がりを見せ始めました。環境調査事業として、流i或 全体でのホタル調査も開
始されました。また、市民部会メンバーの活動も各地i或 において非常に活発になり、ホ
ームページヘのアクセス件数は3月 31日 時点で50451牛 となりました。・・・

「アジェンダ21桂川・本目模川」が協働事業として力強<実施され、活動報告の中で沸
長と表現されることが期待されます。協働事業としての条件は、具体的な成果が間われ
ること、そして成果を上げるために三主体の専Pヨ 性 。強みを活かす役割分担の工夫が必

須となります。この年報で上記のような意味も含めて1年の活動を大観できれが幸いで
す。

市民部会	 幹事	 牧島信一

あいさつ

当社は、大月市街から西へ7キ ロ程離れた笹子峠のS、 もとに位置し、そばを桂川の支
流、笹子川が流れております。大正8年 11月 3日 に設立し、現社長で三代目の造り酒
屋です。

酒造りには、米と水と自然の寒さが必要条件であり、それに、技術がかみ合うことで、
よい製品が出来上がっていきます。したがって、水環境などは特に大切であり、会長、
社長以下全社員が、広<環境問題に力をいれて取り組んでまいりました。

しかし、多<の人表は、環境に対しての意識がまだまだ薄<、 日常生活の中で、例え
ば一般排水などあたり前に流してしまっています。されいな川にしてい<ためには、私
たち一人一人の小さな努力 (た とえば、環境にやさしい洗剤を使用する等)が大切なの

だと思います。
桂川 。相模川流域協議会は、山梨 。神奈川の2県 にまたがり、事業者・行政 。市民の

三者で構成する協議会なので、お互いの立場を尊重し理解し合いながら、会議だけでは
な<実践行動を活発にをおこし、環境問題について呼びかけることで、多<の会員が増
えてい<こ とを希望します。

事業者部会	 幹事	 笹一酒造株式会社	 窪田	 勝

あいさつ

20～ 30年 前と比べると、川の大小を間わず水量が少な<な つているような気がし

ます。

広域下水道の整備進捗に伴い、川から取 った水が川に戻らない状況にな つてきており、

流量の減少によ り流れ込む排水による影響が出やす<な りつつあり、魚等が浮き上がる

現象が増えてきています。

事業所等の排水規制が厳 し<な り、下水道へ排水する事業所も増えて益尺川への流量

減少が進んでいます。しか しながら、雨等が降ると急激な水量の増加とな り、水量の変
化が著 し<な つてきているのが現状です。その結果として、見た目にも分かるほど水質
は良化しており、 この状況を維持していかな <てはなりません。

桂川 。相模川流域協議会の今後の使命は、この状況をより推進しつつ、川との繋がり

や生物との共生及び人社会への水利用による水の安全等を進めるのが役割ではないかと

思われます。

会員の熱意と行政との連携により、「アジェンダ 21桂川 。相模川」の実現を願いつ
て)。

行政部会	 幹事	 寒川町環境課	 斎藤新―
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「アジェンダ21桂川 。相模川」

基本理念

私たちは、桂川 。相模川の将来像を「清 く豊かに川は流れ る」とイメージします。

河川の豊かな水は、多 くの生物を育み、生物はまた、水を自然浄化 します。清流は、た

だ清 らかに澄んでい るだけではなく、流れ ることによって、豊かで多様な生物の共存を可

能にしています。

桂川 。相模川は、これまで、清 く豊かな流れによって森 と海を結び、空 と地表 と地下を

つなぎ、多様な生物 と人間を共存 させ、地域の風土 と文化、経済の中心になってきま した。

しか し、20世紀半ば以降、首都圏の周縁をなす流域 とその周辺の人 口の増加、社会経

済の急激な発展を背景に、水需要が増大 し、川の水が大量に使用され るとともに、汚濁物

質が流入するなど、桂川 。相模川の水量の減少と水質の悪化 は大きな問題になっています。

また、治水事業・利水事業は、私たちの安全で快適な生活の確保に役割を果た してきまし

たが、反面では、生物の生息・生育環境を含めた 自然環境に大きな影響を与えています。

私たちは、古 くか ら桂川・相模川の恩恵を一身に受けてきま した。そ して、今 日、桂川・

相模川は、流域の住民はもとより、その恵みを受けているすべての生物 と人々、あらゆる

主体にとっての共有財産となっています。

こうした認識の もとに、私たちは、桂川・相模川を悠久の ものとして将来の世代 に引き

継 ぐため、市民、事業者、行政の合意に基づいて、次のことを基本理念 として、「アジェ

ンダ 21桂川 。相模川」を策定 し、実行 していきます。

(1)私 たちは、清 くゆたかに流れる桂川 。相模川の恵みの下で、健康で安全かつ文化

的な生活を営む権利を有するとともに、この川の恵みを将来にわたって子孫 とすべ

ての生物が公正に受け られるよう継承する責務がある。

(2)私 たちは、流域に関わるすべての人々の社会経済活動や生活様式が桂川 。相模川

に大きな負荷を与えていることを認識 し、 これ らを環境の視点か ら見直 し、豊かで

多様な生命 を育むことができる、環境への負荷が少ない持続可能な発展を基調 とし

た環境保全型社会を形成するよう行動する。

(3)私 たちは、桂川・相模川に係わるすべての事業活動 において、地域の 自然的社会

的条件に応 じて、その計画段階から、良好で健全な自然環境の保全・回復を重視 し、

生活環境及び社会環境についても、総合的に配慮す る。

(4)私 たちは、上流 と下流、市民と事業者 と行政など、様 々な立場の違いを越えて互

いに交流を深めながら協働するとともに、 自らの責務を自覚 し、各 々の役割分担 と

公平な負担のもとに、 自主的かつ積極的に行動す る。

(5)私 たちの行動の前提 として、情報の共有化が必要であり、桂川 。相模川に関する

市民、事業者行 政の情報は、公開を原則 とする。
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2002年度の活動の概要



2002年 度の主な活動

アジェンダ桂川・相模川の行動指針、行動計画の策定、推進

桂川・相模川の流1或環境保全の行動計画である「アジェンダ 21桂川・相模川」を

推進するため、アジェンダに基づいた行動を行いました。

会議等の開催

アジェンダ 21桂川・相模川の取りまとめや流域協議会の運営等を協議するため、

総会 1回、幹事会8回、主体別部会 (市民部会 10回、事業者部会2回、行政部会
2回)専門部会6回、地1或協議会 (桂川 0東部地域協議会、相模川湘南地域協議会
において役員会・担当役員会、世話人会)等を開催しました。(P7)

クリーンキャンペーン

桂川・相模川流域31会場において、流域一斉クリーンキャンペーンを開催しまし

た。(P29)

上下流交流事業

上下流住民等の交流と意識啓発を計るため 環境保全のための活動を取り入れた交流
事業を開催しました。(P36)

5/25	植林作業体験 (上流事業) 10/25	相模湾0。
t上

観察会 (下流事業)

流域シンポジウム

流域の住民、事業者、市町村に流域環境保全への共通認識を持つてもらうため、12
月8日 に山梨県大月市でシンポジウムを開催しました。(P38)
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流域ツアー&ウオッチング

流域の自然環境や文化を矢□るため、川を訪ね、歩きながら観察・学習するツアー&
ウオッチングを開催しました。(P60)

ホームページでの紹介

流域協議会の活動と関連する市民、事業者等の会員の活動を積極的に広報し、連携

的・協働的な活動を促進しました。(P71)

会報誌等の発行

流域協議会の活動状況やアジェンダの進捗状況について、広<会員等に周矢□するた

めに会報誌「アジェンダ 113」 第9号及び第 10号を発行しました。また、協議会

の各種情報を会員に提供するため、事務局だよりを4回発行しました。(P73)

地域協議会

地域協議会に根ざした環境保全活動や交流会などを開催しました。(P74)

10	 その他事業

その他環境啓発活動として洗剤対策事業や積極的な環境への取り組み活動として

上野原森づ<り事業を実施しました。

(P80)

洗剤対策事業

〈市民活動フェア 2003〉

桂川 。東部地域協議会 相模川湘南地1或協議会

-4-





(1)会議等の開催

1	桂川・相模川流域協議会の組織

幹事会

市民、事業者、行政の3者Po3の協議を行うため、幹事会が設けられています。幹事会に

参加する幹事は、3つの主体別部会及び地域協議会から選出され、それぞれの主体別部会

や地i或協議会の中で話し合われた内容を協議し、合意の形成を図ります。

専門部会

幹事会には、流1或の環境保全に関して専門的な検討を行うため、必要に応じて専門部会

を設置することができます。専門部会には、扱う専門的な課題に関係のある主体が参加し、

必要に応じて専門家の出席・協力を求めることができます。専門部会での検討結果は、幹

事会に報告されます。

監事

会計、事業に関して監査を行うために、各主体から監事を選出します。

主体別部会

桂川・相模川流域に係わる全ての人がいつでも自由に参加することができる、市民部会、

事業者部会、行政部会の3つの主体別部会が設けられています。流i或協議会の会員は、そ

れぞれ該当する部会に参加することになります。

地域協議会

流l或環境の保全を効果的に行うため、市町村や支川単位、またはい<つかの市町村にま

たがって設置します。地域協議会の運営については、各地域協議会が定めることになつて

おり、地上或の実情にあわせた独自性のある運営が可能です。

刷嚇　　締嚇
Ｅ会事

　
●

幹

　

・

ｌ時
藝
叫
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2	 今年度の会議の開催状況

「アジェンダ21桂川・相模川」の推進、実行のための行動指針・行動計画の検討等を

中心に、総会、幹事会、主体別部会 (市民部会、事業者部会、行政部会)、 専門部会、地

域協議会等を開催しました。

会議の開催状況 (月 別回数)

幹事会

市民部会

事業者部会

行政部会

2002年 6月 1日 (土)	(ソ レイユさがみ 。44名 )

1	 言音)寅

「 日本の川と人反」

フォト・エコロジス ト	 村山嘉昭氏

2	 議題

●2001年 度事業報告 (案)及び収支決算 (案)について

●2001年 度事業監査報告

●2002年 度事業計画 (案)及び予算 (案)について

●役員の選任及び承認について

2002年 4月 24日 (水)	(ソ レイユさがみ 。21名 )

●2002年 度事業計画 (案)及び予算 (案)の検討について

2002年 5月 15日 (水)	(東 京都八王子労政会館 。23名)

●アジェンダ21桂川 。相模川の行動指針、行動計画の検言」。まとめについて

●2001年 度事業報告 (案)及び収支決算 (案)の検討について

●2002年 度事業計画 (案)及び予算 (案)の検討について

2002年 6月 1日 (土)	(ソ レイユさがみ 。18名 )

●2002年 度の定期総会に付議すべき事項について

2002年 6月 1日 (土)	(ソ レイユさがみ 。21名 )

●代表幹事の選出について

●事務局長、事務局員の承認について

2002年 7月 5日 (火)		(ソ レイユさがみ・26名 )

●2002年 度幹事会の執行体制について

●2002年 度年間スケジュールについて

2002年 9月 4日 (水)	(八 王子市民会館 。26名 )

●2002年 度事業の進捗状況について

●2002年 度事業のこれからの協議会の進め方について

2003年 2月 1日 (土)	(子 安市民センター・22名 )

10 12
１
一８

一６

一〇

一４

一２
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●桂川・相模川流域協議会2003年 度事業計画について

2003年 3月 12日 (水)	(子 安市民センター 。23名)

●2003年 度事業計画 (案)及び予算 (案)について

2002年 5月 15日 (水)		(東 京都八王子労政会館・24名)

●今後のアジェンダ実践活動に向けての検討について

2002年 9月 4日 (水)		(東 京都八王子市民会館 。15名 )

●「森づ<り専門部会」の取り組み内容について

2002年 10月 28日 (月 )		(サ ン・エールさがみはら 。25名)

●講演

「環境施策 。事業にかかる評価方法について

法政大学社会学部教授	 田中	 充	 氏

●今後の専P5部会の進め方について

2002年 12月 1日 (日 )	(八 王子市民会館・32名)

●講演

「ホタル学の初歩から最新の研究成果まで」

横須賀市人文 。自然博物館	 大場	 信義	 氏

2003年 2月 1日 (土)		(子 安市民センター・ 18名)

●講演

「森林と治山治水について」

北都留森林組合専務理事	 長田	 助成氏

2003年 3月 12日 (水)(子安市民センター 。19名 )

●講演

「地域通貨(□ ―カルマネー)の ご紹介」

NHK	 エグゼクティププロデューサー	 河邑	 厚徳	 氏

都留文化大学	 非常勤講師	 泉	 留維	 氏

2002年 4月 24日 (水)		(ソ レイユさがみ 。10名 )

●今後のアジェンダ実践活動に向けての検討について

2002年 9月 26日 (木)		(ソ レイユさがみ 。10名)

●今後のアジエンダ実践活動に向けての検討について

2003年 1月 16日 (木)	(子安市民センター・8名 )

●今後の専門部会のテーマについて

2002年 10月 28日 (月)		(サ ンエール相模原 。8名)

●来年度事業について

●今後の流域協議会のあり方について

-9-



肺民部劉

2002年 4月 6日 (土)								(相 模湖交流センター 。13名 )

●事業の実施方法について

●アジェンダ行動指針・行動計画の実行方法について

●HPのPo5い 合わせと管理について

2002年 4月 27日 (土)							(サ ン・エールさがみはら 。17名 )

●2002年 度事業について

●アジェンダ21桂川 。相模川行動指針・行動計画の実現方法について

●2002年 度定期総会の開催について

●市民部会の運営と役員について

2002年 6月 8日 (土)								(桂 北公民館 。15名 )

●2002年 度定期総会の報告について

●市民部会の運営について

●2002年 度事業について

●アジェンダ21桂川 。相模川の実現方法と見直しについて

●2002年 度の専門部会の進め方について

2002年 7月 6日 (土 )							(サ ン・エールさがみはら 。15名 )

●各幹事の担当について

●2002年 度事業について

●専門部会の進め方について

●流域協議会のNPO法 人化の検討について

2002年 8月 31日 (土 )					(本 目模湖交流センター・ 13名 )

●流域シンポジウムについて

●下流側交流事業について

●流域協議会のNPO法 人化の検討学習会

●2002年 度事業について

●専門部会について

2002年 10月 6日 (日 )						(桂 北公民館 。16名)

●各会議報告ついて

●アジェンダ21桂川・相模川の推進について

●今年度事業の進め方について

2002年 11月 2日 (土)						(サ ン・エールさがみはら 。15名 )

●各会議報告ついて

●アジェンダ21桂川・相模川の推進について

●今年度事業の進め方について

●来年度事業計画の企画について

2003年 1月 11日 (土)						(相 模湖交流センター・ 19名 )

●会議 。事業報告ついて

●アジェンダ21桂川 。相模川の行動計画の実行について

●専門部会の議題及び開催時期について

●来年度の事業計画について

2003年 2月 8日 (土)						(相 模湖交流センター 。14名)

●幹事会報告について

●2003年 度事業計画案について

2003年 3月 8日 (土)										(桂 北公民館 。15名)

●2003年 度事業計画について

●会議 。事業報告及び今後の予定について
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2002年 4月 17日 (水 ) (東京都八王子労政会館・25名)

●2001年 度事業報告 (案)について

●2002年 度事業計画 (案)及び予算 (案)について

●2002、 2003年 度役員の選任について

●今後のアジェンダ21桂川・相模川実践活動に向けての検討について

2002年 10月 22日 (火)						(東 京都八王子労政会館・25名 )

●2002年 度事業の進捗状況について

●2002、 2003年 度行政部会役員の選任について

●今後のアジェンダ21桂川 。相模川実践活動に向けての検討について

2002年 4月 17日 (水 ) (東京都八王子労政会館 。12名)

●2001年 度事業報告 (案)について

●2002年 度事業計画 (案)及び予算 (案)について

●2002、 2003年 度役員の選任について

●今後のアジェンダ21桂川 。相模川実践活動に向けての検討について

2002年 10月 22日 (火)						(東 京都八王子労政会館 。11名 )

●2002年 度事業の進捗状況について

―H―



時
所
師

日
場
譜

専門部会学習会 (環境調査事業)

「ホタル学の初歩から最新の研究成果まで」

2002年 12月 1日 (日 )14:00～ 16:30

八王子市民会館にて
大場信義氏
(横須賀市自然 。人文博物館主任学芸

員)

皆さん、今日は。ただいまご紹介いただきました

横須賀市自然 。人文博物館の学芸員をやつてる大場

といいます。私は最初からホタルを研究してたわけ

ではなく身近な生き物、昆虫ですね、小さい頃の逗

子の出周辺にはたくさんの昆虫がいました。見るも

の見るものが、まあ当時は何もなかったころですか

ら、山を歩いて、そういつたものを見つめていく、

ということがとても楽しくて、それが一つの私の原

体験になつていつたのかなと。

それ以来、色んなことをやつてきたんです。企業

の研究所にいて、マイクロバイオロジーといって、

もう目に見えない分子生物学的な、そういうものを

基盤にしたようなそういう仕事を続けていつたんで

すけど、その幼少0寺 代にインプットされた生き物と

のふれあいの楽しさ、それから歩き回ったあの山の

楽しさというか、それがもう忘れることができなく

て、結局それがずっと引き続いてきてしまつたと。

で思い続けていると、だんだんだんだんそれがそ

ういう方向にいくのでしょうかね。で博物館のほう

に、ある機会に。そこで当0寺 発光生物の研究者でお

られる22根田先生という世界的な研究者だつたんで

すけども、その先生に師事して以来もう30年にな

ってしまつたと。実は私がホタルを始めたのは、そ

の博物館に関わつてからなんですね。

この30年の間に私自身、フイール ドを非常にこ

う重視してます。机の上で何かこうやつてるという

のはあんまり好きじゃなくて、やつはり原体験を積

むっていうか、その楽しさとか、わ<わくする部分

というか、感動する音B分 つてのがありますが、それ

が一つの継続する原動力になってるというような気

がいたします。でフイール ドを積んでいくと、教科

書には書いてない新たないろんな発見とか、分から

なかつたことの事実関係が分かつてくるとか、ホタ

ルに教えられたことというのは沢山あります。

そういう部分を、今日はとても全音Bをお話できな

いんですけど、ほんの少し私自身がホタルの研究の

ブロセスの中で感動したりわ<わ <したり、そんな

部分、色んなエビツードもあります。最初身近なと

ころから始まつて、それが広がって南西諸島、沖縄

ももう20何年も続いているんですけども、今月も

また行きます、西表島に。それから東南アジアにま

で及んでしまつたわけなんですけど、結局その地元

のホタルを知るためには、どんどんどんどん広がっ

て、そのルーツを探るとか、どうやってやって来た

のかなとか色んなことを調べていくには、その地域

だけでは分からない部分があります。

グ ンジボタルから始つていますけれども、いろい

ろ調べてみると、いろんなホタルがいるんですね。

そうするとそこに多様性というか、生き物の多様性、

それぞれがみんな持ち味を持 つていて、で環境をい

ろいろこう見ていくのに私自身はホタルから教えら

れた部分が非常に多いんです。グンジボタルは、水

辺の一つのシンボルになつています。環境を見る上

で非常に有効なんですけども、但し、水辺を見るた

めには、水源になる森を見ないといけないと悪うん

ですね。

今回のこの趣旨も、その辺にあるのかなという気

がします。ゲンジボタルを守ろうというよりは、ゲ

ンジボタルのいるような安定 した水系、それからゆ

たかできれいな水、それが流れ、支えているような

背景の森をどうやつて残していくかということが非

常に重大な、これからのテーマになっていくんじゃ

ないかなという気がします。

そうすると、源流1或 にはゲンジボタルはいません。

森にいる固有なホタルたちがいます。そういうもの

と関連させながら、森にいるホタルを一つの環境の

指標としながら、この森の健康度というか、そんな

ものを見つめていくというのも大事であるというふ

うに思います。ですんで今日は、ゲンジボタルだけ

ではなく、森や林にいるホタルにまでちょつと及ん

でいきたいと思つています。

で更に、その環境問題、身近な環境問題というの

は日本の本ナ‖だけの問題ではない。実はその南西諸

島をずつと見てますと、さまざまな問題が起こつて

ます。特に私が頻繁に通つてる南西諸島、西表島、

石lB島、宮古島、沖縄本島もそうですけども、いろ

んな問題が起こつてます。それはホタルをずつと眺

めていると、たいへん大きな、私たち自身の生活、

ライフスタイルそのものに、何かこう起因するよう

なところがある。そうすると、環境問題を考える0寺

に、ホタルを守ろうとか何とかつていう視点ではな

く、私たち自身がどう、これから環境に関わつてい

くとか、その辺をもう根本から考えていかないと、

なかなか難しいというような感じを受けます。そん

なような部分もホタルから私が教えられたことをち

ょつとお伝えできたらなと思つています。

及んで東南アジアも全く同じです。つい三日ほど

前に台湾にいたんですけども、台湾でもホタルのシ
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ンボジウムが開かれました。そこでも、同じような

問題を抱えながらみんな取り組んでいます。日本は

そういう意味では先進国と思いますので、いいモデ

ルを示していく必要があるんではないかなと。その

ためには、きちんとした見方なり、あるいは環境ヘ

の関わり方を、環境目標というかそういうものもき

ちんと持つてないで、ばらばらにそれぞれにやって

いるというわけにはいかないだろうというような気

が致します。

じゃその規範をどこに求めていくかというと、人

間が考えることつていうのは、それはその個人の色

んな人生観や価値観が反映されてしまつて、自然の

摂理というかそれからずれてしまうということがか

なり多いように悪います。それで私自身はその摂理

に従うためには何に先生になってもらうかというと、

私だったらホタルであるということになろうかと思

うんですね。

ホタルは数千万年というような長い歴史を背負つ

ていながら、いま現存しているわけですから、その

背後に背負ったことは事実でありますね。そして私

たちが少なくとも今まで生きてきた一つの環境であ

るというふうに用います。その延長線上に、これか

らどうしていったらいいのか、それをホタルを通し

て考えられたらいいかなというふうに悪ってます。

[以下、OHPによるお話です]

それでは話の展開としては、ますこれは、日本に

は約50種 類ものホタルがいます。でそれぞれの地

域に、固有なホタルたちが生息しています。その生

活、生態、生きざまつていうのは実に多様で、形も

多様であり、私は最初はゲンジボタルから関わつて

ったんですけど、これほど多様性に富んだ生き物だ

つたとは今更ながらやつはりほんとにびっくりして

ます。それでそういう多様性をもっているというこ

ともありまして、環境を見る上で、様夜な環境をこ

ういうホタルを通して知ることが出来るという意味

では、非常にいいバロメーターになるかなという′S、

うに思つてます。

ここに示したものは、非常に代表的な日本のホタ

ルの一例です。約 50種いますけども、そのうちの7
種を挙げてます。日本でいちばん有名なホタルは、

このゲンジボタルですね。これは多分、皆さんがこ

れから取り組む、主体となるホタルかなと悪つてお

ります。幼虫が水生ですね。世界に色んなホタルい

ますけども、幼虫時代に水の中に生活するのは、非

常に限られています。東南アジアを中心に多いんで

すけども、ヨーロッパ、アメリカにはその水生のホ

タルはほとんどいません。

大きさはだいたい 1・ 5センチぐらい。メスが少し

大きいと。じつはこのホタルは光るんです。夜行性

で光ります。その光は何をしてるかというと、そも

そも私自身のいちばんの関心のテーマはそこなんで

すね。何で光つているのかなと。何をしているのか

なあと。素本卜な疑間ですね。それがずっと続いてし

まつてまあホタルの光言葉の解読というか、それが

私の中心テーマになってきたと。

で、その次が、これも皆さんよく知られてるヘイ

ケボタルですね。これは大きさが少し小さいんです

けど、約 8ミ リぐらいです。まあ大きさのバリエー

シ∃ンがあります。変イヒがあります。でグンジとヘ

イケの違いというのは生息場所が違います。ゲンジ

はどちらかというと流れのある場所を好みます。ヘ

イケは止水域というか、溜まつた水辺ですね、あま

り流れの早くないような所、そういう所を中心にし

ています。

それで、光り方が全然違つて、ゲンジはボー、ボ

ーって光ります。これは面白いことに西日本と東日

本で違うということが分かってきたんですね。でヘ

イケのほうは、飛んでる0寺 と止まつてる日寺、オスの

発光型がちょつと違つてきます。飛んでるB寺 はパア

ッパアッというような光り方なんです。これも北海

道と本州1で違つていますね。北海道は非常にのんび

りとしています。約 1秒にパアッパアッと光る。本

州では 0・ 5秒に 1回、ビカッピカッと光るんですね。

そういうちょつと違いがあると。

餌なんですけども、これらはカワニすっていう餌

を食べます。まあ中心ですね。カワニナだけじゃな

いんですけども、巻き貝であるカワニナを中心とし

て食べます。でカワニすが棲むためには、珪藻がな

きゃいけないし、色んな有機物がなきゃいけない。

そんな話はまた後になりますけども、そういう背景

がそろつた所にいるということになります。洪水が

あるような所はちょつといませんね。安定した人里

環境を好むということで、だからこれがいる背景は、

非常にいい水辺であるということになると。
ヘイケは、どっちかというと田んほとか用水とか、

そんなような安定した、人がコントロールしたよう

な場所ですね、そういう場所を好んで生息していま

す。それぞれお話するだけでたいへん8寺 間がかかつ

てしまうんで、ちょっと概要にとどめ讀す。

あと水源となる森の中にいるようなホタルがいま

す。多摩丘陵にもいます。それから丹沢、箱根、そ

ういった所に、このヒメボタルというホタルがいま

す。このヒメボタルは、大きさはヘイケとそつくり、

同じ位の大きさです。ただし見分け方なんですけど、

この (前胸部背板の)紋が違いますね。ヘイケはこ

れが縦すじですけども、ヒメのほうは少し前縁にこ

う黒い半円形の紋がありますね。そういう違いがあ

るということですぐ区別がつくんです。それから目

が大きいですね。

更に、光り方が違います。ヒメは、ピカピカピカ

と光りますね。これも面白いことに、のんびり型と

せっかち型があるということが分かってきたんです。

箱根の大平台、あのあたりのは非常にせっからなん

です。約 05秒に 1回<ら いですね。ところが蛭ヶ

岳とか、丹沢の上のほうに行きますと、標高 800m
以上になりますと、のんびり型になつてしまうんで

すね。すごく面白いことが分かってきました。

で、餌はこれは水生ではありませんから、幼虫が

陸に棲んでますから、陸に棲んでる巻き貝、まあカ

タツムリの仲間なんですけどもあんまリサイズが大

きいと食べられませんから、ころあいの大きさの巻

き貝なら何でも食べます。伊」えばオカチ∃ウジガイ

とかですね、そういう小さな巻き員を食べます。

これがいる環境というのは、まあカタツムリを育

む森という状況ですから、まあ腐植上があってです

ね、湿り気があつて、で土砂崩れを起こすような所

にはいませんね。森が安定して、ずっと保たれてい
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るような環境です。で当然そこは保水力があります

から、山としても非常に健康度の高い山だというこ

とが言えますね。ですから、これは森の番人だと、

ある意味では。これがいればですね、まだ大文夫だ

と。これがいなくなるとちょつと危ないという話に

なる。

ですから、これから皆さんが、ホタルを通してモ

ニタリングされるということならば、そういう様な

まあ一つの指示薬みたいに考えられていつたらいい

かなと思います。あれもこれも調べると大変ですね

え。ですから、まあ絞り込んで、その中で一つ一つ

やつていくしかないかなと思いますけども、森だつ

たらこれ。

もう一つは、光らないホタルです。夜の調査をす

るのは大変だなということであれば、昼間でも分か

る、そういうものを使えばいいですね。で森の番人

のもう一つとして、これはオオオバボタルといいま

す。それからこれはこの辺ではオバボタルといいま

す。2種類います。似た、そつくりのが。これは、大

きさがだいたい 1セ ンチから、オオオバボタルはち

ょつと大きく 1・ 3センチくらいですね。

これはムネクリイロボタルというホタルです。こ

れは僅かに光るんですけど、だいたい 6月の上旬ぐ

らいですか、森のシダの葉つはとか、そういうとこ

にちょこんと止まつてます。わりあいに目立つんで

すよね、緑の葉つはに黒いのとは。

で、これがいれば、まあカタツムリがいて、さつ

き言つたヒメボタルと同じような背景があると。大

体、ムネクリイロボタルがいるとヒメボタルもいる

んですけど、ただヒメボタルはメスは22がなくて、

いる場所が限られております。然しムネクリイロボ

タルのほうは結構どこでもいるんですね。ですから、

夜に調査をしなくても、昼間でもホタルの調査はで

きるんです。ただし発生期間がわりと短いもんです

から、ここぞというその期間をねらわないと、ちょ

っと外れてしまうといないという話になります。

ですからこういうものが森のその一つの番人とい

うことで調べることが出来るんじゃないかなという

′S、 うに悪つています。これはまあ本州の話です。そ

の他にまあ色んな種類がいるんですけど、ごく代表

的なものだけを取り上げてみました。

あと、日本の南西諸島にさまざまなホタルがいま

す。これは西表島、石lB島、まあこの辺にいる、台

湾にもいるつていうのが分かつたんですけども、イ

リオモテボタルというホタルがいます。これは光ら

ないんです。じつは私は今月中旬、20日すぎに、西

表に行くのは、このホタルを目指して行くんです。

どうもこの写真を見る限りあんまり見栄えがしない

感じがしますけど、実はこのメスは羽がなく、幼虫

型をして、よく光るんです。

それで、22がないということで、これがどうやつ

てやって来たのかと。いろいろ調べてみると、台湾

にもいるし中国大陸にもいるっていうことが分かつ

てきたんですね、親戚が。これ、海で隔たつていま

すから、どうやつて来たのかですね。それからもつ

と及んで、地球の裏側までいるつてことが分かって

きたんですね。これはとても大変なことですね。太

平洋があるのに、裏側にまでいるんですね。どうや

ってやって来たのか、ミステリーですね。まあそれ

を解きほぐしたりとか、すごく面白くて、いま夢中

になつてるわけなんです。

これはアキマ ドボタルです。秋に発生する。長崎

県の文」馬に生息している。日本では、ここの島だけ

しかいない。あと国外では、韓国というか大陸にい

ます。これも海で隔た っているのに、どうやつてや

って来たのか、不思議ですねえ。

この親戚関係にあたるものが、南西諸島にもいる

んです。いつたい彼らはどうやつてや つて来たのか

ですね。海があるのに、島嶼になつてますけども。

これもメスには22がないんです。だから、飛べない

んです。だから考えると、どうしても歩いて来るし

かなかったんです。すウマンゾウみたいに歩いて来

たんでしょうね。そうすると、陸がつながつてない

と歩けないですから、全部つながつてた頃にやつて

来たと。そうすると、まあ日本列島の生い立ちまで

湖る話になってくる。生きたイヒ石みたいですね、こ

れね。長崎県の天然記念物になつてます。それの理

由の一つとして生きたイヒ石。つまり、大陸とつなが

っていた頃の生き証人であるという理由が一つある

と。

[以下、スライドによるお話]

まあそういうことをちょつとお話しておいて、あ

とスライ ド、まずは横須賀市、私が住んでる横須賀

市のゲンジボタルの生息環境、それの実状、そして

破壊がひどいんですけど、それを食い止めようと、

あるいは再生しようとしているいくつかの事lp」 を、

市民活動を含めて、ちょつとご紹介をしていきたい

と思つてます。

これは、三浦半島の、1990年 の航空写真なんです。

これは城ケ島ですね。これ東京湾です。逗子はこの

辺ですね。池子の米軍の住宅がこの辺にあります。

これが葉山の森戸川、御用邸がこの辺にあります。

これが大楠山、そして武山 野比というとこ。でこれ

が有名な小網代ですね。

そんなようなことで、上から見ると白い部分が多

いですね。黒い部分というのが実は緑なんですけど

も、これは森なんです。でホタルやなんかがいる場

所なんですけども、みんなその周りから虫ばまれて、

バクテリアが増殖してその食い込んでるような感じ

で、緑の音B分がブロック状になつてるんですね。で

以前、これ全部つながつてた。でこれをよ―く見る

と、何かリング状にこの見えますよね。これは、か

つては山だつたんですね。それをカンすで削つたよ

うな状況になつてます。それから谷あいの緑が、こ

うやつてリング状に残ってるんですね。

で、その地形が、こうすごくよく分かりますけど

も、現状ではこんなふうになつてます。そして、こ

の三浦半島を真 つ二つに分断するように、これが横

浜横須賀のバイパス道路ですね。それによつて生き

物の行き来がこれで分断されてるつていうのがよく

分かります。この谷が家が建つて、これとこれが分

断されて、それぞれがだんだん孤立化 していくと。

これがですね、都市環境の中の、身近な自然の、ホ

タルや色んな生き物たちがだんだん減 つていく一つ

の原因になつているんじゃないかと思います。

何故かというと、一度減 つてしまうと補給源がな
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いです。だから減る一方なんですね。もしもつなが

っていればですね、こつちが駄目になってもここか

ら補給されるという状況があって、昔はそれで多分

生き返ったと。でこれが実はずつともっと言は、多

摩丘陵まで、こちらの方まで緑がつながつてたんだ

と悪います。ですから、動物の行き来ができてたん

だと思うんですね。

実は三浦半島の昆虫相をずつと調べていますけど

も、多摩丘陵とのつながりというのが非常に強いん

ですね。ですからこの辺とのこう関係というのがあ

って、ちょうど三浦半島、あそこから今がらっと変

っていきますけども、色んな昆虫相の成り立ちを者

えるには、こちらとも対話をしていかなければいけ

ないと目つてるんですけれども。まあそういう実状

にあります。

こういう現状の中で、まあここにちょっと住宅地、

大きな岩戸国地というのがあります。ここに崖づた

いに取り残されたリング状の緑がありますけど、こ

れは岩戸旧市街地で、こんなに開発されたところに

ですね、ホタルを戻そうという、まあとてつもない

そのような市民の要望が出てきたんです。で、当B寺、

こんな状況ですので、もうど6ヾ川だ つたんですね。

それを再生しようという、まあそんな実状もちょっ

とお話したいと思つてます。だから、ただのその再

生じゃないんですね。もうマイナスのB寺 点からブラ

スにもってくってんですから、非常にちょっと困難

を極める状況なんです。そういう厳しい状況の中で

トライして、ずつと続けていると。

それから、ここは横須賀市の野比つていう場所な

んですけども、ここは海に直近です。でここに国立

病院とかいろんな施設があつて、まあ環境がいいつ

ていうことですね。昔から、ここは残されてきたん

です。約 100ヘ クタールの緑地です。でこれは非

常に地形が複雑で、各それぞれの小さな谷に、ホタ

ルが全ているんですね、今でも。奇跡的ですね、こ

れは。

ですけれども、今はだんだんだんだんとこう周り

が虫ばまれて、それをこうどうしていこうか、田ん

ぼが今は危機的状況なんです。田んぼが幾つかある

んですけども、もうこれは生産震家じゃなくボラン

ティアでや ってます、地主さんが。学校の生徒たち

に開放して、体験震園としてずつと続いているとい

うだけであ つて、そういう地主さんの好意的なこと

によってかろうじてその環境が、ホタルのいるよう

な環境が残されている。

ただこれからは、個人的な努力だけではそうはい

かないんで、どうしていくのかですね。残すために

は、お金もかかります。それから誰がこれをこう維

持管理していくのか。そういう仕組み作りがこれか

らは必要であると。で行政はもうほとんどお金がな

くなつてる時代ですので、余りそういうことには期

待できないし、それから継続的なことをやるために

は、何かや っはり地元のこの住んでる方寂が主体的

になつていかないと、なかなかそれは継続性がない

ということですね。それがいま問われているという

状況です。

これはちょつと拡大して、今の野比地区の所です

ね。これはただずいぶん占い、いまからもう 30年 も

苦の航空写真なんです。で、さつき谷つて言いまし

たね。南関東では、この低い丘陵に囲まれたちょう

どウナギの寝床みたいな、そういう所の地形、それ

を谷戸(ヤ いと言います。そこに耕された田んぼを谷戸

田(ヤ トダ)と 言います。それが、この地域の特徴なんで

すけども、その景観をよくとどめています。これ田

んぼなんです、ずっと。深いですね、これ。これが

いま横須賀で唯一の(ホ タルの)群棲地なんですけど、

いまはこの田んぼが放置されまして、革ぼうほうに

なつているんですね。田んぼでなくなつています。

これの管理を巡つてどうするかですね。

ゴミの最終処分場の候補に上がったりとか、色ん

な問題があつたんですけども、市民活動によつてこ

れは今は凍結されているんですけども。その他にこ

ういう、これは今は破壊されてしまつて、この奥の

ほうのいちばん先端の所のこういう所を再生して水

辺を造 つています。いまは住宅地に変つちゃいまし

たね。そういう実状です。

で、海からこの山まで、非常に直近なんですけど

も、これが連続 してこうやつてつながつて残つてる

場所は、この神奈川県では非常に限られてます。排

水が入つてないんです、幸いなことに。都市河川と

しては奇跡的に、小さな水路ですけども、源流から

海に流れる直近まで排水が入つてないです。ある意

味ではすごく貴重な場所であると。この砂浜にはま

だマツムシなんかもいるんですよね。そういう所で

す。何とかこれは残したいなあというのが願いなん

ですけども。

その今のその谷戸のちょつと中へ入りますと、こ

ういう状況にな つてます。まあ家があるんですけど

も、非常にまばらにしかない。で、これ丘陵ですね、

低い丘陵に囲まれて、この丘陵の下に細い水路がこ

うあるんです。これは山のこの緑に支えられて水が

湧くと。年間通 して枯れることがないんですね。こ

こにゲンジボタルが出ます。

ここから大体400m近 くいくと海になっちゃう

んですね、もう。海のすぐ近いところでホタルを見

ると。これずつと下まで行くんです、実は。それで、

海まで50m、 道路一つ隔てて、もう海なんです。

砂浜なんです。で道路の手前までゲンジボタルが飛

んでいるんです。それはもうすごく不思議な場所で、

まあ横須賀の一つのこの地1或 の特徴かなと思つてま

す。

さらに、ここの水田が低いひな壇型の、こう斜面

になってますんで、これをこう流れて流れ落ちて下

までこうたどると。ここは、学校農園として、体験

農園として、子供たち、小学校5年生でしたが、田

植えからはじめて収穫までやつてるんです。ここは、

まだ圃場整備されていませんで、そのままです。苦

ながらの。ここにはヘイケボタルがいます。

そしてこういう現状があつて、あるB寺 にこの反対

側の所がゴミの最終処分場の候補に挙|ず られまして

ね、で私たちがこの地域一帯の自然総含調査をやり

ました。ホタルはどのようにいるのかなというのが

一つの中心だったんですけども、そのB寺 に私が一つ

提案したのは、まあホタルだけ見てても駄目なんで、

あらゆるものをやりましょうと。ちょうど博物館で

したからね。それで、博物館の総力を挙げてや つた
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と。地質からですね、動物、植物 、両生 。は虫類歌

で、全ての対象を2年間、市民のいろんな研究団体

がありますけども、そういう力を借りながらやりま

した。

で、結果的に、横須賀市内でも、この地1或 は、 ト

ウキ∃ウサンシ∃ウウオはいるしですね、イモリは

いるし、マルタンヤンマはいるしですね、非常にい

ろんな生き物がいるということが分かりました。今

まで何となくホタルがいる環境というのは、まあ環

境がいいと言われてました。ほんとにそうかなと。

ホタルがいればつて、ほんとにそうかなと思いまし

たね、私は。でこれを実際に調べてみた。そしたら、

やっはりそうだつたと。ホタルがいるような環境と

いうのは安定していますから、ほかのいろんな生き

物たちを全部支えています。

で、一つ一つ取り上げて調べるのは大変ですから

ね、で一把からめてそのシンボルとしてホタルを見

ていけば、そう間違つた判断を下すことにはならな

いなと。但し、ホタルがそこで自然発生をしている

環境であるということが前提です。放流したり、な

にか人がこう何かいろいろ手だてして、ホタルがい

るつていう所がイコール非常にいい環境だというこ

とにはならない。ホタルの贅殖場になつちゃうから

です。そういうことではなく、ホタルがそこそこ大

発生しないまでも毎年毎年でてくる、そういう背景

の自然というのはほかの生き物の営みも支えており、

非常に多様性があると、そういうことが分かりまし

た。

で水質も調べました。水質も、この地上或の水質だ

とみんな一緒になつちゃいますね。いろんな項目が

あります。どんなに細かく調べても、結局同じです。

もうほとんど。差が出てこないですね。みんな「き

れい」になつちゃうんです。ケミカルな見方になる

と、だめなんですね。ですから生き物が一つのシン

ボルのほうがいいと目います。両方、併用しながら

やっていくといいんですね。というのは、生き物は、

1年 間を積算していますよね。1日でも具合が悪け

れば生きてこれないわけですから。ケミカルな見方

だったら、その日ある物質が流されなければOKに
なるわけですけどね。そういうその両方を併用して

いかなければいけないというふうに闇っております。

これは横須賀のそのグンジボタルが生息する水系

の環境に、もうちょつと近づいたとこです。普通ゲ

ンジボタルがいる環境というと、水の流れが毎秒3
0センチで、水深が何センチ、phが幾つで、川底が

砂礫質で何とかかんとかとこうあるわけですけど、

それは極く一般的な話なんです。地域によつてまる

で違うんです。私も後で分かつたことですけども、

要因としては全部一緒なんですけども、見かけ上の

形が全然違うということです。その見かけ上の形に

惑わされてしまうと。

たとえば横須賀は、こんな表面流みたいです。水

がほんのわずかしか流れてないです。1センチもあ

るかどうか分からないです。下は泥質です。南関東

はこの関東ロームに覆われています、全部。砂礫じ

ゃないんですよ。泥なんですね。泥だからはつと雨

が降つたら全部流されちゃいますね。引つかかると

こがないわけですから。そうすると、あんまり流れ

の速い所は棲めないということです。

ここはこういう′3う にして、セリだのハングシ∃

ウがあつたり、色んな水生植物の周りがあつて、そ

して流れがゆつくりしているもんですから、落ち葉

がほどほどこう落つこつてますね。で日があたって、

日蔭もあると。で、この餌になるのが、これカワニ

すという、ゲンジボタル、ヘイケボタルもそうです

けど、これを食べているんです。この小さな幼員を

食べている。

こういうものが沢山いなきゃいけないんです。こ

れ、ご覧のように沢山いますね。もしもこれ、雨が

降って鉄砲水になるような所だつたら、こういうこ

とは起こり得ないです。ですから、森がそれを支え

てたということです。雨が降つてもその森がクッシ

ョンになつていると。いつべんに流さない。少しず

つ流していく。こういう背景の中で、このカワニナ

というのを支えていたということですね。で日があ

たっていますから、これは非常に生産性が高いんで

すね。もし真つ暗だと、まあそれでも棲めないこと

はないんですけど、真つ暗だと生産性は下がります。

そうするとあんまり繁殖はよくないです。ただ今の

ような南関東のああいう谷戸つていうのは、幅が狭

いですから、放つておくと本がどうつと生い茂つて

きますね。こうなるとどうしてもこう日陰になつて

しまいます。

三浦半島の実状というのは、山の管理が今ほとん

どなくて、水路沿いの本がみんな生い茂ってきちゃ

ったんです。そして水路がほとんど日があたんない

という状況が作られてます。それによつて、ホタル

が非常にその以前よりも数を減少させてると、そう

いう実状があります。さあ、これ、どうしたらいい

のかですねえ。山は地主さんがいるわけですね。で

勝手に切るわけにいかないでしよう。ただ、水路に

覆つた部分ぐらいは切れるんですけど、木が高木に

なつてしまつていますからね。それで台風が来ると、

それが倒れたりとか、色んな問題が今は出てきちゃ

います。山の管理をこう、人里ですか、それをどう

していくのか非常にちょつと問われているところが

ありますね。で横須賀の色んな地域でそれを、いま

市民の皆さんが取り組み始めています。

で、この水路をよくよく見ますと、浅い所もある

し、ちょつと溜まりもあります。溜まつている所は

こんなでして、下がこんなになつてますけど。ここ

にもよくよく見るとこういう生き物がいますね。こ

れはイモリなんですね。 トウキ∃ウサンシ∃ウウオ

もいますしね、横須賀で、このイモリがいる場所つ

ていうのは、もう限られているんですよ。ほんとに

限られていますね。ですけど、こうやつているとい

うことで、まあここがいかに多様性のある環境かと

いうことが伺い矢0れる訳なんです。

で、これは今から10数年前の大発生した1犬 況で

す。これ水田の脇、あぜ道なんですけど、こつちが

田んほになりますね。この水路沿いに、ある年に何

百というゲンジボタルが群飛したんですね。びつく

りしましたねえ。ここは現在、まあはらはらいるん

ですけども、以前馬小屋がこの辺にあつたんですけ

ども、この下のほうに。その馬小屋が、いま大型の

トレーラーのパーキングになりましてね、やはリパ

-16-



―キングはよる夜中でも防犯上、光りをつけている

んです。ですからその光りが反射されて、ここはも

う明るくなつちゃつたんですね。それでホタルが飛

ぼうにも飛べないつていう、1甲 さえられてしまつた

んです。

幸いなことにこの上のほうの源流域にはまだB音 い

所がありますんで、そこではかなり沢山でてるんで

す。それからこの下流、海の直近までの間、コンク

リー トでもう護岸されてるんですけど、そこに出て

るんです。毎年いっはい出てると。そういう状況で

ここんところはいい場所だつたんですけども、まあ

ちょっと駄目にな ってしまった。人工照明の問題が

あります。これは大きな問題です。都市イヒされると、

この問題が	 一。森の管理の問題と、人工照明の間

題が出てきましたね。

これがゲンジボタルです。大きさが大体 1・ 4セ
ンチからメスがちょっと大きいです。これはオスで

す。これ、一節(ヒ トフジニ節 (フタフシ)光 りますねえ。で、

ここが (前 胸部背板が)ビ ンク色で、こう上から見

るとちょっとこう縦すじにちょっとこう、ふくらん

だ黒い紋があるんですね。場所によって変イヒします。

神奈川県あたりからは、黒い紋が全然ないものが出

てきているんですね。ゲンジボタルの一般的な説明

としては、ここ(前胸部背板中央)に十字紋があると詈

いてありますけども、そういうわけにはいかない。

全く紋がないやつが出てきています。特にメスに多

く出てきています。多分それは遺伝子の問題にいろ

いろ起因することだというふうに思っています。

このゲンジボタルの生息する環境、今までは横須

賀の事la」 を話してきました。ところが九州に行って

びつくりしました。もう同じゲンジボタルかと思つ

たくらいです。これは宮崎県の北川 っていう場所な

んですけども、この川幅がそうですね50mぐ らい

ありますか、それでここの川沿いに森がずっとあり

ます。夜になりますと、この森、川沿いのこの木、

これが光、光、光、もう光のベル トになります。上

から見たら、天の川みたいでした。信じられない光

景でした。で、表面流みたいな小さなこれ、2m、
3mあ る所があるんですね。もう深い。舟を浮かベ

てここに行かないと、こっちに近寄れない。そんな

状況なんです。同じゲンジボタルで、こんなに違う

んですね。

これは面白いことに、この上流にダムがない所に

はホタルがいつはいいるんです。ところがこれ′S、 た

又に分かれていまして、含流点がこつち手前にあり

ますけども、6、た叉に分かれてて、反対の別のほう

の流れ、やつはり同じくらいの規模なんですけども、

そちらはゲンジボタルが非常に少ない。ダムがある

んですよ、上のほうに。で、どうやらその何か洪水

が起こるのは (ホタルが少ない流れのほうで)、 どっ

ちかというとホタルが出るほうはあまり洪水が起こ

らない。

それでどうもそのダムが出来たほうは、その水位

の1曽 減が非常に激しくて、しばしば浸水したりとか

何かそういうことがあつて、結局不安定になつてい

るんだと思うんですけどね。人工的にコントロール

してるんでしょうけども、それを超えて自然のその

力つていうのが強くて、超えちゃうんでしょうね。

3寺 にばあ一っと流れてしまう。そうすると、どうし

ても上のほうにつは、溜まつた水は土砂が沈積しま

すから、そうするとその上砂が流れて川の水が少し

こう泥 っぼくなってしまう。それからそういう不安

定要素が溜まるとか、いろんなことがあつてねと、

これはその住んでる人が私だけにしゃべってくれた

ことなんです。あまりこれはタト側には言えないとい

う話だつたらしいんですけど、そのような背景があ

ると聞きました。

その話つていうのはここに限らず、私は禾0歌 山県

のある場所に行つて、そういうことを聞いた覚えが

あります。

これはやつはり九州のグンジボタルの生息する状

況なんですけど、これは5mぐ らいこう護岸をされ

ていますけども、阿蘇山の麓の旭志村っていう所な

んですけどね、これだいたい10nllomぐ らいの

間隔だと思つていいと冒いますけども、そこにもこ

んなに沢山いるんです。これが下から上までだいた

い2	kmぐ らい、ずつと続くんです。もう光のベル

トですね。で、見ていて、ビカビカただ光つてるん

じゃなくて、驚くことに、これが一斉に点減がそろ

ってしまうんです。横須賀でも点滅の周期はそろう

んですけども、それがあまり明瞭じゃないんですね。

だいたいのんびり型で、4秒に 1回くらいビカービカ

ーと光るんです。

ところがこの九州のは、非常に野生的で、約 2秒
に 1回、ビカッピカッと非常に早いです。そして、10m
ぐらい舞い上がるんです。この一角に 1000ぐ ら

いいるんですね。それが 2キロにわたっているわけ

ですから、これは11観ですね。光のほんとにベル ト

の夜景スペシャルです。一つ一つは小さな生き物な

んですけど、全体がまるで息づく生き物みたいに見

えるんですね。で、端からパ ッと光ると、それが光

の連鎖のようにパーッと走るんですね、光が。で何

かブロックされてるとそこで止まつちゃうんですけ

ども、ブロックしてなければ端までダーッと光が伝

わつていく。それで次の瞬間、パ ッと止まつて、ま

た端からバーッと光り始めるんです。でその光の伝

わり方が、亥」寂変イヒする。

これは、例えばオーケス トラの指揮者がいてタイ

ミングをそろえているような個体がいるわけではな

いんですね。何となく合つてしまうんです。そこが

すごいことをやつてるなと。どうや つて、こんな大

集国が、そろつてしまうのかなと。これは私自身の

今の研究テーマの一つなんです。で、これが知りた

くて矢0り たくて、色んなマレーシアとか、パブアニ

ューギニアとか、そちらの方まで出かけて、いま文」

比しながらだんだんその仕組みが分かつてきている

ということです。これ全部オスです、ちなみに。メ

スは飛ばないんですね。あんまり飛ばない。

そ して更にですね、ところ変われば、まあいろい

ろ変わるなつていうのが、同じゲンジボタルであつ

ても、これは九州の山、今の旭志村、熊本県旭志村、

ここを水路に水があるんですけど、水からだいたい

これ 10セ ンチぐらい、これはコンクリートで護岸さ

れてるんですけど、水がひちゃひちゃこうかかるも
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んですから、これ湿つていましてね、こうやつて苔

が生えているんです。それからいわゆるコンクリー

トの害」れ日からはこうシダが生えてきて、こんな景

観を形成しているんですけども、夜の 12時になりま

すと、ここにホタルが飛んできて、止まつて、ピカ

ッピカッと光りだすんです。

これは、完全には消さない光です。つけつばなし

で強弱を約 2秒に 1回ほど繰り返す光り方なんです

ね。これ全部メスなんです。産卵をしているんです。

これから産JOす る、しようとするメスがその光につ

られて、次々次寂寄つてきて、100とか150と
かですね、沢山のメスの集国がここに形成されて、

この 1ケ 所で卵を産むと。これは、横須賀では見ら

れません。ですから、同じホタルでもこんなに違う

のかなあと。ますますこう、その地域の固有性つて

いうのを私はですね、こういうものを通してよく認

識するようになつてつたんです。

今、ホタルの里づくりつていうのが各地で進んで

います。ホタルが1曽 えればいいつていう話で、手つ

取り早く沢山いる所からもつてきちゃつて、で放す

ということが起こつてます。そうすると、今のこう

いうような各地域の固有性を全部無視をしてしまう

ことになりますね。

そうすると、もともといたものに文」してもこう、

悪影響というか、撹舌しというのが出てきちゃう。ほ

かの生物へのその色んな影響もあるかも知れません。

それからハイプリッドをつ<つ ちゃつてね、もとも

といたものと放したものを混ぜた時に交雑をしちゃ

って、で子供は産むんだけど、次の孫の代がないと

かですね、そういう可能性が大きくある。シマ ドジ

ョウとかそういう他の動物ではそれが、西と東でか

けあわすとですね、繁殖できないということが分か

つてます。

ですから、きつと同じ動物ですから、ホタルもそ

ういうことはあり得ると。だからやたらにそれをか

き混ぜちゃうということは、ホタルだけを1曽やせば

いいというような話になつてはいけない。ですから

ホタルを通して環境を見守つていくためには、バラ

ンスの問題も考えなければいけない。それから、固

有性の問題も考えなければいけない。バランスがい

ちばん大事だと悪いますね。そういうものを考えな

がら、その地1或 のものを、いかに温存さしていくか

っていうことですね。これがホタルを見つめていく

と、よく分かつてくるということになるわけです。

ちなみにここで、どのくらい卵が産まれるかとい

うと、100集まつていると、5万から 10万の卵を

産みます。ここに1曽 水して、石がごろつと当たると、

ここは矛」がれて全部流されてしまいます。5万から 10

万の卵が、あつという間になくなつてしまうと。流

されてしまうと。そういうリスクを背負つているわ

けですね。ところが横須賀の場合、そんなことはや

らないです。ばらばらに産み付けます、あちこちに。

だから何か流れがあつても、どつかがまあ残されて

いくということ。そういう違いがあると。どつちが

得なのかというのは、なかなか面白いもんですね。

西と東ではとにかくそういうように、違うというこ

となんです。

さて、このグンジボタル、まあホタルを通してど

のような環境を守つていかなきゃいけないかという

のを知るためには、どうしてもそのホタルの生息環

境と、それから生活史を矢□る閉要がありますね。成

虫の時期だけ調べて、それでここを守ればいいとい

うわけにはいかないんですね。成虫がいる場所と幼

虫がいる場所は違うし、幼虫がいる場所と餌になる

カワニすもちょつと違つてきてるということです。

ですから、一生の間どういうS、 うになつてるかつて

いう、そういう視点が必要になつてくると悪います。

そういう意味でここでゲンジボタルの生活史をちょ

つとご紹介します。

これは、ゲンジボタルの幼虫です。もうほぼ終齢

になつてますけども、水中で生活してますから、こ

このおなかに突起があります。これは二またに分か

れて、一つは水中での空気をとる鯨(Iラ )器宮ですね。

も一つは、陸上に上がつて直接空気を吸う気P3があ

ります。だから終齢になりますとこれは水陸両用に

なつちゃうんですね。まあ蛹けすギ)の ころにこれは上

陸をしますから、どうしても陸に出なければいけま

せんですから、鯛器宮ではもたないわけですので、

二つ持つているんですね。で幼虫時代にもう光りま

す。よく光ります。

これがまあ、その上陸してるところですね。夜な

んですけども、フラッシュをたいてますから昼間み

たいになつてます。こつちが頭で、こね上のほうに

いってますね。だいたい 10mぐ らい這い上がつてき

ています。これコンクリー トになつてても平気です

ね。ですから、ホタルがいれば、その水辺はいい環

境だということは、必らずしも言えないということ

になります。

何故かというと、もうコンクリートでも上がって

しまいます。lJ」 えばカメとかイモリとかサンショウ

ウオは、そんなとこは這い上がれませんね。ですか

ら、ホタルがいても、他の生き物はいないという状

況はあり得るということなんです。ですから、ホタ

ルがいれば安心して、まあ大丈夫だつていうわけに

はいかないということですね。だから、両面から見

ていかなければいけないということです。

しかし今、とは言つてもホタルがいる水の、水環

境そのものは汚れてないという証拠にはなるわけで

す。で上がつてつて、やわらかな上の中でこう蛹に

なつています。もうこれは親と同じ格好をしてます。

されいです。これ、ちょつとこう刺激すると、この

発行器が光りまして、からだ全体が光で透けて見え

宝石みたいにされいなんですけど、一般にはなかな

か見ることが出来ません。

これはヘイケボタルです。水田に生患するちょつ

と小さなホタルで、約 8ミ リくらいです。

このホタルは実はこう光の言葉をもっているんで

すけども、その光の言葉のチェック機能があんまり

ないんですね。非常にシンプルなやり方をしている

んです。だからすぐだまされてしまうんです。lJ」 え

ば、メスがビカピカ光る。オスを呼′Sヽ ための誘惑シ

グナルというのがあります。それは大体、1秒 に 1回

ぐらいの点滅なんですね。赤い光でも黄色い光でも
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何でも構わないんですよ。とにかく、1秒に 1回光る

ような点滅光で自動車のウインカーでもいいんです。

田んぼの真ん中でそれをピカピカやりますと、その

オスのほうは全部それをメスだと思 つて、間違えて

来ちゃうんです。

これは私がちょつと実験的に試 して、これは発光

体を約 1秒に 1回 ぐらいで点滅させた。そうしたら

次々にこうやつてもう寄つてきち ゃうんです。もう

この辺だともうかなり興奮状態にな つてい談す。こ

れをもうメスだと思い込んでいるんですね。姿形じ

ゃないんで、もう点滅、ある波形だけで、メスのと

ころに飛んできちゃう。

そうすると、私たちの身の回りには、ネオンサイ

ンとか、ビルの屋上の点滅光とか、自動車のウイン

カーとか、さまざまな人工照明の点滅光が沢山あり

ます。それがいかにこういう小さな生き物たちに影

響を及ぼしているかということですね。これはもう

自動車で、まず 100m、 200m範囲のオスが全部、

寄ってきてしまうんですね。それほど大変な影響を

及ぼしている。でも私たちの普通の生活の中では、

あまりそんなことは考えていません。ところがこの

ホタルの身になつてみると、これはえらいことが起

こっているということです。

だからそういうエネルギーコス トの問題とか、い

ろいろなことがこれからありますけども、防犯上の

問題もあるし、そうものをうまくバランスよく保ち

ながら、こういうものへの配慮つていうか、そこの

環境問題を考える上でいろいろ問題もありますんで、

どうしたらいいのか。両面バランスよくやつていく

ことを考えていく、これもこれからの大事なことじ

ゃないかなと。

これがいちばん最初にお話をした、昼間でもモニ

タリングできるホタル、オバボタルといいます。ゲ

ンジやヘイケと違 つて、昼間こうやつて葉つはの上

にちょこんと止まつているんです。ですから、これ

がいれば森の番人として捉えることができると悪い

ますけど。幼虫はよく光ります。夜いくと森の中で

光つてます。成虫も一応発光器はあるんですけども、

もうほとんど光らないです。これの触覚はすごく六

きくて長いですね。で光らないので、光では通信で

きません。それでその代わりに匂いで相手とこう話

をしていると、そういうことが分か つてきてます。

これが幼虫です。これは、親は昼間型なんですけ

ど、幼虫は夜型なんですね。ここの自い部分が発光

器で、光ります。こういうのご覧になつたことはあ

りますか。山沿いの林道なんかを歩くと、薮の中で

よく光つています。

これから、南西諸島の話になります。沖縄、これ

は宮占島です。この宮古島周辺は世界でも有数な珊

I胡 礁のされいな場所なんですけども、この手前の島

は来間 (クルマ)島 という島です。現在これ橋がかかつち

ゃったんですけども、私が当時行 つたB寺 はフエ リー

でしか渡れなくて、とてもきれいな島で、このよう

にもう周りは緑いつはいです。

で実状を申し上|ザますと、今から20年ぐらい前、

この島はホタルがいっはいの島だ つたんです。珊瑚

礁がきれいで、結果的に分かったんですけども珊瑚

礁のされいな周辺の島つていうのは、ホタルが沢山

いるということが分かりました。逆にいうと、ホタ

ルがいるような島つていうのは珊I胡 礁が非常に良好

に保たれているということが分かりました。これか

らどうなってくのか、ちょつと注目しています。圃

場整備が今どんどん進んでます。サ トウキビ畑です

ね。大規模にこうやつてます。雨が降ると赤土がみ

んな流れ出るんですね。そうすると珊瑚礁に影響し

ます。

当時はそれがなくて、周りは緑がいつはいですか

ら、雨が降つても全部そこで吸水されて徐展に流れ

てつた。泥が流れなかつたんです。で、その緑地帯

にホタルが沢山いたんです。固有の生きものたちが

いっはいいました。ミヤコニイニイとか、そういう

のがいました。それがまあクッシ∃ンになってたん

だと冒うんですね。地面を見ると光り、光り、光り

です。ホタルの幼虫がいつはいいるんですよね。で

上を見ると、このように空気のきれいな場所ですか

ら、満天の星空です。もうほんとにされいです。そ

れから空間を見ますとホタルが飛び交つているんで

す。だから地表から天空まで、光り、光りで、もう

いつはいの島だつたんです。まさにホタルカントリ

ーという、そういう感じがしました。

ところがいま現状ではどうなつているかというと、

圃場整備が進んで、周りのそのクッシ∃ンになつて

た木がどんどん切られてます。雨水の溜め枡が人工

的に造られているんですけど、大雨が降るとそれを

越えて流れますね。で土砂が、海へ入つて、それで

観光客がいまは橋渡しでどんどん来てますから、ゴ

ミの問題、それから自動車、これ中古の自動車が入

つて来てるんですね。それで使い捨てです。もう動

かなくなると放置されちゃう。バッテリーなんかは

そのまま雨ざらしなんですね。珊瑚礁のその辺に入

りますともう想像をしただけで、ちょつとどうなる

かなと。回収できない。西表もそうですね。回収を

していないです。竹富町でやろうとしているんです

けど、コストがかかり過ぎて、出来ないですね。だ

から、野ざらしですね。そういうFo5題 が、この南西

諸島に及んできてるということです。

これは石lB島 のホタルです。これは大きさは非常

に小さいです。約 5ミ リぐらいですね。非常に小さ

い。ところが、この小さなホタルが沢山集まつて光

ると、びつくりするような光りのシ∃―を繰り広げ

ます。

これは石lB島 のある森の中なんですけども、いま

のホタルが、これ全部オスなんですけど、光つてる

のが膝小僧ぐらいの高さで、光リー面になりますね。5

月の連体に約 30分間。当日寺誰も知らなかつたんです(

私がこれを見て、もうほんとびっくりしたですね。

それでこれこんなのを見たんですけど、次の年に

はこれはいな<な つてしまつた。何故いなくなつた

かというと、この手前たつた 50mぐ らい離れた所に

自動車道路があつたんですね。それで私も自動車で

行つて、そこで下りてそこから (森の中へ)入るん

ですけども、十簿に自動車が通れたんですけども、

もっと道路幅を広くして、そのいちばん上のほうに

大きなパーキングを造つた。そこから下の町の明か
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りを見るため広げたんだと思いますね。観光客のた

めにそれを良しとしてやつたことなんですけども、

この実状が分かつていなかつた。それでここは全部、

斜面緑地を全部切り払い、カットして大きな道路に

なつてしまつた。これはなくなつちゃつた。残念で

すね。このホタルの大発生が、大発生というかこの

場面というのは、もう見ることが出来なくなつたん

ですけど、これが最後に見た写真になつてしまつた

んです。

なんともなにか大切なものを失つたような気がし

ています。三度と戻らないと。良いとされてやつた

こと/Dt、 じつは裏目に出ちゃつたんですね。もしも

これが分かつていたら、それを観光資源として活用

しながらうま<やれたんじゃないかなと。で、その

あと色んなとこへ行つて、こういう話をして、だん

だんそれが伝わつてきて、いまは西表島、石lB島で

もこれを大切にしようという動きが出てきています。

地元の人たちがいろいろこう、民宿の人たちがB寺 皮

観光客の方を連れて行つて見せてくるとか、西表だ

と 3月 ぐらいですね、案内してくれると闇います。

まあですから、こういうものを見るにつけても、ホ

タルが最後に何かこう語りかけてくれているような

気がしてならないんですね。

この島では、こんなようなホタルの幼虫があそこ

でカタツムリを食べています。マ ドボタルの幼虫で

すね。

成虫はなんともおかしな格好をしているんですね。

さっきアキマドボタルのお話をしましたね。これは、

オオシママ ドボタルといいます。西表、石垣島に生

息してるんです。でメスはこのようにして、22がな

いんですね。飛べないです、当然。ですからアキマ

ドボタルのメスはこんな格好をしてます。海があつ

たら当然歩いてこれませんけども、どうも大陸にど

っか起源があつて、それが大きく二またに分かれて、

それぞれがいま日本列島の南西諸島と対馬に行き着

いて、ついるということなんです。そんな背景を考

えたら、とても ドラマチックですね。長い長い8寺 間

をかけたんだと悪います。それが極く近くの人里に

いるということです。

これは西表島です。こういうその石lB、 人家の石

18、 これは 2～ 300年経つてる、その場所なんです

けど、こういう火Bの主手、こんな人里にイリオモテ

ヤマネコのような歴史的な背景をもったものがいた。

イリオモテボタルというホタルが発見されたんです。

こういう石lBで光つてたんですね。

どういう虫/DNと いうと、こんなふうになつて逆立

ち姿勢をして、おしりの先端を光らせるんだす。こ

れ、非常に強く光らせる。これはメスの成虫です。

カプ トムシの仲間だけど22が全然ないんですね。幼

虫型。で、オスを呼ぶためにこれ見よがしに天空に

向けて発光器を強く光らせます。1日のうちにオスが

活動するのはだいたい 15分 ぐらいしかないんです。

それ以後ダメなんです。

いろんな理由があります。B寺 間を過ぎると別の種

類のホタルが出てきてしまつて競争関係になつてし

まう。それを回避して、日寺差出勤ではないけども、

そういうことをやつてると思われます。薄暮のほん

の短い 15分間しかオスが活動しないという、特別な

進化をたどつていつたホタルがいたということなん

です。

これがオスです。このオスは光らない。メスはこ

んな格好をしていて、これがおんなじ種類とはとて

も想えないですね。これがホタルかと。形もおかし

いですね。交尾したあとには、メスは卵を産むんで

すけども、なんと………

ごうやつて、卵を守るという習性があるんですよ。

で、守るB寺 には、光らせるこの発光器の位置を変え

てしまうんです。からだの節々にある三列に並んだ

こういう点状の発光器を光らせて、夜見ると、リン

グ状になつて卵を抱えてますから、まあるくリング

状に見えるんです。まるで目玉のようなんですね。

でこの卵が孵るまでずつと抱きつづけます。防衛す

るんですね。いつもおしりを上げてあの強い光を放

っていたらば、lヶ 月ももたないと悪いますけども、

このようにそのエネルギーコス トを下げて、しかも

目玉のようにするという、相手を威かすいちばん効

果的なやり方をこのホタルが交尾後に、卵を守ると

いう0寺 に劇的に変えてしまうと。この小さな生き物

がそれをやつてのけてた。びつくりしました。

ホタルがただ何となく光 つてるのかなと日つたの

は、実はいろんな通信にも使 つているし、それから

目的によってちゃんと使い分けているし、それを数

千万年という時間をかけて特別な進イヒをとげてきた。

これ地球の奇跡としか私には層えないんですね。作

り出そうとしても出来ない。

ただこの地球の奇跡がいる場所が、極く身近な人

里なんです。いつ壊れてもおかしくない。街路灯が 1

本立 つたら、もう駄目です。薄暮の絶妙な0寺 間帯に

出てくるわけです。こういう生き物がいなくても、

人Fo5は 生きてくとは闇うんですけども、 しかしそう

いうものがどんどんそがれて った時に、豊かさとか

楽しさとか、わくわくする部分というのは。まあた

だひたすら生きてくっていうんだったらいいですけ

ども、何か人間のそういう文イヒ活動というか楽しさ

というか、そういう心の癒しとか色んなものがある

と悪うんですけども、それが全部そがれていつてし

まう可能性がありますね。

いまこうして皆さんが集まつて、なぜホタルか、

というのは、結局はホタルを守るんじゃなく、そう

いうところにあるんじゃないかなとまあ推察します

けど。

このホタルは西表で発見されたんですけど、その

後いろいろ調べてみると、台湾にもいるっていうこ

とが分かりました。それから、東南アジア、シンガ

ポールとかマレーシアにこういうホシムシというの

がいる。大陸にもよく似たのがいるというのが分か

りました。及んで、太平洋を隔てた反対倶」、地球の

裏側に、こういうテツ ドウムシというのがいるとい

うことが分かりました。これどうやつていつたのか

ですね。22がないんですから、1年に歩く距離なんて

大したことないと日うんです。人が運んだわけでも

ないです。そうしてそれぞれの地で固有の進|し を遂
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げているんです。

これはどう考えてもこう (ベ ーリング海峡を渡 っ

て)回 ったとは悪えないですね。大陸がくっついて

いた頃に、先祖がいて、それが大陸が移動していっ

て、それぞれ固有の進イヒをとげていま現存している

ということですね。それをこう示していると。そう

すると、大陸のその起源に関わつてくるような、そ

ういうホタルだつたということなんですね。しかし

それも今はもう、どんどん消失してるっていう実状

なんで、何とかそれを保全するために、西表で、地

元の万長といま、いろいろプランをねっているとこ

ろです。

これは、パブアニューギニアなんですけど、ここ

も同じような、ホタルとか、場所とかはみんな違い

ますけど、共通してある普遍的なところがあると思

います。環境問題をどう捉えていくか、私たちがそ

ういう環境にどう文」応していくのか、それはゲンジ

ボタルだけでなく色んなもののそういう共通する普

遍性というのを私たちが知る必要がある。ミクロな

そのものからマクロなもの、それから□―カルから

グローバルヘ、また□―カルヘと戻るとか、それか

ら多様性っていうか、そういうものを縦横無尽にこ

う考えながら環境問題を捉えていかないと、非常に

偏つた独善的なものになりかねないということです。

その一端をちょつと紹介したいと思います。

パブアニューギニア、ここはもう森が非常に豊か

な熱帯雨林を形成してます。私は熱帯雨林つていう

のは非常に重要だというのは前々から観念的には分

かつていたんですけども、それは具体的になにが大

事なのか。酸素を供給するとかそんなのは当たり前

の話ですね。だけどどうもやはり人ごとですね。だ

けどこのホタルを見てからは、がらっと変わりまし

た。

これはパブアニューギニアの、いま森林伐採が進

んでいますけども、林道です。で、ひときわ大きな

木があります。ここにホタルがまるでクリスマスツ

リーのようにイルミネーションを形成します。数千、

数万という数の個体がこのジャングルの背景から集

まって、ここ―ヶ所に集まつて、点滅を繰り返しま

す。一晩中、一年中やります。ついたり消えたりつ

いたり消えたり、1秒に 1回。どうしてこんな所に集

まつて、何をしているのかと。で、これが形成され

る背景というのは、どういうもんだろうと。もうほ

んとに不思議でしょうがなかったんですね。

で近寄つてみたら、まあこういうS、 うになってて、

これはもっと高感度のカメラで撮ると、もうほんと

にきれいに写るんですけど、なぜかいつはい集まつ

てるんです。結局これは、広いジャングルの中で22

イヒした新成虫を呼びつけているんです。そしてオス

もメスもその光につられてくるつていう習性があり

ますから、そこ一ヶ所に全部集めることになって、

オスとメスの出会いのチャンスが高まりますね。

もしもばらばらに22イヒしていると、なかなか日齢

が含わなかつたり、相手に行き会わなかつたり、ジ

ャングルですから、いろいろな本が邪魔をして光り

が見えないとか。だからランドマークになる様な大

きな木に、日立つとこにみんな集まつて、ジャング

ルの広い範囲にいる個体を全部集めちゃうと。

何故かというと、こんなに多くの個体をもしもこ

の木の下の、周辺だけの狭いエ リアで、それを養お

うとしたら、餌となる員が足りなくなりますね。一

年中、一晩中ずつと続くのを、1週間ごとに繰り返し

ているわけですから。寿命が 1週間ですから。1週FB5

ごとに数千、数万のこの個体が全部入れ替わるとい

うことになります。それがずつと続いてるわけです

ね。数千万単1立のホタルが。

ですから、この森の生産性の高さ、それはある程

度の広さがなきゃいけませんね。それが熱帯雨林の

この林床だつたんでしょうね。ですから、ある程度、

その背景がなきゃダメなんです、絶妙なバランスの

中に。これを見てみると、非常にダイナミックであ

り、いつまでも続く力強いものに思えるんですよね。

パ ッパ ッパッパ ッやってると。ところが、いろいろ

その背景を調べると、非常にもろいもんであると。

もうちょっとしたバランスで完全に崩れてしまう、

再生不能になつてしまうと。

いま日本が、どんどんこう、こういうとこへ行つ

て伐採して、年間 50万 本ほどの本が切られているそ

うです。その半数が日本に来てるそうですね。そう

いう実状の中で、こういう木がいまどんどんなくな

つて、かろうじて人里のそういうところに及ばなか

つた所に残つていたと。今これが、これからどうな

るかですね。これも私は、地球の奇跡だと思うんで

す。これは私たち自身の生き方そのものを問いかけ

ているような気がしますね。環境問題ということを

ホタルが語つてくれていると。

これが今のそのホタルの本体で、だいたい 8ミ リ

位です。1秒に 1回 ピカビカビカビカやるんです。そ

れが同B寺 にパ ッとついたり、次の瞬間にバッと消え

るんですよ、ゲンジボタルと同じように。それがま

た、亥」寂変わつていきます。生き物ですから、いの

ちあるものですから、飽きないんですね。もう機械

じゃ出来ない。もう亥」々 変わるんです。一つ一つの

光り方には意味があるわけです。ですから、それが

伝わつてくる。同じ生命をもってる人FB5に も伝わつ

てくるわけです。

そういうものを、何/DNよ く自然が大事だから残し

ましょうとかなんとかいう話じゃなくて、実物、色

んな人たちと見て回って共有をしていくのがいちば

ん早いかなと。ホタルなんかもそうだと悪います。

講義じゃなくて実際にフィール ドに出て、それでホ

タルを見てもらう、子供たちに見てもらうと。その

場を提供していく。そうするともうそこから始まり

ますね。それがいちばん大事かなというもヽうに層っ

ています。

で横須賀のこの最新の事la」 をちょつとご紹介しま

す。これは三浦半島ですけども、私の夢は、東京湾

沿いに走ってますこの京浜急行の沿線、この三浦海

岸駅まで、その各駅に、歩いて直近の場所に、ホタ

ルや トンボや トウキ∃ウサンショウウオがいる場所

を全部、倉」出しようかなと。そういう一つの夢をも

っています。三浦半島のこの先、横浜、川崎、東京

までなんですけども、駅を下りて直ぐの所にホタル
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がいるような所はあまり見当たらないんですね。

横須賀の谷戸というのは一つの、今まではある慧

味ではデメリットだつたんですね。交通のいろんな

障害になつてる。でも今となればそれをメリットに

生かすことができるんじゃないかと。今でも現存し

ているんですね。いろんな谷戸が、それぞれ。でそ

れを人里に戻そうと。その東京湾ベル ト地帯を各駅、

全部、三浦海岸駅まで全部、ホタルの里、	トンボや

ホタルがいるような場所を造ると。

いまそれが10数ケ所でき始めまして、それを内

陸部にまた広げていこうと。で市民とのネットワー

クを張りながら、それをもっと三浦半島からいろん

な所へ広げていきたいなあというような夢をもって

今、取り組み始めています。幸いに、市民の人々が

非常にこう関心が高くて、それも少しずつ実現しは

じめて、特に最近では学校が取り組み始めると。総

合的学習ですね、これは大きな力なんですね。

これはさつきの三浦半島のところですね。ここに、

さっき言つた岩戸川という都市)]川があるんですけ

ど、汚れた川の復活には17年間かかりました。

これはもうちょつと拡大したところで、大団地で

すね、岩戸団地は。ここの谷戸に、旧市街地なんで

すけども、排水が全部入つてて、汚かつたんです。

この川、この斜面緑地をうまく禾」用しながら、ここ

に流れてる岩戸川というどSt川 をホタルがいるよう

な川にしようつていうんですから、たいへんなこと

だったんですね。私は最初、これホタルは難しいと

いう話じゃないけど、まあ限りなくそれを目標にし

ましょう、ということで始めていつた。

だからそんな川だつたんですよ。もう洗斉」は入つ

ているし、もうすでにコンクリートされてる。この

ちょつと下のほうが約80m、 未護岸の所がありま

して、それを護岸しなければいけないというB寺 にチ

ャンスで、じやホタルがいるようなこの川形態にし

ましょうと。いろんな所で関係当局と話をしたんで

す。当日寺はそれしかなかつた方法、今はもっといろ

いろな工夫があると思いますけど、コス トの問題も

あり、できる範囲のなかでやつてきた。

で、見通しを一つ作りました。こんな汚いんです

けども、この源流は湧き水が出てるんですね。だか

ら、汚い水をカットすればきれいになるつていう見

通しがあつた。それでコンクリートなんですけど、

未護岸の所を少し手をつけると。さらに、斜面緑地

がありますから、斜面緑地をうまくこういうのとつ

なげていこうと。そういうことを構想したわけです。

こんなような、これがいいつていうことじゃない

んですけど、これしかやり方がなかつた。こつちが

山でこつち/Dt道 路になつてますから、これ以上は広

|ず られない。この中で、革や木が生えるように、こ

んな上の部分を造つて、ここに上を詰めて、色んな

制約があるなかでこんなことをやつてみたんですね。

これが確実にうまくいくかどうかは分かりませんけ

ど、やるだけやつてみないと、こんなものを造つて

何になつたつていう話になりかねませんね。コスト

もかけて何だつていう話になりかねないんで、これ

はかなりこだわつた。市民の皆さんと一緒になつて、

こだわり続けたということです。

で、これが 2～ 3年経つと、こんなになつたんで

す。
・

1可 かこれをみると非常に自然いつはいに見えま

すけど、これは斜面の緑地なんですよね。で、こつ

ちは道路で家がいつはいなんです。ここにこう草が

生えてきて、これも悪う通りにこの斜面緑地と川の

間がつながつたということで、そしてこのあと下水

道整備が3年間にわたつてわ つと優先的にこうなさ

れまして、汚か つたどlS~i川 の水も急激によくなつた

んですね。

そして、餌になるカワニすなんかが繁殖し始めて、

その頃この場ができたんで横須賀ホタルの会という

会ができまして、その地1或 の方々がここをどrsヽ掃除

から始めて、毎年こうモニタリングし始めた。それ

で5年 ぐらい経 つてホタルが 1匹でてきた。もう六

喜びだつたです。 1匹だつたんですよね。もう最初

は無理だと思 つてたんですけど、それが飛んだ。そ

のあと、去年あたりからもうほとんど放流しなかつ

たんです。で、だんだんモニタリングして つて「も

う大丈夫かな」というんで止めて、で去年あたりか

なり出たんですね。じゃ今年は、というんで今年見

守っていたら、今年がまた大発生しちゃつたんです

ね。

これは喜んでいいのかどうか分かりませんね。た

またまかもしれませんし、来年どうなるか分かりま

せん。都市河川の―つの制約があるかと思いますね。

大雨が降ればどうせこれバッと流れちゃいますから。

その3寺 また手伝わなければいけないというこだわり

は、これからも持ち続けなければいけないにしても、

少なくとも安定した状況の中ではホタルが出るよう

になつたというのは一つの成果かななんて、住民の

力長と一緒になつて喜んでいると。

これが今年の発生の状況ですね。こんなになつた

んです。これ約 lヶ 月続いたんですね。ちょつとま

た、弊害が出てきちゃつたんです。あまり沢山飛ん

だもので、そのいろんなロコミでいつはい人が来て、

バ トロールカーが出ちゃつた。それで、地元の人が、

「これはもうかなわん」という話になりましてね、

これはもうこれからの一つの課題ですね。

ですから私は、結局、一極集中のそういうやり方

はだめであると。これは地元の方のためであると。

で、いま東京湾ベル トラインのそのホタルの里作り

というのは、そういうことを解消する、どこにでも、

身近にいる、子供たちがいつでもこう触れあうこと

ができる、そういう衛づくりにしなければいけない

なと。非常に困難であるけども、まあそこを目標に

していきたいというふうに思つてるわけです。

あともう一つは、これは横須賀の野tヒ という所な

んですけど、YLPリ サーチセンターというかハイ

テクの研究機関が、こう谷戸を埋めちゃつて、これ

は60mも 埋めたんですね。で、ここに湿地帯を再

び造るということで、ただの湿地じゃなく、もとも

とあった池の泥をそのまま持 つてきて、池はそのま

ま残してるんです。その池を重機で運んできてここ

に湿地を造つたという背景もあるんです。
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これが60mぐ らい埋められた所に、地下ダムな

んかも造って水循環系を造つてるんです。壊された

所は元に戻そうということで、今はメダカがいっは

い繁殖してます。これいずれはホタルも棲みつくよ

うなことにしたいと。三つのゾーンに分けてます。

こういう水路なんかも造ってます。これはついく

と、再生された水辺と目えない状況で、これがいい

ということではないんですけど、次善の策として、

壊された所は元に戻してい<。 基本は、元あるもの

をそのまま大事にしていくということが基本の筋だ

と思いますね。壊れてしまつた所はこういうふうな

形で再生していくと。二通りのこう、その保全、再

生の仕方があるかなと思つております。

[以 下は、OHPによるデータ的な説明です]

ヒメボタルつてどんな光り方をするかつていうと、

さつきはピカピカ光ると言つたんですが、(光の波形

のグラフを示しながら/以下、同じ)このようにピ

カピカピカピカ光ってますね。これで光り通信をし

てるつていう話をしましたけども、これはオスで、

メスはこんな格好をしているんですね。で飛ぶこと

はできません。この光の言葉なんですけども、オス

がピカッと光るとメスがあるタイミングで応答する

というやり方をしているんです。大体これが0・ 2
4秒位で遅れをとつて、非常にこうきちんとしたタ

イミングで応答してるというのが分かりました。で

すから、ここで何かこう邪魔な光が入ると撹舌しされ

てしまうと。

これはメスの誘惑シグナルです。ピカビカビカつ

て。オスはビカッ、ピカ ッと光っています。オスと

メスでこういう違いがある。どうしてこんなタイミ

ングとか波形を変えることができるのかと。その辺

が私自身が非常に面白いと、テーマであるんですけ

ど、ちょっと詳しいことはお話できないで残念です。

それからヘイケボタルですけども、これがヘイケ

ボタルのメスですね。で、メスがピカピカ光るとオ

スが寄つて来るんですね。でオスは飛んでる時にこ

ういう光り方をします。北海道のは非常にのんびり

してるんですね。これ 1秒に 1回 ぐらいです。とこ

ろが神奈川県なんて、こんなに沢山光るんです、倍

ぐらい。ですからちょっとせっかち型なんですね、

こちらの方は。飛んでる時の波形ですよ。そういう

違いがあるというのが分かつてきました。

いろんなことがあるんですけど、極く大まかなこ

とだけをお話していきます。このヘイケボタルのオ

スとメスの見分け方なんですけども、飛んでるB寺 は

オスはビカッ、ビカッて、さっきみたいに光ります。

ところがオスは止まると発光パターンを変えます。

がらりと変えます。どういうふうに変えるかという

と、止まるとビカ ッピカ ッとこうショルダービーク

が出てくるんですね。人FoOの 目で見ると、止まった

オスはピカピカビカピカ って光るんですね。もしく

はビカピカっと。ですからすぐ区局Uができます。そ

ういう違いがあるということです。

それから、さきほどその人工点滅の光りにどんど

ん寄 って来るといいましたね。じゃ、ほんもののメ

スはどのように光つてるのかですね。ほんもののメ

スは、北海道と本州で誘惑シグナルの発光パターン

が違うということが分かってきました。これは、北

海道美幌の集国のメスの誘惑シグナル、つまリオス

を誘うための光シグナルです。これは北海道劉‖路湿

原です。非常に間延びしてるというのが分かります。

で横須賀の場合はこんなに早いですね。倍近いで

す。ですから、飛んでる0寺 のオスの発光パターンも

横須賀のは早いんですけども、メスのほうのオスを

呼Sヽ そのコーリングシグナルというか、誘惑シグナ

ル、それも早いということが分かってきました。そ

れで、オスとメスとが出会って、それは見つけると

オスが寄 つてくるんですけども、ですからこんな光

を点減させると、もうオスはどんどん寄 ってきちゃ

うわけなんですよ。で北淘道と本ll	lで は、その点滅

のスピー ドが違いますから、それも地域によつて違

うっていうことですね。その辺も、こういうものを

見ていくと分かつてくるということです。その地上或

に見合 つた配慮というものが必要であるということ

になるわけです。

これは横須賀の集回だったらオスがピカ ッと光る

とメスはこれに対応して応答するんですね。これは

北短道美幌ですけど、オスがパッと光るとメスが応

答する、ビカ ッと。lBし、先ほど紹介したヒメボタ

ルの場合は、このタイミングが非常に厳密に決まっ

ていたんです。ところがヘイケボタルは非常にいい

かげんというか、余りそのタイミングを重視してい

ないです。波形だけ。

ヒメの場合はこういうS、 うになつてましたね。オ

スがパ ッと光ると、メスはちょつと遅れて、タイミ

ングよくパ ッと応答をしている。ここに間が空いて

るのはちゃんと待つていて、ここでバッと応答して

いると。オスに対して応答してるんですね。そうい

うふうに、非常に厳密にヒメの場合はそうなってる

んですけども、ヘイケの場合はわりといいかげんな

んです。だまされ易いということです。ですか人間

の影響を受けやすいということです。ヒメの場合は

それが厳密ですから、あまり惑わされないと。

でこういうことが起こつてしまうんですね。これ

は人工的発光ダイオー ド。これは約 1秒 に 1回、点

滅をさせてます。そうするとこういうふうに ……。

でこの発光ダイオードの形とか色を変えてもですね、

こんなだいだい色の光でもちゃんとこれ、定位しち

ゃって、もうメスだと冒い込んでしまってますよね。

でこんな大きな光でもメスだと思い込んでしまいま

す。緑色の光に対しても寄ってきてる。

で実はこういうコミュニケーシ∃ンのやり方をし

ているのは、南西諸島にはオキナワスジボタル、キ

イロスジボタルというホタルがいます。これも全く

おなじように、同じその分FFをもっていますから、

やつはりこの発光ダイオー ドに寄ってきてしまう。

で同じ分布をもっていますから、これとこれを合わ

せるとですね、ひょっとしたら、交尾してしまう可

能性があるということです。

で、日本のヘイケボタルと同じ分布をもった台湾

の同じ水生のこれもよく似たホタル、これを会わせ

ますと交尾して しまうんですよ。光で通信させてし

まうと。だから分布は一緒なんです。ただ、台湾と

日本で離れていますから、野外では一緒に交尾する

ことはないんですけども、不用意にホタルを1曽 やそ
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うっていうんで台湾のものをもって来て水田なんか

に放 してもし繁殖しちゃつたら日本のホタルと交尾

しち ゃつて、さつきのグンジボタルと同じような問

題が起こつてしまうと。これは気をつけなければい

けないということですね。

それでゲンジボタルなんですけども、ゲンジボタ

ルのこの光のスヘク トルをとつてみますと、これは

解析格子でこの光を分解して、どういう波長の光が

含まれているかと、ちよつと視覚的に示したもので、

赤から緑色まで全部含まれています。つまりこうい

う可視光を全部含んでいるということです。lBしい

ちばん強い光はこの場合560す ノメー トルぐらい

の光であるということであります。そこが一番感矢□

してるんですけども、とはいつても赤や緑や全部の

光に対して反応をするということです、日玉が。だ

から人工的な光も、可視光であれば、何らかの影響

を与えるということを示してると思います。

lJ」 えばこれはだいだい色の光です。これを振り回

しますと、止まつてたゲンジボタルがいきなりわ―

っとライ トに寄つて来るんですね。メスか何かだと

悪ったんでしょう。もともと光に影響されやすいと

いうことなんでしょうか。だけどゲンジボタルもな

かなか賢くて数回繰り返すと学習しちゃう。見破り

ます。来なくなります。ですから人工的な光の影響

が非常に大きいということがこれで分/DNり ます。

さて、先ほどゲンジボタルの西日本型、東日本型、

のんびり型、せつかち型というお話をしました。で、

これを20数年間かけまして、全国各地の集国の発

光パターンを特殊な高感度カメラで記録して、で解

析を試みたわけです。その結果飛んでるこの発光パ

ターンの 1個体だけを認識して、それを特殊なコン

ピューター解析装置で波形を描かせるんですね。そ

うすると、それを全国各地、これは長崎県の文」馬か

らこれはオギ町、旭志村、京都とか、ずつときて岐

阜とか、これは神奈川県、横須賀市、逗子市、三浦

市、この辺が群馬県、山形県、宮城県、青森県です

ね。こういうふうにいろいろこう記録をとつてきま

した。

で面白いことに気がついたんですけど、文」馬の集

国はこれを見ると、これフルスケールで8秒なんで

すね、8秒の間に5回 ぐらい光 つてます、非常に早

いんです。この辺になつてくると、これ高知県です

か、フルスケールで4回光つてますよね。ところが

東日本に入つてきて神奈川県になつて、これは横須

賀の集国ですけど、フルスケールで 2回なんですね。

あと逗子なんかでもそうですね。三浦市も2回。東

側に入ると全部8秒 に2回 しか光つてないんです。

然もその波形が全然違うというのがお分かりですね。

これ光つてる0寺 間が非常に長いんです。ところが短

いですね、西日本は。

こういう事実関1系 が、前から気がついていたんで

すけども、一堂にこうやつて比較したのは初めてな

んで、はつきりそれがわかつてきたと。単に間隔だ

けが違うということだけじやなく、波形そのものが

違うということです。つまリーつのこう力言みたい

になつているような気がします
`

でこれを同B寺 並行的に共同研究者と遺伝子のレベ

ルで文」応させてみたんです。これはちょつと古いデ

ータなんですけど、遺伝子、DN∧ から見ると、日

本夕」島に生息してるゲンジボタルの遺伝子の区分つ

ていうか、それがだいたい6つ位にこう分かれてく

るんですね。これが東北、それからこれが関東、そ

れからこの辺が西日本ですね。九州が二つに分かれ

ます。こんなふうになつて、6つに分かれると。

で、まあこれは、DN∧ から見た時にこういうSヽ

うになつてるわけですけども、この発光パターンを

これにこう重ねてみますと、大体この辺が境目にな

ってるんですね。中部日本が境目。ですから、遺伝

子とこの発光パターンは、完全に見てるところが一

緒じゃないですからずれはあるんですけども、でも

そういう整含性はもつてるかなと。大きくみても整

合性をもつてると。で、発光パターンには多様性が

あって、九州では発光間隔がちょつと違うのが出て

きてます。ですから遺伝子のレベルでもそれがこう

いう′S、 うに二つにわかれるとか出てきてますけど、

発光パターンの行動レベルでもそういう倶」面が反映

されてきてるということで、どうもその辺もかなり

整合性をもつてきているかなという′Sヽ うに思ってい

る次第です。

で、この発光パターンが、単純に2秒型、4秒型

というわけになつてなくて、よくよ<見るとこのよ

うにまあゆらぎみたいなのが出てきてるんですね。

大きく分けて、こつちはまあ短いんですけど、こつ

ちは長いですね。けれども、西日本のなかでもこう

やって少し個体変異が出てきていますね。で東側に

入つてくるとまた、今度は極大になるんです。だか

ら簡単に二つの階段型にフラットになるわけでなく、

それぞれの地域に、西は西なりに、地域ごとにまた、

それぞれみんな色んな固有の集国を形成してると。

発光パターンにもそれが反映されているということ

が分かってきた次第です。

まあ非常にその、色んなことが起こつてるんだな

と。まあこういうことが分かつてきますね。そう簡

単に、あつちこつち混ぜ合わせちゃつたらば、色ん

なゲンジボタルがたどつてきた背景とか、歴史、そ

れを全部、みすみすなくしてしまうことになりかね

ないですね。ただホタルがいると、まあそれもそれ

でいいかも知れないけど、ただもつと深い、伊」えば

文化財なんかも、それが本物だから意義があるわけ

です。偽者だつたら、どんなに似ててもこれは偽者

でし/Dhな い。これはその地域の本物を残していく必

要があるかなと。そういうこと、その裏には色んな

ことがまだ私たちが計 り知れないことがまだいつは

い何か含まれているかななんていうSヽ うに悪う次第

です。

それから、まあホタルには色んな話し言葉がある

んですけど、ちよつとそれはちょつと省略しますけ

ども、これはアキマ ドボタルで文」馬にいるんです。

でこれとそつくりのホタルが南西諸島のほう、西表

島、石lB島にいるんです。よく似てますね、これはc

で、これ、両者を会わせますと、交尾してしまいま

す。だから、これはあの匂いで交信してるんですね。

光りと匂いを使つてます。光のほうはつけつはなし

だから、これはまあシグナルとしてあんまりその複

雑に認識してないと周うんです。光つてるものにと

にかく寄つていくと。

で合わせるとすぐ交尾してしまうんですけれども、

それはフェロモンというか匂い物質で交尾行動が開
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始されるということです。異種間の間で交尾が起こ

ってしまうんですね、これ。ですから祖先がほんと

に同じだつた。同じだつたのがそのままこう分散し

ながら、固有な進イヒを遂げて、形とかそんなのは変

イヒしたかもしれないけども、その匂いそのものはそ

のまま祖先のものをもち越してるということをにお

わすような結果だつたわけです。

そうすると、ここにいるのとここにいる関係です

ね。津島にいるのと、これどうやつてやつてきたの

かなと。これは完全にこつちからやってきたんだと

闇うんですよね。で先祖は何か、どつかあつたんだ

と思うんですけど、こつち側にいるのは、こういう

ふうに渡つたんじゃなくて、なにかもっとこつちの

ほうからこうやつて来たんじゃないかなとか。そう

すると、そのやつてきた時間的な長さですね、固有

な進化を遂げて、このいま宮占島にもいます。ミヤ

コマ ドボタルつていうんですね。それぞれの島に固

有な種のホタルがいるつてことです。

日本はそういう意味では、すごくすばらしい、面

白い国だなあといま周つているんですけどね。何か

こう、	ドラマがこう込められていますね、色んな。

そのそれを解き明かすという楽しさがあるわけです

ね。人間のこう生活は、ただ生きてるだけじゃなく

て、そういう楽しさをいつはい持ってるほうがいい

なあと私は思うわけです。それを含めて、豊かな人

里環境というか、創出していく必要があるかなと思

ってます。

光とにおいを使うようなタイプですね、今のは。

で光が非常に弱くなつてしまつたようなホタル、こ

れはオス、メスが出会うのは結構たいへんなんです

ね。光が非常に弱いんですね、これは。で、点減し

なくて、もう光りつはなしです。

これはハラアカオバボタル、もしくはサキシママ

ドボタルというんですけども、これも22がないです

ね。で近寄るともうすぐ、オス、メスで交尾行動が

開始されてしまう。野タトだとなかなかたいへんなん

ですね。メスがこう土手なんかにいて、でこう風向

きがこつちだとすると、まあ風の流れに沿って、こ

の相手の匂いをこうかぎ分けて近寄つていくんです

けど、ストレートにいけばいいかなと目うんですけ

ど、実際にはそうならないです。メスに行き着くま

でに、紆余曲折しているんです。たいへんなんです、

これ。

で、10セ ンチぐらいの行動、もうその差がある

と、行動差があると、もうそれだけで何かそこへす

ぐいかなくて、匂いつていうのはなかなか複雑な状

況がありますねc風に撹舌しされたりなんかで。で定

位するためには、このひげ (触覚)が大事なんです。

これ一本を切つてしまうと、ここへ近寄れないです

ね。何故かというと、こう∨字型にひげをたててい

るし、メスが放つ匂いはどうも煙りみたいにす―っ

となつてるらしいんですねえ。だからその、こうい

うS、 うに振つてつて、こつちに振れると、こつち{員」

に匂いがあるかなということでこう軌道修正をする

わけですね。で今度はこう、二本の触覚で匂いをこ

う、だんだんだんだんかぎ分けながら、その近寄る

と。一本じゃだめなんです。タトれちゃうともうそれ

で、どこへ行つていいか分からないという話になつ

てしまうと。

そういうことが、だんだん分かつてきたというこ

とです。まあ最近これの、物質の鑑定も進みつつあ

るんですけど、ただそう簡単にはいかないと。何て

いうか、生物検定そのものが、物質を特定したから

といつて、そのままそうであるかというのが、そう

簡単にはいかないということが分かつてきました。

ホタルの顔を拡大したのは、あんまりご覧になつ

たことはないと思いますけども、走査型電子顕微鏡

でホタルの顔を拡大したものですけども、これは上

のほうが夜行性のホタルで、ゲンジボタルです。目

が大きいですね。右側がひげのほうです。匂いをあ

まり使つてなく、目玉を中心として見つけるタイプ

で目がすごく大きいっということが分かりますね。

下のほうはオバボタルのタイプです。昼FB5型 のホ

タルです。ですから、明らかにこれ、日の大きさが

違いますね。もうこんなに違う、先ほどホタルの多

様性にビックリしてしまうという様なお話をしまし

たけど、この形をとつても、22がないものから、も

う成虫でもこんな目が大きいものからこんなに目が

小さくなつてしまう。それから、触覚がこんなに細

い、で夜行性でなくて昼行性になるとこんな幅広に

なってしまって、更に拡大すると、この一つ一つの

毛が、こうセンサーが生えてますけど、この生え方

とそれから密度、それから毛のこういう形なんかが

変つてきてですね、もう限りなく多様性がある。

生活の仕方を考えても、陸棲から水生です。夜行

性から、それから昼行性、いろいろたいへん幅広い

です。食性も、ミミズから、それからヤスデを食べ

るもの。さつきのイリオモテボタルはヤスデを食べ

るんですよ。よりによってあんなまずいものをと思

えるものを食べると。毒をもってるんですけどね、

ヤスデというのは。それをちゃんと回避する、解毒

する酵素をもつてるんだと思うんですけども、そこ

まで進イヒしてヤスデを食べてるわけです。あと、ミ

ミズを食べたり、それから昆虫を食べるものもあり

ます。ホタルは貝だけを食べるというのが一般常識

ですけど、そうでなくて、じつは最近調べた結果、

もう色んなものを食べるというのが分かりました。

それから湿地帯だけじゃなくて、湿つた所だけじ

ゃなくて、ヤスデなんか害」と乾いた所にいますね。

で、あんまり湿らすと、死んでしまうようなホタル

もいるんですよ。イリオモテボタルなんかはそうな

んですね。湿らせて飼つてると死んでしまう。水滴

があると死んでしまうんです。だから、どつちかと

いうとちょつと乾燥気味に飼つてるのがいい。そう

いう多様性があるということです。

まあ色んなことをお話してきましたけども、いま

のようなことから見えてくることつていうのは、水

生のホタルでいえば、森の保全ですね、それをどう

やって図つてい<のか。こう□で言えば簡単なんで

すけども、森を保全すればホタルも飛′s~iだ ろうと、

でも、現実に今はもう理屈は分かつてる、理屈は分

かってるんで、どうやって実践していくか、行動し

ていくかですね。その仕組みを世の中にどう作つて

いくか。私はもう今はそこのほうが重要であろうと。

もう理屈はかなり分かつてる。それから麟要性とか

そういうものもみんな分かつてるし、ホタルそのも

のの認識もかなり分かつてるわけですけど、それは

もうそれを繰り返しても同じことなので、次のステ
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ップは特に皆さんのような方々が、これから実践さ

れるとしたら、やっばりそういう仕組みをどうやつ

て作つていくかなんですね。森の管理の仕方とか、

それを提出していかないと、なかなか建前論で終わ

ってしまう可能性があるかなという気がするわけで

す。

それともう一つは、ライフスタイルそのものです

ね。で子供たちも一緒になつて、こうやつていかな

いと、大人だけのその感覚だけではなかなか続かな

いだろうと。次に伝わつていくつていうことが大事

で、色んな世代にそれが広がつていかなきゃいけな

いと。それはある意味では総合的学習とか学校との

連携とか、地1或 との連携、それはまた持続性を高め

ていくという点でも非常に重要であると日うんです

ね。

それともう一つ、水質の問題のほうはいろいろこ

う、解決されてきていますけども、人工的な照明の

問題、これはあらゆる所で色んな場面で影響してま

す。この人工照明の問題、どうやつてこう回避して

いくのか。防犯上の問題があります。だから、これ

を止めるつていうわけにはいかないですね。でも不

必要にやつてはいないかなと思うんですね。道路で

も不必要に照らしていないかなと。もう無限に道路

が出来ちゃつて無限にコス トを払つていつたら、こ

れはそれだけで大変なことになつてしまいますね。

だから、いらん所はやらないと。他のものに影響を

及ぼすことはやらないと。必要なところだけやると

かですね、そういうそのメリハリをつけたバランス

というか、それも必要なんだと。

でその基準をどこにおくかと。それは、私だつた

らホタルであると。ホタルがいなくなつたら、これ

はバランスが悪いということなんですね。

これは一つの事例です。沖縄の近くの自然公園で、

当初は夜になるとホタルが公園の中をいつはい飛ん

でいたんです。環境そのものは全然変わつてないで

すね。けれども、そのあとこういう人工照明が、ま

あハブもいますんでこう危ないということでつけら

れたかよく分かりません。よる夜中、ずつとついて

ます。で結構広い公園ですから、電気料も相当食う

んじゃないかと。まあハプは危ないんですけど、夜

そもそもこういう所へ行くこと自体がやつはり問題

であろうと屈うんですね。入り□程度なら問題ない

と思いますけれど。ですから、そこんところで、も

う夜は中へ入るなと。あとは自己防衛で、自己責任

でやってくれというような、何かそういうことでや

らないと、何でもかんでも安全、安全で、もう普段

行かない、一般の人が行かないような中まで入れら

ゃうと。それが結果的にこうなつて、ここも同じ場

所なんですけど、ホタルーつ飛んでないですね。

それからもう一つは、これは工夫で解決する問題

かと思うんですけども、これも沖縄の話なんですけ

ど。この近くに天然記念物であるクメジマボタルが

生息してるんですけども、こういう光の影響がすご

く大きいんです。これは何かというと、電照菊とい

うことで、促成栽1き じゃないですけど、夜なか中電

気をつけて、その出荷をうまく早めたり、調整した

りということをやつてるわけですけど、これはハウ

ス、透明なハウスですから、これよる夜中じゅうこ

ういう状態なんです。そのすぐ直近にそのホタルが

いる場所があるんですけども、その影響がこれから

どうなつていくのかですね。

これなんかも遮光してあげるとか、何かそういう様

なちょつとした配慮によつて解決されるかも矢0れ ま

せん。まだまだ、その身近で私たちがちょつと工夫

すれば、不必要に影響を及ぼさないということがで

きるのではないかなと思つてます。

いろんな専門家の話を聞きますと、やはり人工照

明をずつと浴びてると、最近たとえば都会で高速道

路の光がいつも入つてるような所で生活してると、

なにか精神的にちょつと不安定になるとか何とかい

ろんな話を聞いてますね。ですから、もしそうだと

すれば夜はやつばり暗くなければいけないんじゃな

いかと。8音 い夜を復帰しないと、やつばり生命とし

ては具合悪い。それは色んな植物や、何か色んなも

のにも影響してると悪います。最近セミが夜鳴いて

いますね。よる夜中セミが鳴き出してると。そうい

うのもちょつと異常かななんて思つてます。

まあ十分なことはご紹介できなかつたんですけど

も、ホタルを通して私自身がちょつとこう感動した

りですね、それから大発生によつて彼らが何かを伝

えようとしてることですか、そんなことの一端をま

あホタルに代わつてちょつとお話した次第です。
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専門部会学習会

「地域通貨 (□ ―カルマネー)世界の地1或 通貨、日

本の地l或 通貨、そして未来の流域通貨」

日時	2003年 3月 12日 (水 )14:30～16:50
場所	 ノヽ王子市子安市民センター

講師	 河邑厚徳氏

(NHKエグゼクティプ・プロデューサー)

泉留維氏

(都留文科大学非常勤講師)

ローカルアジェンダに対応する□―カルマネー=
地域通貨を学習しました。地域通貨は、経済のグロ

ーバルイしに対して、地上或内での経済の活性化やコミ

ュニティーの再生などの目的で発行されています。

最近、神奈川県と山梨県内の各地1或 においても、数

多くの地l或 通貨が誕生し、今後の地域循環型社会の

促進と、地産地消型地域経済の活性化のためにも、

その発展が期待されるところです。今回は、地域通

貨を日本に広<普及させた革分け的な存在である専

門家のお二人を招いて、地域通貨の基本を学習し、

また事19」 等を含めての意見交換がB寺 間いつばい行わ

れました。

◆河邑厚徳さん :「地域通貨と環境保全について」

講師は、NHKエ グゼクティプ・プロデューサー

で、1999年 ドキュメンタリー『エンデの遺言～根

源からお金を間う』(同名で、NHK出 版)を作成。

ここでのメッセージが、その後地域通貨を広めるき

つかけとなつた。そのあたりのことを話される。『エ

ンデの遺言』が投げかけた問いかけの一つの答えと

して、日本中で地域通貨のうねりが始まった。放送

から二年後、『エンデの遺言』の続編を取材するにあ

たり、百人以上の地域通貨の実践者にアンケー トを

実施した。「エンデの遺言と運命的に出会った。私た

ちが本来もっているパワーを取り戻せる気がしてき

た」「番組をみて目から麟が何枚も落ちた。地域通貨

は人展の自発性を引き出し、町づくりに人々を参画

できる契機をつ<り 、お金への価値観を変えるかも

矢□れない」等の紹介があった。次に、バイオリージ

ョナリズム (生 物地域主義)の考え万も触れて、次

のような指摘もなされた。・・・行政的区分等を超え

て、相互依存関係 (つ づらおり関係)の中で成り立

つている生命システムの重要性、つまり河川の重要

な意味をあらためて認識する必要があると思います。

なぜなら河川ほど広域的に人を結びつけるシンボリ

ックなものはないからです。農山村と都会に住む住

民を結びつけ、交流させる力を持っています。清流

を戻そうという共感できるテーマを持ち、しかも世

代を超えて、コミュニケーションの中核を担う事が

できます。活動している桂川・相模川流域協議会の社

会運動に大変興味を持つています。地域通貨を通し

て、物夜交換、等価交換の道具としての復権が期待

されていることを強調して、ひとますのFo3題提起を

終えることとしますとの結びの激励のメッセージが

ありました。

◆泉	 留維さん :「地域通貨の現状と動向について」

講師は、都留文科大学非常勤講師。地域通貨の気

鋭の学者ですが、各地の地域通貨の立上げに関与し

ている実践指導者でもあります。著書として、『だれ

でもわかる地域通貨入門』(共著、北斗出版)、 『エン

デの警鐘』(共著、NHK出版)などがあります。話

の要点は以下の通りでした。現在、世界で3000
以上、日本で 130余 りの地域通貨がつかわれてい

る。tti或 保全と地域通貨の可能性を考えると、より

明確な目的設定が必要。導入の手がかりとしては、

①清掃などのボランティア活動 (事例 :彦根ボラン

ティア手帳の会)、 ②森林保全および入会権期間限定

販売 (事 lJ」 :本 と森の交換、どんぐり銀行)、 ③水源

管理 (および管理税)と いう視点があげられるなど。

また、いずれにしても地i或 通貨は手段であり、地域

の目指すものを十分見極めた上で、地域通貨という

システムを者案しなければならない。

◆牧島信一 (司会+コ ーディネーター)

司会は、当協議会の幹事で、相模湖地1或 エコマネ

ー推進協議会副会長でもある。流域での動向の紹介

があつた。流域の地1或 通貨について 26種の地域通貨

が存在し、連携・協力できる環境づくりを推進して

いること。また相模湖町では商工会が事務局ながら、

環境保全を含めた流域通貨「リバー」を発行して、

実験段階の第 2段lldに 移行しつつある事の報告が行

われた。

フロアーから質問とか、地域での取組み状況の説

明もあり、具体09な 進め方の情報交換も盛んに行わ

れた。
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森づくり専門部会学習会

「森林と治山治水について」

日時	2∞ 3年2月 1日 (土)14:00～ 16:15

場所	 八王子子安市民センター

講師	 長田助成氏

(北都留森林組合専務理事)

私の住んでいる上野原町は、そばに鶴川があり

冬はかなり寒い所です。私は 18歳から22,	3
歳くらいまで、毎年4月 までは植林、5,6月 は

お茶つみやワサビ栽1き 、8月 は下草刈り、9～ 1

1月 はワサビ栽培や炭焼きをしていました。その

後、製材業の手伝い5,6年 しました。

私は木炭を焼<のが、上手なほうです。炭焼き

釜の中には木材を立てて入れ、火を入れると中が

一気に真つ赤になるようにします。煙突から煙が

出な<なつたら入り□と煙突をも、さぎ1.2日お

<と黒炭になります。真赤なうち外に出して作つ
びんちょうたん

たのが白炭で備 長 炭もその一つです。真つ赤に

することを「ねらす」といい、短気ではいい炭が

できません。炭にするのは、広葉樹でペットボ ト

ルより少し太い位の 10～ 15年たつた本です。

広葉樹は、枝を切つても根が枯れず切つた所から

また芽が出て育ちます。一方、針葉樹は切ると簡

単に根が枯れてしまいます。

昭和40年頃から燃料がプロバン等に変わり、

炭や薪がいらな<なりました。家の周りの広葉樹

は切られ、スギ、ヒノキの針葉樹が植えられまし

た。上野原町だけで年間 120万 本位植えられま

したが、今それは、高齢化や息子さん方は勤めに

でているため手入れがなされていません。

さて、上野原町では、毎年 1月 11日 を「クワ

入れの日」、「仕事始めの日」として、ヌルデの本
かどおとこ

を切って薪にしたり「角	 男」にします。「角男」

は、 1翫位のヌルデの上を削つて男の顔を書いた

もので玄関に立て魔よけにします。また、皮を取

り真つ白な枝に俵の形を書いて五穀豊穣を祈り神

棚にあげます。この本が使われる理由は、大変育

ちがよく1年で 1翫位も育つため、スギ・ヒノキ

などを圧迫してしまうため本を守るために使われ

るようなつたのです。

また、私の村では主食は麦で、高地で霧が多<
茎がやわらかく育つため、本の枝の根本を麦畑に

刺して倒れないようにします。この枝を「つぽり

木」といい土砂崩れをおこしやすい所に植えられ

た共有林からとります。今はこういう所にまで植

林がされて少し心配でもあります。

1坪 1本のスギ・ヒノキを植えると10年位た

つと上は枝でいつぱいになり、雨がふつても地面

まで届かなくなります。したがってolo筋に5
～10本位という森づ<り を考えています。

広葉樹の森には、何年たつても大きくならない

木、クロモジ、ツツジ、マンサクなどが生いてい

て山の上を抱えるのに役立っています。また、大

きな本の葉を推積させる役害」もしています。もし、

落ち業が貯まらないとダムなどに流れ込み、それ

が海にい<と魚などが死ぬという話もあります。
あいざんらすい

私は、ある時お年寄りから、「愛山治水」という

言葉を忘れないでほしいと言われました。いい言

葉だと思いました。私ども森林組合では、最近ス

ギ・ヒノキの一部を切り、広葉樹、ケヤキなどを

植えています。人工林を10カ年で変えようと今

年で5年目になり、だいぶ成果もあがつてきてま

す。今、国では森林面積の5害」位を水土保全のた

めの森に指定し、2害」位を人と森が共生できる場

として、残りの3害」位を循環型の森として活用で

きるよう「森林基本法」できめていまして、私ど

ももその手伝いをしているところです。

私が今植えたケヤキの100年後を見届けたい

のですがそれは不可能なので、組合の若い人達に

夢を託しております。また、管内に見本林のよう

な森を

い<つもつ<り、その波を大き<広げるようにや

つております。今、本材の値段が安く山を持つて

いる人は、手をかけるということができないでい

ます。また仕事をする方の高齢イヒもすすみ78歳
でやつているんもいます。私ども組合では、山の

管理において財政面で悩んだ結果、ボランティア

の力に応援してもらおうと考え、去年の4月 に研

修施設をつ<り ました。そこでは枝打ち・間伐な

ど研修ができまして、皆様にも利用いただければ

ありがたいと思います。
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(2)ク リーンキャンペーン

桂川 。相模川ク リーンキ ャンペーン2002の 実施結果

1	 事業の実施目的
「桂川 。相模川クリーンキャンペーン2002」 は、「アジェンダ21桂川 。相模川」

に定められている「散舌しごみ 。不法投棄のない地1或づ<り 」と「市民、事業者、行
政が連携した取り組み」の実践として、次の目的で実施しました。
①	流1或環境保全活動への参加機会の提供
②	桂川・相模川の利用者などへの意識啓発
③	流域協議会のPR及び会員の拡大

2	 事業の内容
①	情報収集と周知

流i或各地でごみ拾いを中心に実施される環境保全活動の情報を収集し、整理しまし
た。そして、この情報を広<知 ってもらい多<の人長に参加を呼び掛けるため、「桂
川 。相模川クリーンキャンペーン2002実施会場一覧」のチラシを期間中に2回作成
し、協議会会員や環境保全団体に配布するとともに、流1或各地の関係機関に配置する
など周知を行いました。また、RFラ ジオ日本「とれたて神奈川情報」に桑垣美不□子
さんが出演し、クリーンキャンペーンの情報を提供し、参加を呼びかけました。

ちらし配布総数	5000枚
②	実施支援

クリーンキャンペーンの実施にあたり、ごみ袋や軍手、簡易水質検査キット (CO
D、 pHのパックテスト)などの資材を希望する団体等に提供しました。	(表 1)

クリーンキャンペーン参加者 (特に子供たち)に、川への関lbを深めてもらうため、
ごみを拾うことだけでな<、 簡易水質調査や水生生物調査などが効果的です。そこで、
実施方法に関する相談を受けたり、講師派遣などを行いました。 (表 2)

(表 1)資材提供実績

項 目 会場数 配布総数等

ご 	 み 	 袋 22 5250枚
軍 手 26 7620組
パックテスト 7 19箱

(表 2)派遣実績

派 遣 項 目 会場数

簡易水質調査 8カ所

水生生物調査 5カ所

講師派遣 3カ所

3	 実施会場

実施会場は、桂川 。相模川流域の31カ所で、21,301名 が参加しました。
(表 3)参照

4	 実施効果
市民、事業者、行政が連携したクリーンキャンペーンを行つたことにより、次のよ

うな効果があったと考えられます。
①	流域環境保全活動に参加する機会を提供することができた。
②	 流域協議会の活動を広<PRすることができた。
③	環境保全意識を参加者に啓発することができた。

5	 最後に
クリーンキャンペーン2002の実施結果によると、家電製品、自転車、消火器など不

法投葉が目立っています。またビニール袋 。発泡スチロール・ペットボトル等の散乱
ゴミが目立つ地域 (あゆみ橋 。大輪橋等)があるなど、全体的なゴミの量は減少して
いる報告もありますが、依然としてゴミはあまり変イヒがありません。また、パーベキ
ューや花火などの後かたづけが悪い地域 (あゆみ橋 。小倉橋周辺)があるなどの報告
もありました。河川利用者への意識啓発が必要と思われます。
毎年、河川敷利用者のマナーの悪さが目立つようです。夏などの河川敷等を利用す

るシーズンの後は、特にゴミの散乱がひどいようです。清掃活動によって、一時的に
きれいにしても、また汚されるという悪循環を繰り返しているという構図は、相変わ
らずのようです。
家電製品などの大型ゴミの不法投棄が目立ってきているようです。他団体との連携

により今まで以上の取り組みが必要と考えられます。
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(表 3)桂川・相模川クリーンキャンペーン2002実 施会場

L 実施日
県

名
実施会場 主催団体

み

掃

ご

清

質

査

水

調

水

性

生

物

ψ
①

ネ申
国道20号線

吉野花だまり
藤野町山岳協会 ○

事業名	 古野花だまり清掃美化活動

参加人数	40名 	 回収量	4tト ラック1台 (ビン、鉄<ず、紙等)

2

９

＞

厖

日

４

＜ 」J 田原の滝周辺
「田原の滝こいのぼり祭り」

実行委員会
○ ○

事業名	 田原の滝こいのぼり祭り

参加人数	70名
すいとん会なども開催。

水質パックテスト、ワークショップによる環境問題への意見交換、都留市の良いとこ

探し等大学生のリードで楽し<過ごすことができた。

3

4～7月

の第1.3

水曜日

山 山中湖畔―円 山中湖観光地を美し<する会 ○

4

６

＞

２

日

５

＜ ネ申
相模川河□左岸

(茅 ヶ崎市側)干潟
相模川湘南地域協議会 ○

事業名	 クリーンキャンペーン

参加人数	27名	 回収量	 ゴミ袋	50袋
海岸美化財団と協力して行つた。サーフアーの人や海岸に遊びに来ていた人も興味を

持つて一緒に拾つて<れた。終了後、協議会会員と参加者で交流の場を持つた。

5

６

＞

２

日

５

＜ ネ申 茅ヶ崎海岸全域 茅ヶ崎市 ○

事業名	 美化クリーンキャンペーン茅ヶ崎

参加人数	3000名 	 回収量	3.17t(可燃ゴミ	1.8t、 不燃ゴミ	1.37t)

6

６

＞

厖

日

５

＜ ネ申

相模川

三流合流点河川敷、旭町

スポーツ広場

厚本市、厚木愛甲地区相模川水系

をきれいにする会
○

事業名	 第32回 (平成14年度)相模川クリーンキャンペーン

参力]人数		2700名
三川合流点付近や旭町スポーツ広場は指定場所以外の駐車及び車での進入が禁止とな

ったため、例年減少傾向にあると思われる。

7

６

＞

２

日

５

く ネ申
相模川

上郷・下今泉地区
海老名市 ○

事業名	 相模川美化キャンペーン

参加人数	1100名
回収量	5.8t(可 燃ゴミ	2.17t、 不燃 ゴミ	1.57t、 粗大ゴミ	0,78t、 資源ゴミ

1.32t、 その他・・ハ
・

ッテリー、タイヤ、消火器、洗濯機、車 ドア等)

8

６

＞

尼

日

５

＜ ネ申
相模川

神川橋下流
寒川町 ○

事業名	 相模川美化キャンペーン

参加人数 	1355名	 回収量	2.07t(可 燃 ゴミ	0.55t、 資源 ゴミ	0.52t、 不燃ゴミ

1.Ot)

近年、環境への関lbが高まっているせいか事業所や団体の参加が増えている。

9

5,7,9,11

,1,3月
山

東京電力(株)駒橋工務所

付近
東京電力(株)大月支店 ○

奇数月30日 前後に実施。

参加人数	 毎回20名

2ヶ月ごとに社員による工務所周辺(桂川流域を含む)の清掃を行つている。
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NQ 実施日
県

名
実施会場 主催団体

ごみ
清掃

質

査

水

調

水

性

生

物

10

能
① `申

相模川

高田橋周辺	他

旧模原市

lB模川を愛する会
○

事業名	 相模川クリーン作戦

参加人数	1501名	 回収量	2.74t
休日にもかかわらず、市民等の参加があり、3t近いゴミの回収があつた。回を重ねる

ごとにゴミの量は減つてきているものの、拾い集めたゴミの中にはオーHヽ
・
イ、古タイヤ、ハ

・
ッ

テリー等も含まれており、あとをたたない不法投棄が相変わらず行われている。

■
■

２

日

６

＜ ネ申
旧模川

神川橋下流河川敷
日本ボーイスカウ ト寒川第 1団 ○ ○ ○

事業名	 さむかわまちぐるみ美化運動

参加人数	40名
ゴミ清掃の他、パックテストや水生生物調査を行つた。

12

物
③

」J 富士吉田市明見湖 カーカネットの会 ○

事業名	 明見湖クリーンキャンペーン

参加人数	63名	 回収量	80kg
快0青に恵まれ、夏の日差しの暑い中、明見中の環境美化部の生徒さん多数、老人クラ

プの方、会員等で賑わつた。昨年に比べ、ゴミの量は減少した。参加した人たちとの対

話の時間が取れた。会で作つた、廃油手作り石けん等を配布した。

13 7/23 山 旧模川大輪橋 都留市立禾生第二小学校 ○

14

８

＞

２

日

７

＜ ;申

相模川

あゆみ橋下の河川敷
地球チャイル ド ○ ○ ○

事業名	 夏休み親子水質、水生生物調査体験

参加人数	23名	回収物	花火	4103個 を中心に紙片、スJヽ
°一&コンピニ袋等、河原でだ―

へ
・
キューを行つた人が残していつたゴミが中心。

天候に恵まれ、子供たちも楽し<参加できた。特に、水生生物調査では、網を持つて

走り回る子供の姿が見られた。ただ、毎年、河原でバーベーキューを行つている人た

ちのマナーが悪いことがゴミの調査で明らかになつている。

15

４

＞

鋭
∈

1申

道志川

弁天橋付近河川敷

津久丼地区環境美イヒ推進連絡協議

ム

○

事業名	 河川散舌Lゴミキャンペーン

参加人数	58名	 回収量	760kg
河川利用者へのゴミの持ち帰りの呼びかけと散舌しゴミの清掃を行つた。

16

２

日

８

＜ ネ申 茅ヶ崎海岸全域 茅ヶ崎市 ○

事業名	美化クリーンキャンペーン茅ヶ崎

参加人数	1850名	回収量	4.98t(可燃ゴミ	2.5t、 不燃ゴミ	2.24t)

17

５

＞

２

日

８

＜ ネ申
相模川

高田橋周辺	 他

相模原市

相模川を愛する会
○

事業名	 相模川クリーン作戦

参加人数	1308名	 回収量	2.7t

18

調
０

ネ申
相模川

座架依橋周辺河川敷
座間市 ○

事業名	 相模川クリーン推進運動

参加人数	2004名	 回収量	6.01t(可燃ゴミ	3.77t、 カン	0.05t、 ビン	0.07t、

不燃ゴミ2.12t)
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NQ 実施日
県

名 実施会場 主催団体
ごみ

清掃

質

査

水

調

水

性

生

物

19

２

日

９

＜ ネ申
神奈川県内各海岸32会
場

(財)かながわ海岸美化財団 ○

事業名	 国際ピーチクリンアップ

参加人数	3839名	回収量	13.297t(可燃物	6.142t、 不燃物	7.155t)
昨年までは、藤沢市鵠沼海岸のみの開催だったが、今年から県内各海岸に会場を設け

ることとともに、実施日を1日 に限定せず、約lヶ 月間のキャンペーン期間を設けた。
その結果、昨年参加者数500名 に対して、今年は3839名 とより多<の方に参加してもら
えた。

20

９

＞

２

日

９

＜ ネ申 荻野川源流域 荻野自然観察会 ○ ○

事業名	 荻野川クリーンキャンペーン

参加人数	18名
厚本市上荻野の浅間神社から奥岩倉ダムまでの川沿いで、ゴミ清掃、簡易水質調査、

自然観察を実施した。この道路には地元の人以外に入つて<る車がほとんどないのだろ

うか、ゴミは割に少なかった。

21

α

日 ネ申
国道20号線

都界～山梨県境まで

檬野相模湖ライオンズクラフ、藤

野町山岳協会、藤野山岳会
○

事業名	 国道20号線クリーンキャンペーン活動

参加人数	40名	 回収量	220kg(4t車 	2台	 ゴミ、カン、ビン、他	テレビ、オーディ
オ、畳、マット等)

22

10/15

(りに)
ネ申

相模川

右岸馬入周辺
相模川をされいにする協議会 ○ ○

事業名	 相模川現地状況調査

参加人数	27名	 回収物	不法投棄されたと思われる大型ゴミが回収した。

23

助
①

山
大輪橋

陸川
桂川をきれいにする会 ○

事業名	 第9回桂川をきれいにする会

参加人数	40名	 回収量	170袋 (可燃ゴミ、不燃ゴミ)

発泡スチロール、ペットボトルが多い。

24
吻
①

山

桂川

都留市禾生地区落合橋下

河川周辺

都留市 ○

参加人数	27名	 回収量	140kg

25
吻
①

ネ申
相模川

高田橋周辺	他

相模原市

相模川を愛する会
○

事業名	 相模川クリーン作戦

参加人数	1398名	 回収量 2.8t

26

11/10

(日 )
ネ申

相模川

神川橋下流河川敷
日本ボーイスカウト寒り|1第 1団 ○ ○ ○

事業名	 さむかわまちぐるみ美化運動

参加人数	70名	 回収量	 散乱ゴミ	10袋 (他、長い鉄棒	3本、タイヤ2個)

ゴミ清掃の他、パックテス トや水生生物から学ぶ水質ということで環境学習リーダー

小林義博氏が勉強会・クイズ大会を行つた。

27

11/16

(」L)
ネ申

相模川

座架依橋周辺

県央地区不法投棄等防止対策推進

協議会
○

32t)

事業名	 県央地区不法投棄撲滅キャンペーン

参加人数	200名 	 回収量	35t(可燃物	3t、 不燃物
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NQ 実施日
県

名 実施会場 主催団体
み

掃

ご

清

質

査

水

調

水

性

生

物

28

11/17

(日 )
ネ申

相模川

小倉橋周辺
城山町小倉自治会 ○

事業名	 城山町小倉自治会美化キャンペーン

参加人数	100名
休日には行楽客や釣り人が多<、 空き缶や菓子袋の散舌しが目立っている。

29

11/24

(日 )

ネ申 平塚市朝霧河畔緑地 須加公民館 ○ ○

参加人数	100名
地域の方たちの参加、協力により例年度どおり実施した。

30

11/30

(」ヒ)
ネ申

千ノ川

十浜人道橋～富士見橋

千ノ川クリーンキャンペーン実行

委員会
○ ○

事業名	 茅ヶ崎のセーヌ川(千 ノ川)をみんなで歩こうキャンペーン

千ノ川クリーンキャンペーン

参加人数	70名	 回収量	 可燃ゴミ	70袋	 不燃ゴミ	35袋
他、自転車、テレビ、湯沸器、消火器など

引き上|プたゴミ袋を公園まで運′5~iのが大変だつた。十浜人道橋で水質検査を行つた。
子供たちの参加が頼もしい。

31

12/11

(水)
ネ申

相模川

三段の滝
新磯公民館 ○ ○ ○

事業名	S、るさと講座

短い時間で行つたので消化不足になつたように思う。子供の人数が多いので調査を1

つに集中した方が今後はよいと感じた。

(表4)雨天等で中止となつた会場

実施予定日 県名 実施会場 主催団体

8/24 ネ申
相模川

座架依橋周辺
黒央地区不法投棄等防止対策推進協議会

5/26	海老名市

14 7/28	地球チャイル ド



20		9/29

厚木市荻野自然観察会

19		9/22	 かながわ美化財団

23		10/20

桂川をされいにする会
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(3)上下流交流事業

1	 事業の目的

森 。川 。海のつながりの大切さを知つてもらい、流1或の環境保全への意識啓発と上下流住
民の交流と連携を図ることを目的として実施した。

2	 実施内容

「植林作業体験」
日	0寺 	2002年 5月 25日 (土)

場	 所	 山梨県大月市大字鳥沢字扇沢 (恩賜県有林	 約〇.9ヘクタJレ)

参加人数		 山梨県側	21人 			 神奈川県側	76人 			 合計	97人
●植林作業 ……・保水力が高<、 香りのよいヒノキの苗 2、 200本 を分担して植林した。

その後 3班に分かれ、森づ<り 。水質・廃棄物関係について意見交換を行つた。
●山梨県環境科学研究所見学 ……・生態観察園と自然観察路を屋外観察した。その後、子

供達は学習等見学、大人は富士山ボランティアから富士山の環境問題についての
講演を受講した。

「相模湾船上観察会」

日	 時	2002年 10月 25日 (金)

場	 所	 神奈川県平塚市

参加人数		 山梨県側	21人 			 神奈川県側 102人 			 合計	123人
●船上観察会 ……・平塚新港から5艘に分かれて乗船。潮目に沿つて南下し、江ノ島沖、茅

ヶ崎鳥帽子岩の北側を通つて帰港。漁船の船上から相模湾について説明を受けなが
ら観察を行つた。

●平塚市博物館見学……相模川の河川流域から相模湾への流出物の展示の見学を行つた。
●パネルディスカッション……。相模湾に係る3人の方々よりお話を聞き、意見交換を行つた。
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(4)流域シンポジウム事業

「桂川・相模川流域シンポジウム」

日	 時	2002年 12月 8日 (日 )

場	 所	 大月市民会館 (山梨県大月市)

参加人数		 山梨県側	50人 			 神奈川県側	55人 			 合計	105人

●概要

主催者あいさつ			 桑垣	 美和子 (桂川 。相模川流域協議会代表幹事)

六月市長より歓迎のあいさつ			 西室	 覺(大月市長)

神奈川県・山梨県知事メッセージ披露

基調講演 		 「水源の森の歴史と今後について」塚本	 良則 (東京晨工大学名誉教授)

パネルディスカション

コーディネーター	 篠田	 授樹 	(桂川をきれいにする会・事務局)

パネラー (発表順)塚 本	 良則

土屋	 真美子 	(NPOよこはま里山研究所 。理事)

下澤	 直幸 		(上 野原町立上野原小学校・校長)

石村	 黄仁 		(NPO緑 のダム北相模・専務理事)

河西	 悦子 		(大 月岩殿・森つ<り会・代表)

●展示協力団体∵
(順不同)

NPO緑のダム北相模、桂川 。相模川流域ネットワーク、相模川キャンプインシンポ

ジウム、馬入水辺の楽校運営委員会、 (有)ジ ェイファンネット、鳩川 。縄文の谷戸

の会、鳩川・水辺の森の会、桂川をされいにする会、桂川 。東部地域協議会、山梨県

上野原小学校、山梨県東桂中学校、MO丁 (未来大月ツーリズム)、 カーカネットの

会、大月岩殿・森つ<り会、生活協同組合コープやまなし、甲斐東部材製材協同組合、

北都留森林組合、奈良子炭焼体験塾、笹―酒造 (株)、 (株)モック犬橋、動物写真

家 (中川雄三さん)、 都留の環境を考える会、山梨木質バイオマス利用研究会、山梨

県環境科学研究所、山梨県森林総合研究所

(その他協力団体)

大月女性交流会、クレイン農業協同組合

●主催			 桂川 。相模川流域協議会

●共催			 国土交通省京浜工事事務所、山梨県、神奈川県、桂川 。相模川アジェンダ21
市民会議

●後援			 環境省

●協賛			 フォレス トファーム、奈良子炭焼体験塾、生活協同組合コープやまなし
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桂川 0相模川流域シンポジウム2002年 度

森・川 0海との新たな交流・連携

「市民参加による流域の森づくりと

上下流域交流の1舶
2002年 12月 8日 (日 )

(午後 1時シンポジウム開会)

個 靭

○司会	それでは、ただいまより桂川 。相柳 ‖流域協議会主

催による流域シンポジウムJ矧桂させていただきます。司会

進行役を務めさせていただきます市民部会幹事の牧島です。

それから幹事の中村の2人で務めさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。(拍手)

住 催者、開催地自)日本。大月市長の]丼9
それでは、お手元のプログラムに沿いまして進めさせてい

ただきますtまず、代表幹事で神奈川県茅ヶ崎市の市民でご

ざいます桑垣の方から代表してあいさつの言葉をいただきた

いと思いま魂 が、本人が残忘ながら急に参加できなくなり

まして、中村さんに代読させていただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。

○中村	それでは代読させていただきます。「流域の一滴の

水は母なるせせらぎこ」という表題いち ります。樹 ‖。相模

川|が)主ぐ相模湾、遠く山梨の空に望む富■の美しさ|ま すべ

て新しい世紀を超えて、2002年、市民 。事業者・行政の多

くの方の畑恵と熱意ある努力により、「清く豊かに川は流れ

る (アジェンダ21橿り||。 本辟謝ID」 の改訂版を発行すること

になりました。活発な議論に参力0いただいた方長は、4年Po0

で延べ 952人 (専門印会の参力0者数)になりました。大変

ありがこうございました 山梨・神奈り‖両県が1995年に開

始した桂川 。相模川の環境ヨ呆全する含同推進事業の成果と

して、本協議会が 1998年1月に発足してから4年がたちま

した。前例のない取り組みに苦労も多くありました力ヽ 難し

い課題であつた水需護t公共事業なども環境保全をキーワー

ドに歩み寄り、行動帽針、行動計画を数多く合意することが

できました。この店k市民 。事業者 。行政|よ 上下流交流事

業等を通して連携し、会員外の方とも信頼関系を簡Sはう努

力してきました。

ことしは、地球サミットで世界の人々がローカメレアジェン

ダの策定を約束してから 10年目になります。各国で取り組

みがなされていま動 ヽ市民が策定した素案をもとに、時間

をかけて議論し、流域を単位としたローカルアジェンダを三

者で合意したのは、日本で初めてだと目います。また、市民

が計画当初からかかわる市民参加の質重な体験の事lJ」となり

ました。命の源、水は地上を流れ、地下に浸透し、大気をめ

ぐり、新しい水に生まれ変わります:その浄化を支えている

のは、多くの生き物たちとい な緑、自然のダイナミ

ズム、循環機構です。しかし、人間は社会生活を持続するに

は動植物や環境に必ず負荷を与えます。山・川・海という多

様な自然が存在し、水田と都市が共存する流域を生活判立に、

新たな世糸副こS、さわしい行動計画が実行に移されたとき、持

続可能な発展を機軸とした環境保全型社会が見えてくると思

います。

桂川 。相模川とその流域|よ 上流の山梨県、下流の神奈川

県に住む人々や生物にとつて、かけがえのない豊かな資源、

共有財産です。そして、アジェンダ21権り|卜 本BIW	IIの実行

|よ 未来の世代への贈り物でもありま或 多くの方なに賛同

しヽただき、ともに行動いただけるようお願いいたします。富

士の口こ降つた雨水の一滴がせせらぎとなるように、流域に

住み、そして水を利用する皆様の環境保全行動がこの間の本

流であり続けるよう祈りつつ。代表幹事桑垣美和

『

。(拍手)

○司会	ありがとうございました。それで|よ 続きまして来

賓のあいさつに移ります。まず、開催地にございます六月市

長西室様からごあいさついただきます。GttF)

○平丼市民生活部長	本日|よ 市長が来てごあいさつを申す

べきところでございましたけれど急 あしヽこく親戚にご不幸

がございまして、市長からメッセージを預かつてまいりまし

た かわつて私、市民密舌部長の平丼がごあいさつ申し上げ

ます。

まず、神剰 ‖県の皆様におかれましては朝早くから県境を

越えて大型パス2台で当大月市に、また県内におかれまして

も山中湖村や足不0田村等遠路からも多くの方長がおいでいた

だき、ありがとうこさいます。皆様方には六月市のよいとこ

ろを発見し、満喫していた趙すればと思つております。

さて、ご存じのよう|こ 六月市は山形県の東側に位置し、

都bからも約80キロと近しヽ立置にありま或 面積は神奈川県

で一番広い横浜市よりは狭いですが、2番目の出下町より広

く、また山梨県下64市町本」のうち2番目に広しヽ 約 280平

方キロもあります。この広六な六月市の88°/dこ自然豊かな山

本人 原野が広がつております。そのまほ中央の東西方向に国

道20号、いわゆる甲州1街道や中央自動車道、」R中央線、桂

川本流が並んで走つておりま魂 樹 ‖の清流及びその支流が

市内の緑のトンネルの中を流れております。樹 ‖の上流部に
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|ま羹羊一と言われ― ll腸沐ゴ溌煙所があります。また、

ここ市民会館より3キロほど下流には日本三奇矯の名勝猿橋

がありまして、そ― を楽しむことができま魂 皆様方も

また日を改めてぜひお出かけください。さらに、ここは東京

から甲府 。松本方面と富■北麓地域への分岐点として、交通

の要所にもなつております。

また、観光面で|よ 関康の駅百選となつたログハウス調の

大月駅、本日予定しておりましたが、あいにくの悪因民で行

くことができませんでした岩殿山XLLU公園S、れあいの館:そ

の頂上には武田信玄の 24将兵の1人である小山田公の城跡

もありま魂 ここ|よ 習こなると岩殿山さくら祭リカЧ崖され

夏には岩殿山かがり火祭りが行われ、その時期には特に多く

の観光目が訪れます。さらに、私ども六月市に|よ 500円札

で有名となつた雁珈 や、その近くには大菩薩峠、流域

の皆様方が日lleり で楽しくハイキングをすることのできる

山々が多くあります。これらの山腱は、シーズンになると関

東各地からの登山者でにぎわいます。山反から1劇土大な富主

山が見ることができ、当市では毎年秀麗富嶽十二景の写真コ

ンテストも開催しております。

さて、当樹 ‖。相倒 ‖流1動麟 も、発展期としても4年

目に入り、両県や流域の市民 事業者、市町村等が協力して

各種事業が推進されているとお間きしております:一方、ア

クセスが悪いこともあり、会員同■の選幌かもう少しよけれ

ばという話も聞いているところでございます:私たち上流倶」

といたしまして|よ 下流側から― を聞き、下流側のため

に可能な限りの環境保全を推進するとともに、また逆に下流

倶Jこも我たの要望を聞いていただくことにより、流域全体で

速やかに効果的な環境改善が促進されることを期待している

ところでございます。

この中で、大月市では流域の3市2町と連携し、樹 ‖流域

下水道事業を推進し、平成 15年度末の‐部供用開闇こ向け努

力しているところです:このこと|よ 現在当市で実現を目指

している第五次総合計国ノノクティブプラン 21に基づく自然

と共生する環境調禾0都市にも整合することが多くあります。

また、2年後には市制随行50周年を迎えるたぬ 市民参加の

記念事業鋼 しておりますので、皆様方のアイデアをお寄

せいたdjrLば幸いと存じておりま硯

最御こなりましたがtこの1敵 力刷 のより多くの内腱

の協力と理解を得て発展することを切念してヽ歓迎のあいさ

つとさせていただきま魂	(拍手)

0こ卜 相模胡町長の動

○司会	ありがとうございました。次に、前回のシンポジウ

ムの開催地でございました相模湖町言□町長様がヽ連携ある

いは協力をしながら進めるという、まさに流域協議会の考え

方にご賛同いただきまして、自主的にご参加いただいていま

す。大変ありがとうございました。それで|よ 早速ごあいさ

ついただきたいと思います。G藍妥)

O言□相模湖町長	当素 こんこち|&本目欄胡町長の言□で

ございます。前回|よ このシンポジウムを相模湖町の方で開

催していただいたわけでご&ヽます。今日|よ 桂川 。本腋 り‖

のシンポジウムということで、大勢の方があ 加いただいて

いるわけでございます:山梨県と神奈川県が二体となりまし

て、この流1或を、またこの水をされいにしていくということ

|よ 我々の大きな使命であろうと考えているわけでごさいま

す:特に相模湖町|よ 日本で初めての人造湖相模湖を抱えて

いる出Icございます。そういう意味で、これからこの水とい

うものこ対して大きな声で訴えてしいなけれざならないと考

えているわけでごさいます。当然前反からも、この水につい

ては相模湖町の町日状 き日関bを持つているわけでござい

ます。その意味で、皆さんにもお力をかりながらこの流域に

つきまして考えていきたいと思つています。

たまたま私は今日六月に来まして、私は六月の都留高校と

いう高校の出身でございますので、六月に対しましては大変

なじみがあるわけでございます。そしてまた、今日の講師で

あります塚本先生|よ 私の同じ地域の先生でございます。そ

ういう意味で、今日のシンポジウムに大変関bがあります。

今日|よ ゆつくりと塚本先生、それから後ほどのパネルディ

スカッションを聞きながら、じつくりと考えていきたいと悪

つております。終わりになりますけれども、ご参会の皆様方

のご健勝とご多幸をお祈り申し上げます。GttF)

《山梨県知豪の棚

○司会	ありがとうございました。次に、神廉川県矢]事及び

山梨県知事よリメッセージが届いております。ご紹介をよろ

しくお願いいたしま魂

○中村	それでは、山梨県知事の方からメッセージを読ませ

ていただきます。

桂川 。相鴬尋ll流域シンポジウ劇開催に寄せて。桂川 。相模

川流1或シンポジウムが上流の地山梨において流1或にかかわる

多くの皆様のご参力Ⅲこより開崖され散すことは、まことに有

意義なことと思います:さて、桂川 。相模川流域協議会が目
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指す流l或の理想像である「清く豊かに水は流れ利 を現実の

ものとするために|よ 水源涵養や国庄保全など、森林の持つ

さまざまな機能を維持し高めていくことは大変重要でありま

す。また、地球規模での環境問題に対する意識の高まりの中、

地球温暖化を防止する役割や、子供たちの生きる力を育む場

として、森林への期待が高まつています。山梨県で|よ 市民

参加による 100万本植植1運動や、緑の少年隊によるシ慟附舌

動など、豊かな水を育む森づくりを積極的に推進していると

ころであります。また、県上の3分の1を占める県有椰こお

いて、環境に配慮した持続可能な森林経営に対する国際的認

証であるFSC森林管理認証を取得することとし、去る 11月

25日から 12月 2日に言薦正審査機関によ硼 也審査が実施さ

れたところでありますι今後|よ 民有林への認証制度の普及

を図るたは 認証取得に係るノウハウや資料の提供などの支

援を実施し、本県における持続可育魔 森林経営を推進するこ

とにより、森林の持つすぐれた機能をさらに高めてまいりた

いと考えております。「森・川卜海との新たな交流・撻勤割 を

テーマとして開催されるこのシンポジウム|よ あらゆる自治

体、また上下流の連携による水源の森の保全・倉」造に向けた

活動を広げていくための大変貴重な機会であり、その成果に

ご期待申し上げるところであります。

終わりに、本日ご参加された皆様のますますのご醍 をお

祈りするとともに、シンポジウムの開催にご尽力いただきま

した関系者の皆様labから感謝申し上1嗅 私のあいさつとい

たします。平成 14年 12月 8日、山梨県矢D事魂 			(拍手)

lll申ラ劉‖県知事のご挨拶イD
次に、ネ嚇剣‖県知事のメッセージを読ませていただきます。

本日|よ 山梨と神剰‖県両県の大勢の皆様のご参加のもと、

桂川 。相1剣 |1流域シンポジウ舶 開`崖されますことを大変う

れしく思います。また、本日の会場であります六月市|よ 平

成7年に山梨 。神剰 ‖両県が県境を越えた水源環境保全の取

り組みをスタートさせたところであり、大変感既深いもので

ございます。

出中胡を源流として相模湾に注ぐ相樹 ‖|よ )市或の多様な

生態系や多彩な自然環境を育み、私たちに自然の豊かな恵み

を提供してくれるとともに、私たちの貴重な水源にもなるな

ど、さまざまな恩恵を与えてくれています。桂川 。本駆鶏‖流

動易議さで|よ 平成 10年の設立以来、アジェンダ21たり|ト

本BIn,‖ を策定するとともに、上流と下流の市民、事業者など

の皆様んの密接な連携のもとに、環境l‐~のための取り組み

を着実に推進していただいております(,これまでの皆様方の

」愚力に深く幅 を表します。

神デ詞|1県では、環境立県ネ暢謝‖を基本目標として掲1嗅 県

民1人 1人が常に環境を大切にした行動葱bがするとともに、

企業や行政も力を合わせて、すばらしい環境の県をつくり上

げようと皆様に0平びかすているところです。本県といたしま

して|よ こうした考えを基本に据え、水源環境の保全に積極

白創こ取り組んでおり、この樹 ‖。本田割‖の流域につきまして

急 巾町本」と協力しながら、水源の森づくりを初め、下水道

整備など、さまざまな施策を推進しています。

現在t全国内にも水源環境保全に向けたさまざまな取り組

みが広がつてきていま魂 先月本県が開催したかながわ発「水

源環境」シンポジウムには、全国から大勢の方腱がお集まり

になり、水源環境保全の課題や今後の取り組むべき方向につ

いて議論が交わされ、交流が深められ讀した その成果はシ

ンポジウムアピールとして採択され 神奈川の地から全国に

発信したところです。本日のシンポジウムにおきましては、

お集まりの皆様方に、水源涵養機能など、森が持つ多様な機

能を再認識していただくとともに、水源環境の保全 。再生に

向けて、活発に意見交換をしていただき、本日のテーマCあ

ります森 。川卜海との新たな交流・連携が生まれますことを

願つております。あわせて、これを契機として、桂川・相模

川の流域環境保全活動の輪0よリー層広がることを期待して

おります。

最後に、桂川・相倒 ‖流域1艦絵 のますますのご発展とご

参加の皆様の一層のご醍 葱は りお祈り申し上げま■ こ

れからもともに手を携えて、樹 ‖。相樹 ‖の豊かな流滅環境

を次世代に受け継いでまいりましょう。平成 14年 12月8日、

神奈川県知事岡崎筑 G白手)

○司会	ありがとうございました。それで|よ 祝電が届いて

おりますので、ご披露させていたださます。何か一つという

ことで、披露します。

○中村	相模原市長の月り|1勇夫様から祝電が届いております。

桂川 。相模川流域シンポジウムの開催をお祝い申し上げま

すとともに、貴協議会のよリー層のご発展と皆様方のご健勝

をお祈りいたします。相模原市長Jり 1勇丸	(拍手)

◆基言臨韻 :水源の森の歴史と今後について

○司会	それでは、こねより基調言薄寅に入ります。塚本良貝」

先生のご紹介をさせていただきま魂 皆様方のお手元の方に

プログラムにもございますがヽ先生は東京大学をご卒業され

まして、東京震工大学教授、現在は日本大学生物資源科学部

の教授をされておられます。今回シンポジウムのテーマCも

あります森と水の関係について長年研究され 造詣の深い先

生でございまして、まさに今回のシンボジウムの講師として

ふさわしい方だと思います。一言付け加えさせていただきま

すと、先生はみずから森に入られて実践されている方でござ

います。

先生、それでは基蒜寄寅をお願いいたします。それから、

OHPの準備を当方側で怠つていましたので、先生には大変

話しにくしJ期であるかと悪いますが、よろしくお願いいた
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します。

○塚本 皆さん、こんにち|&― ごさいま魂 GttD

私は今、ハ王子に住んでおりますが、生まれは先ほど相模

湖の町長さんが紹介してくださつた相模湖Щcございます。

相模湖町といつても、高尾と陣馬をつなぐハイキングコース

のちょつと下の方の山の中で育ちました。実はあと1週間で

日大を定年でやめます:ということで、この相模湖町の山奥

にもう一遍帰りまして、おやじやおじいさんがつくつた森に

少し手入れをしようかなと悪つております。そういうことで、

こういう身近なところでお話をさせていただくことを非常に

光栄に目つております。

桂 ::1・ 犠 篠 :`禁 議

この 新たな交流・

:よ る地域の りと上下漁電
機機1鶴

|:'ill:|:::lili懺 卜鯰

謙●1■●|●

私|よ 協議会というのは一つの社会の中の運動だと思つて

おります。私はどちらかというと大学にずっと籍を置いた一

人の研究者であり、科学だとか技術だとか、そんなところの

ちょつと端の方をかじつてきた者でございます。ということ

で、ちょつとその辺は協議会の流れとはずれるかもしれませ

んけれども、長年森林とか水とか、水は実を言うと余りやら

なかつたのですけれども、そのようなことに携わつてきまし

たので、幾つかの話題を話させていただきます。

その内容|ま なぜ水源の森といつたものが出てきたのか。

歴史的経綱まどうなつているのか。そういうことを踏まえて、

これからはどういうことをしたらいいのか。その辺の一端を

短い時間でございますけれどuお 話しさせていただすたら

と目つております。

～ベルギーのお城が水道局の所有～

初めにちょつと簡単なことを紹介します。実は遊びでベル

ギーヘ反達を訪ねて2年前に行つたことがございます。ベル

ギーというのは、E∪の本部のあるところで、非常にされい

な」ヽさな国です。そこのところで、お城があるのですL∃―

ロッパヘ行きますと、皆さん、多分行かれた方は認識されて

いると悪いますけれど急 ベルギーには非常に小さなお城が

沢山ありますよその中で割合と大きな勘或があつたので、そ

こを訪ねて中へ入りました。そして、いろいろと館内に案内

があり、自分で見 C回りました。それで出ようと目つてちょ

つとバンフレットを見ましたら、立派なお城がベルギーの水

道局の所有になつておりました。それで、これはどういうわ

サ ウ ム

けか。ベルギーでも企業庁といつたものがあつて、お城を所

有して何か事業でもやつているのかなと思つていました。で

もちょつと不思議に闇つたので、フロントの方にお尋ねしま

したら、なぜ持つているか、理由はわからないと言うんで魂

ではわかる人はいるかと聞いたら、中の人を呼んでくるとい

うことになりました 出てきた中の人にしつこく間きました

そうしましたら、お城を持つというのが目的ではないのです

れ なぜお城を持つているかというと、お城の周辺が水源地

になつておりまして 大陸ですから、日本のように山の峰線

が次から次へとのこぎり型の山があるのではなくて、平らな

ところに谷が入つてきます。ですから、谷が入つたところの

奥地は水源地になつています。そこで、水源地を確保しよう

ということで、お城まで買つてしまつたということでござい

ます。それで、では買つていただいた後で何をやつていると

間きましたところ、実はこの周りの上Uこ木を植えて、森づ

くりをしているという話でございます。どのぐらい持つてい

るのかと言つたら、50から100ヘクタールの間です。私も今

ちょつとはつきりしませんけれど急 そのくらい土地を新し

く買いまして、それで森を今ベルギーの水道局がつくつてい

るというお話でござい散した。

で|よ 今の上地はどうなつているかというと、放牧だとか

農地に使つているわけです。水源がありまして、大陸ですか

ら上はフラットなのです。そこへ100メートルぐらしVヾ―ッ

と谷が掘られまして、そこから水ガ出てきているわけです。

そうすると、水源はずつとその奥の方からたどつて出てきて

いるわけです。一番水源に近いところを50ヘクター)蹟つて

森づくりをしている 結局今の農業だとか、放牧の牧草でも

そうですけれども、農業であろうと、現代の産業経済という

のは水を汚すということになるわけです。ですから、森に返

しましょうということのようでございます。

γ歴史ある水源―

そんなことで、そのときすぐ感じたのは、神奈川県が横浜

の道志に持つている水源林と、東京都が出梨の多摩川の止流

に持つている水滸 人 もう100年近くになりますけれど急

そういうことを日本の先輩たちがやつてくれたのをそのとき

つくづくと思い出しました。100年早く日本はそういうこと

をやつたのだと思つたわけです。そうすると、100年前に我潔

の先勒 獅 未篭 えば水源の森でよろしいでしょうが、

そういうものをつくつたわけですけれども、ではそれはなぜ

そういうものをつくつたのかということになるわけで或

この辺は武田信玄さんの古い歴史を持つところです。釜無

川だとか笛吹川にはご存じのように信玄堤がありまして、非

常に長いいろいろ利 ‖と水の歴史を持つているわけで魂 東

京都の水源林が始まつた明治可年ぐらいですか、この前も実

は私も水源林の 100周年記念のシンポジウムでちょつと話を

■緒にやつたことがありますけれども、もう100年になるわ

饉

-42-



けで政 その当8寺の写真をここに持つています。よく見ます

と、落合の付近ですと、本はほとんどない。ないことがなぜ

わかるかというと、ポチンポチンと山の尾劇こ木が残ります。

どういうわけか、昔から山の本というのは全部切りきらなしヽ

私もそれを不思議に悪っているのですけれども、柿を取ると

1つ残しておくとa何 かそういうことでしょうか。尾根に

大きな本がポッと残っています。ほか1訓可」見えないもので

すから、本はないと自然に推察できます。落合の付近だけで

はなくて、笠取の上の内にも本がない。かなり水源の山の方

です。

それで私、実は1鋼まど前に明治の地口を広げまして、今

住んでいるのがノヽ王子辺なものですから、八王子から向こう

に山はありませんので、こつち側の高尾だとか、自分のS、る

さとのところの地図をちょつと調べてみたんです。それもこ

こに持つています力ヽ そうすると本のないところがいつはい

あります。革刈り場だとか荒れ地という表現で地図に残つて

いますc残念ながらこのシンポジウムの目的で調べてありま

せんので、山梨県は入つておりません。ですけれども、高尾

山、道志、それからこの辺が鳥屋でございます。この辺が吉

野で或 この辺が藤野で、ですからこの高尾の裏山からこの

辺にこういう革と荒れ地という表現で出ている広大な面積が

あります:これは明台の40`ミ 1907年ですから、約1世紀

前です。日本全体を見ますと、この時則駄明台の初めまでは

ものすごく荒れていました。皆さんはちょつと若いから、お

平苛りの声はもしかしたら知っている方がいるかもしれませ

んけれどもちここにあるんですが、神戸の後ろあたり|よ 港

から撮つた写真があるのです力ヽ それでその前は写真がない

ものですから、絵でかいたものの同じところからねらった写

真を持つていますけれども、こういうもので見ますと、みん

なは|プШということで、本がない山が非常に広大な面積で広

がつていたので現

～根松泊のために表土まではぎとる～

それはなぜかというと、一つには地質的な理由がありま魂

地質が非常に弱い。花肖岩ということです。花商岩は実は山

梨県の中にもかなりあります。そういう地質が原因したけれ

ども、もう一つ大きな理由というのは、皆さんご存じのよう

に、今の我々の生活で|よ 木材まコンクリート、鉄筋にかわ

つています。それから、燃料はご存じのように燃料革命で全

く変わつてしまいました。そのように産業から生舌のまとん

どすべてを本材に頼つた時代があるから、それでこのような

山をつくつてしまつたわけです。この辺も矧まど言いました

ように荒れ地だとか車場という形に 100年前の地国では表現

されていますけれども、こことではどこが違うかというと、

関西のんは上がなくなつてしまつています。表面の表上がな

くなつてしまつています,この辺は本がなくなつた趙すです

力ヽ 関西はもつとひどくやられました。文化 。文明は日本の

場合は西の方から進んできていますから、江戸ができたのも

100年ちょつと前ですから、向こうははるか前ですので、そ

ちらから進んできますので、本を非常に長い間使つた。私の

若いときに|よ 戦争中松根油ということで、多分お年寄りの

方は松の根を掘らされたことがあるんじゃないかと悪います。

松本財由というのは、飛行機を飛ばすためです。負けた戦争の

最後にもう百由がないものですから松根油をつかいました。

本を掘るということ1型卜常に昔からやつているんで魂 1600

年代から 1800年代にかけまして、どこで木の根をたくさん

掘つているかということを調べた人がいます(,本を切るだけ

ではないのです。掘つてしまいます。では、なぜ本の根つこ

なんかを掘るのかというと、あした燃やすものがなしゝ とい

うことで、日ぎうとしても通Sヽ道具がないですから、一番近

いの|よ ちょつと掘れ|よ こういう山の急なところだったら、

本の根を害」6と簡単に掘れます。近場はみんな掘つてしまい

ます。そういうことだとか、ご存じのように焼き畑だとか、

いろいろとやつていまして、そういうことで木の根を掘つて

上を荒らしたものですから、関西の方では、今言うようなは

IJu」 とぃぅ、表上が全くない出ができてしまいました。

～木の荒れた時代～

木の売れた時代というの|よ 3回日本の歴史上に大きな荒

れ方があるのです。西暦で600年ごろで魂 そのころは西の

方が荒れました。それで、私はこの前、つい1カ月ぐらい前

にちょっと奈良へ旅行しまして、正倉院展というのがたまた

まあったので見ましたら、その0寺代は、関西の方で、近畿か

ら中国にかけて、白鳳剛式でお寺がものすごくたくさんでき

た時代です。そうすると、ただお寺のために本を使つたとい

うだけでなくて、お寺を建てるために人々が集まつてきて、

そこで集中的に仕事をするわけで成 ですから、お寺のため

の材というだけでなくて、猛烈こ人がそこで舌発に集まつて

山からいろいろなものを、奎舌があつて、全部とるわけで■

それで荒れてしまつた。これが古代の荒れた時代です:その

次が、西暦 1600年から1700年までです。それが江戸の初期

です。安定に入つた初期のころです。このときにものすごく

山を荒らしていますtこれがつもつて関西でこういう写真が

残っている時代です。それからもう一回森林を荒らしたとい

うの|よ この申のかなりの人は知つています。これ劇研0の

戦前から荒らしています。実は戦争のために木を切つていま

魂 私の父もちょつと山を所有していましたけれどuお や

じが戦争中強制的に伐採させられた。政府の命令で強制伐採

させられたことがあります。そのように戦前から戦備調達だ

とか、戦後では戦後復興のためにものすごく本を切つたんで

魂 それで、今、皆さんご存じのように、その後木を植えた

ものですから、1,000万ヘクタールの人工林と言われている

わけです。1号林がものすごくできてしまつた。ある意味で

|よ できてしまつたという表現がいいのかもしれません。
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このことがものすごく重要なことで、上があつて革がある

うちはまだいいのです。縁のダムと言われますけれどな 緑

のダムというのは表上のことです。表上が荒れますと、水を

蓄える能力がなくなるわけで魂 裸地になりますから、地表

水が流れる,そうするとものすごく洪水の量が多くなる。そ

れで河□には上が出るち上砂も出ますし、洪水も一緒に出乙

ということで、里出が関西ではそのように荒れたので、その

ために本を守りましょう、森林を切つてはだめですよという

ことで、強力な禁止昴令が出ているわけですて,禁止昴令が簡

単に出て急 あしたの生舌ができない状態だつたと悪います。

ですから、そこから本を守るということで、水原函養という

言葉ではそのころ1劇平びませんでした。水どめの林だとか、

地方によつて叩び名は違います。そういう山を少しでも緑に

しようという運動力澪府の時代に各地であつたわけです。そ

れで明治30年に明台政府赫 測 ‖漁 石脚わム これは

25年と30年ですけれども、この3つの法律をつくつて、近

代への動きをしていつたということになります(,

この8寺代でちょつとまとめますと、本をそのように使わざ

るを得ない時代ですから、本に全部依存して、山を荒らして

しまう。しかも、ひどいところは表土も荒らしてしまう。こ

れは里山ほどひどかつたわけです。ということで、森林を守

る必要があつた。それで、森林を傷舌する必要があつたとい

うことですて,それはそれで1可のためだというと、洪水になら

ないように、主砂がどんどん出てこないようにすることが課

題だつたのです。

そ総 、科学と技術の発達によつて木材がだんだ湖吏われ

ないようになつた。本棚 劇りれないようになつたというの

|よ ほかの代替品ができてきたということです。ですから、

私などが森林のサイドから見ると、科学技術の発達の歴史|よ

木材をいろいろなものに使つていたものを、別の代替品を技

術開発していつた歴史である、こういう断面で切れ|よ 切り

□ができるわけです)ですから、身の回りのもの川まとんど

変わつてしまつたわけです。そういう歴史です。そのために

森林は必要なくなつた。全部必要がなくなつたんではなくで

かなりの部分、生勘 撻か になれば絶対量は使いますから、

使つたのですけれども、科学技術の発達によつて運搬ができ

るようになつた。だから、アメリカから持つてきたが 、/t

王子で使う本を山梨で切るよりも安くなつてしまつた。私も

実は田舎に住もうと悪つて、自分の出の本でうちをつくろう

とするのはものすごく大変。大変なことは矢0つていますけれ

ども、せつかく先祖がつくつた山ですから、うちをつくるの

なら何とか使おうと頑張つてやつたのですけれども、もう少

したつと]鋤刹サになるんじゃないかな、半分つくつておしま

しヽこなるんじゃないかと思つて、今回 しています。これは

すべて科学技術がそうなったということです,

～都市ははげ山。水質が問題になつてきた～

それで、今度はそうなると都市が発達してきました。昔は

山で洪水とが可かはりШの周辺で起こつていたい 、今度は

都市が発達すると、都市の地表を裸にしま魂 これも皆さん

ご存じで、コンクリーの裸と屋根にしてしまいました。それ

で都市水害が今あちこちで起こつているわけです。昔はげ山

で起こつていた現象と物理的に見れば全く同じ現象が今は都

市で起こつていま魂 だから、普は山のはげШ、今は都市の

はげ山なんです。そういうことで理解していただけれ|よ 現

象的には全く同じことです(,だから、今は都市水害がある。

では、本の問題がそういう形で移つただけで終わりになった

かというと、そうではなくて、皆さんご存じのように、新し

く木材の代替品でつくつたものが、我長のいろいろなところ

で害を与え始めたというよりも、もう既にいつはい出ている

わけです。ということであるということです。ですから、水

害に関して|よ 木がよくなれば山の方は大体おさまつてしま

います。関西の方でも、かなりおさまつてきていると私は見

ています,

ですから水に関して言え|よ 緑のダムという表現があつて、

その線のダムのFo5題というの|よ 実を言いますと、本がよく

なつて上が発達すれ|よ それでおさまつていく。ではそれを

もう少しよくすることができるかというと、ダムの間固ま上

の問題ですから、上をよ<することができるかということが

課題になります。化学的にといいますか、重分などではよく

することはできるのですけれども、物理的に水の流れを調節

するという意味で|よ そう簡単にいきません 上の発達とい

うの|よ ゼロのはljd」からいい森林まc戻るのに、では関西

でどのぐらいかかるか。我尺の仲間がやつていますけれどな

300年か400年はかかるでしょう。ですから、全く簡単にい

<問題ではないのです。そういう問題で或

～水田の浄化作用、脱窒作用～

今、こういう木がよくなつた時代に問題になつているの|よ

皆さんご存じのように、水の質の問題です。水の質という点

で、森林地の場合は一番問題になるのは窒素です。大体森林

地は空から 10入つてくるとします。これはkg/h″年をつけ

てくださしゝ 10入つてくると、大体1～5ぐらしヽこ落としま

■ ですから、そういう意味で森林地|お割L1/F用が一つはあ

るのです(〉 水田はどうかといいますと、水田は浄化したり、

しなかつたりします。ではなぜそんなことになるかというと、

水田が上流にあると、森林地のきれいな水が入つてきますか

ら、水田で肥料を使うと汚れてしまうということになりま魂

下流の方の汚い水が水田に入る。というの|よ 窒素が多いわ

けです。水田に入ると、水田は脱窒作用ということで、窒素

を無機化するb中で脱窒菌というのがいまして、そういう能

力があるのです。だから、きれいにするということになるわ

けで魂 その境界はどこだというのはあいまいで、はつきり

線を引けないのですけれども、広く見れ|よ 水田は森林と同
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じように浄化作用があると見てよいと悪います。ですけれど

急 上流の場合はその能力がゼロだということがあるので魂

そのほか|よ 火田にしても草地にしても、どこでも必ず肥料を

使わないところはありません〉今有機農業ということで非常

に盛んにやつていますけれどu大面積の流域をとつた場合、

それカカな`りの面積で全部有機というところまではいつてい

ないと思い讀す。たから、無機の肥料ヨ吏う限り、どうして

も出てきてしまうということでございます`,それですから、

一番初めに話したように、ベルギーの水源地は森をつくつて

いるという調こなるわけです。

では森林というのは浄化作用だけかというと、そういうこ

とではないので、必要なのです。どういう意味で必要かとい

いますと、都市の周辺の水は農業で汚くなります。それから、

都市から出る水は下水で当然汚くなります。相倒 ‖の水も、

これは上流たもう富■吉田から人間が生活しているところヘ

入つてしまうわけですから、どうしても人間で汚くなりま軌

だから、今は森林と同じきれいな水が都市の末端の川から出

ているところなどありはしないわけです,ということで、都

市というものを我尺がつくつてしまつたために、それが近代

化学工業の成果として無機肥は それが我々の生活を上げて

くれているわけですけれども、それを使つたためにどうして

も汚しています。生産活動すべてが汚す、人間の生活すべて

がこの水を汚す作用をしているわけです。そうすると、森林

から出る水胡可で一番鰤要かというと、洪水のためでも何で

もないて,きれいな水がそこにあるということです。

～森からの水で都市からの水を希釈する～

それで、人間はそのきれいな水をどのくらい必要としてい

るかということです。そうすると、上水として、人間は1日

大体 200～400リ ットル使つているのです。その水を平均的

に出す森林というのは、森林地が1人当たり大体 300～500

平方メートル必要です、きれいな水を出すという前提で。そ

の水を我長は使つて汚して、下水として流していくというこ

とになります。下水で処理しています。処理しても、どうし

てもそれは生物化学的な処理で 10ppmぐらいまでは落ちる

のですけれども、例えば河り||の環境基準ですと3ppmぐらい

になつてし嵌います。その差は技術でやるで,この差を技術で

やるというのは、下水道の人に間いたら、非常に大変だとい

うことです。ものすごくエネルギーを使つたり、薬品処理を

やつたり、非常に危ないところを渡つています。

ですから、これは、北人の総長をやつた下水の喘門家がい

ます力ヽ その人が3年前に書いたレボートに載つていますカミ

そのためにはされいな森林の水を持つてきて薄めるのが二番

いい方法だと、その人は提案しているんです,そうすると、

1	01Dpmま で落としたものを河川環境基準の31Dl)mまで落と

すのを森林からのきれいな水でやるということになると、3

倍の森林地が憑要です,そうすると、そのために大体 900～

1,000平米ぐらい必要になつて、トータルで1人 1,200～

1,500平方メートルの森林地が必要です,この数字をひとつ

ポッと推Nサていただくとすぐわかりますが、東京などはとて

もどうしようもなしヽ 自分のところで賄うなどということ|よ

10始の1も……・、森林面積は、多分 50分の1ぐらいだと思

います。日本全体の人□で害」ると森林地の半分がこの目的、

上水のされいな水を得るという目的と、それから下水で流れ

てくる汚い水を、何とかもう少し薄めて、lJ」えば海のことを

考えたら、それから下流の
'硼

‖のことを考えたら、きれいな

水がどうしても必要ですから、そういうことを考えると、日

本の半分の森林地はこの目的だけで必要です,ということで、

昔水源地ができた当日寺|よ この水源の森というのは、洪水だ

とか緑のダムということでできているわけです。それが、現

代は水源の森というのはされいな水を出すということでござ

います。

一言で言え|よ 森林は日本の山にはあるのが当然です。大

普は、例えば日本列島|よ 森林と、陸水の面、川の面と湖の

面と、それから少尺のアシだとかいつた革つ原と、山の上に

ちょつと本のないところがあつた。あとは全部森林があつた

はずです。今の植物の□]からいいますと。ですから、森林

はあって当たり前です:それを壊したのは我々人間であると

いうことです。ですから、あるということが前提です。そこ

で我ながいろいろな形に変えてしまつて人工林にしてしまつ

たのですtそれで、里山も私に言わせれば人工林なわけです。

決して自然のもとあった林などということではありません。

非常に手の加わった人工林です。19」え|よ クヌギという木が

よく里山で燃料こ回 ブ■ます。これも日本古来のものとは言

われていないようです:昔、中国の科学が朝鮮半島の端を伝

わつてきたクヌギであると言われているわけです:というこ

とで、非常に入つたものが今誠潔明 辺にあつて、その極が

スギ、ヒノキを中心にする人工林であるということになるわ

けです。ですから、それで森林の月間とのかかわりで|よ 人

間が破壊した歴史です1森林は、破壊したときに問題が非常

に起こるのです。今は 100%きれしヽこは返つていなしヽすれど

な 林としてはそれなりに返っているわけです。ですから、

私などが二研究者の目で見れ|よ 1,000年の日本の歴史の中

で、今日本の森林はある意味では最も豊かになつているとい

うことでございます。ただし、量的にはということです。問

題は、質的にどうかという問題に魂

～森の健康度を高める～

だから、その質を豊かにするということと、破壊しないよ

うにするということです,でも、今は、人間が音のように人

間の手で破壊するということは非常に少なくなつている。自

然の力で破壊するという可能|リカに常に強くなつているわけ

です。台風だとか、山火事だとか、これも人間ですけれど急

そういう形が多い。ただt破壊的に33く ならないように森を
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持つていくということであつて、森の健康度を高めるという

こと。それから、この森というのは水だとか上趙すのもので

はなくて、皆さんご存じのように、た<さんの生物がすむと

ころですから、生物が少ないと我反が思つたら、それを豊か

にしましょうといつたこと。鳥などが少なくなつているのは

現実なので、そういうものを豊かにしていくということだと

思います。あくまでも健康度を上げるということなのではな

いでしょうかЪ破壊につながるような行為帥 る。という

ことで、最後に、今の森林は水の質、きれいな水を出すとい

うことですtですから、あくまでもこれは森だけの話で、森

林の本の扱いがどうだということではないので魂 森林地と

いうことで、よく守つていただきたいということなのです。

実際 何を言うかというと、水を汚すのは人間なんです。

だから、森林地で水の汚れ― させないということです。

それから、その発生するものを持ち込まなしヽ 何を言つてい

るかといつたら、不法投棄などは維 Jこしてもらつては困り

ますと。それを守るのが新しい意味の水と関連した森林技術

者の役割だと私は思います。締 村輸 者というのは、この中

に何人かはおられるかなと思うのですけれども、昔から森林

技術というのは管理をする、守るということが技術の中の一

つだつたのです。非常に大きな仕事だつたので魂 明台の一

番初めの森林法という法律国可のためにできたかというと、

保安林をやるということです。保安林|よ 木を切つてはいけ

ないということです。それで、もう一つは何だといつたら、

森林警察権です。森悧こ入つて保安林を切つてしヽすないとい

ったって、生活が困ればみんな切るわけですから、それを守

って、させないということで、森林警察権と保安林と2つが

森林行政の基本だつたのです:今|よ 水が汚れないように何

としccもそれをやるというのが森林行政の基本にあつてい

いと私は思つているのです。だから、不法投棄させられたな

どという森林技術者|よ 私ははつきり言えばすンセンスだと

思います。絶対こそれはさせないということで、森本村り 上

流の地域|よ はつきり言つC卜流湧雌刃めら`お金をもらつて、

下水をよくするということです。だから、横浜の市民の人は

いるのですか。下流の人がいい下水をまずつくるというのは、

私は大反対です。上流の人の山本」のところから、一番下水を

よくすべきなのです。下流の人は少し我慢しなさい。下流の

人がやつてk上流で汚<出て、それはまずしヽ ますいという

のはだめです。ぜひこういうところを利用して、上下の問題

というのはそういうところにあるのだろうと私は思います。

下流から持つていつて上流で不法投棄、こんなものはすンセ

ンスですし、下水一つとつてもそういう問題がそこに絡んで

いると思います。

という意味で、最後には、緑のダムというの|よ 今は都市

の中に必要です。都市の中で木をできるだけ生やして、緑の

ダムをた<さんつくってくださいということが一つです。あ

とは、上流の水を汚さないようにしてください。森林|よ 健

康を維持していつてくださしヽ しかも、スギ 。ヒノキロサで

は生物の多様性は非常に低いですから、生物多様性というの

は一つの非制こ重要なことだと私は思います。何か参考にな

ればと目つておりま軌 (拍手)

○司会	ありがとうこさいました。体測こ基づいて、また歴

史も含めまして、日本の社会の反映としての森という観点で、

まさに流域協議会の課題をご提案いただきました。ありがと

うございました。もっとお聞きになりたい点はあろうかと思

いますが、パネルディスカッションの中に先生にもご列席い

ただきますので、その中でご質問等をいただきますように。

先生、ありがとうこさいました。G白手)

それでは、次のパネルディスカッションの用意のために5

矧まど休憩をとらせていただきます。(休憩)

◆パネル・ディスカッション

○司会	それでは、パネルディスカッションを始めたいと目

います。壇上にいらっしゃいます力ヽ 大月市のお隣の都留市

にお住まいの篠田さんにコーディネーター役をお願いしてお

りまして、進行役は篠田さんにお願いしたいと思いま魂 そ

れで|よ 篠田さん、どうぞよろしく……。

○篠田	皆さん、こ湖こち|&ノ ヤネルディスカッションの司

会を務めさせていただきます篠田といいます。よろしくお願

いいたします。正味1時間程度の短い時間ですので、早速デ

ィスカッションの内容に入らせていただきたいと思います。

まず、本日のパネラー
ー

をご紹介したいと思いま或

詳ししⅦ各歴につきましては皆様のお手元のノヾンフレットに書

いてございますので、ここではお名前と所属だけこちらから

ご紹介させていただきたいと思います。

まず、私の隣が、改めてご紹介いたしますが、塚本先生で

ございます七日本大学教授をされております。そのお隣が、

NPO法人よこは意里山研究所理事上屋真美子さんです。

G白手)そのお隣がt山梨県上鰤原町市卜野原」蒔牧校長下

)鞭幸さんでございます。G旺つ その納 t	NPO法人緑

のダ劇 跡勝専移理事。事務局辰石本」到二さんでございま魂

G白手)それからもうお一方、六月岩殿 。森つくり会代表、

そしてこの協議会の代表幹事もされております河西悦子さん

でございます。(拍呼)

この会は、桂川 。本副瓢||)稲或1機会という名前ですが、協

議ばかりしていてもしようがないという話もありまして、今

日はパネラーの方はなるべくこの流域で実践活動をされてい

るんを中由に選んだと間いております。その中で、実際に活

動する中で見えてきたことですとa言腿 とか、問題点とか、

そういうことを中心にいろいろお話をして、またフロアの皆

さんからも積極的なご発言とか、また提案とかをいただけれ

|よ フト常にいいデイスカッションになるかなと思つておりま
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す。こちらから順番に、皆様パネラーの先生方の実際の舌動

について、5分から6分ぐらしヽ ちょつと短い時間ですけれ

ども、紹介していただきたいと思います。それでは、土屋さ

ん、よろしくお願いします。

★よこはま里山研究所の活動紹介

○上屋	今ご紹介いただきました、よこはま里山研究所の上

屋といいます。お手司こ緑色のうちのバンフレットを入れて

いただきましたので、中身についてはこれをごらん<ださしゝ

私たち|よ よこはま里山研究所が正式名称ですけれどt愛
称をNORAといいます。これは、野al■事からとつたノラ

で、NORAという名前をつけておりますけれども、そうい

う形のものを 1999年に団体としてはつくりました。ですか

ら、とても新しい団体です。これ|よ 横浜市という行政区に

こだわるというわけではないという意味も含めて「よこはま」

と平仮名にしています。横浜を中心とした神奈川県全域での

活動を一応ターゲットにしております。

～里山を市民の手で守る～

目標といいますか、大体NPOというのはミッシ∃ンがあ

りますので、ミッションを簡単にご紹介しますと、それは現

在残されている里山を市民の手でよりよい状態に守っていき

たいというのが非常に大きなミッションで曳 それで、今日

並んでいる中では一番下流城ですけれども、横浜で里山とい

うと、ここら辺にいらつしゃる方はそんなに違和感は持たれ

ないかもしれませんけれど急 ほかの地域、例えば関西など

に行つて、よこはま里山研究所ですと言うと、非常に違和感

を持たれまして、横浜というと非常に都会的なイメージがあ

る それと里山というのが全然結びつかないといつたことを

言われたりします。ただ、現実に|よ 横浜には非常に少ない

のですけれども、里山つぽいところが残されていま或 それ

|よ 無理やり行政がかなり頑張つて残してきたというのもあ

りますけれども、横浜市には市― という制度があります。

これは地権者さんと契約を結んで 10年契約で借りていると

いうものなんですけれども、30年以上前から市民の森制度と

いう制度をつくつています。それからもう一つ、ふれあいの

樹林という制度がありまして、それも地権者さんから借りて

いるという形です。というのも、大体大都会の例こ漏れず、

特に横浜というところは東京のベッドタウンですので、もの

すごい勢いでスプロール現象が進んで、緑地があっという間

に消えていきました。それに何とか歯どめをかけなければい

けないと思いました。ただ、横浜になつてしまうと非常に地

価が高い。それを行政が買つていくのはとても無理というこ

とで、では地権者さんと契約をして、ある程度税金の優遇措

置をご提乗9るという形で借りるという形で残していくい 、

横浜の市民の森制度です。そういう制度ですとか、もう一つ、

横浜に1測皓Ю 方に港北ニュータウンというところがありま

して、そこは非常に大規模な開発地ですけれど急 そこなど

日開発する際に無理やり 20%は緑地を残すという形で残し

てきたという経緯がありますtですから、非常に少ないとは

いえ、無理やりの形でも残してきた緑地というのが横浜には

存在しています。

ところが、先ほどの塚本先生のお話にもありましたけれど

急 今横浜で問題になつているのは質の問題で魂 これをほ

うっておいたら荒れてしまう。特に市民の森というのは 30

年前にできた制度ですので、地権者さ肋 リト常に高齢化して

おりまして、手入れをするのは無理という状況もありますし、

あと、非常に私有i也も6、えてきているという状況もあります。

そこで目をつけたのが、横浜の‐番大きな資源というのは、

350万人の住民で軌 あるアンケートによりますと、時腱行

政がアンケートしますけれども、その中にちょつと森に関し

ての言葉を入れておいたら、「横浜に残っている森に非常に

親しみを覚える」というのが9害」程度、その中で3害」ぐらい

が「もし機会があつたら手入れをしてみたい」と答えたんで

す。今横浜は350万を超えましたので、単純計算しますと、

100万人も潜在的なボランティア人□がいるということにな

つて、これ日可とか使おうと考え始めて、横浜市では 10年く

らい前にそういう森づくりのボランティアというのを組織化

してしまつて、主催者が全音随確Jを見なければしヽサなしヽ し

かしボランティアには来る人がいても、参加者の程度にしか

ならない。それではいつまでたつても自立してもらえないの

で、ボランティアを育成するのではなくて、ボランティアの

集まりである国へ つまり最近はNPOと言いますけれど急

NPOを育成した方がいいだろうということを考えて、現在

の横浜市の施策として|よ 団体を育成する、団体の立ち上げ

を支援して、それで可か問題が起こつたら、そこでサポート

するという形になってきていま魂

よこはま里山研究所|よ 以前から横浜市などと一緒になっ

てそういう組織化のおヨ云いなどをしてきました。ただ、N

POですから、行政と同じことをやつていると単なる外郭団

体になつてしまいます。我長は具体的には森の手入れに関す

る人をS、やしていくということをやつていて、それをできる

だけ地元の、地域の森を地域の人で守るといつ日士組みをつ

くるということをやつていま魂 それから、いろいろな情報
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提供をして、それはホームページですとか、いろいろなサロ

ンをやつたりとか、シンポジウムをやつたりとか、そういう

ことをしています。

～政策提言活動として、県産材の活用～

それから3番目に、NPOの非常に大きなポイントであり

ます政策提言活動をしていま或 今やつている政策提言活動

の一つは、できれば県産材なり、あるいは国産材を使うとい

うことをいろいろな形でPRしたいと悪つています。私は特

に、横浜ですとかネ嚇劉‖みたいなところで森づくりのボラン

ティアをするというの|よ 手を育成するということよりも、

できれば肖費者を育成したいと目つているんです。というの

|よ 森の手入れをすることによって、森が荒れているという

のを実際にわかつてもらう。同で荒れているのかと考えてみ

ると、それはいろいろな木などが使われなくなつてしまう。

それが多分、極端な話をすると、さつきの塚本先生のお話に

あるようなはげ出になつてしまうと思いますけれども、今の

質の面ではとてもそこまでしめ な`くて、できれば手を使う人

をふやしていくというのが、大都会でやつている森づくりの

ボランティアの非常に大きな目的ではないかなと目つていま

す。その辺でことし|よ 建具屋さんと組んでこういうイベン

トをやつて、できるだけ国産材を使つた建具をつくつて、そ

れをみんなに見てもらうといつたシンポジウムとか、展示会

とかをやつています。またうちの事務所の中に神奈川森林エ

ネルギーエ房という団体があつて、バイオマス利用を今進め

ていますけれども、そういうところとも一緒に組んでバイオ

マス利用を進めていくといつたことをいろいろな形でご提案

していくというのがNPOの大きなミッションの一つかなと

目っていま或

○篠田	ありがとうございました

このディスカッシ∃ンの進め方ですが、最初に一通リパネ

ラーの方のお話をいただいた後こ、まとめてフロアの方から

ご質問を受けたいと目いますので、そのように進めたいと悪

います。それで|よ 下澤さん、よろしくお願いします。

○下澤	翌野原小学校の下澤でございます。学校でしている

森づくりということ、森とのかかわりはどういうものかとい

うことを、最初の調ま3つに分けてご紹介したいと思いま或

最初|よ 本校でもりづくりに取り組むようになつたわけ。2

つ目|よ その森づ<りに取りかかるに当たって、どのように

整備を進めていくのかということです。それから3つ目は、

具体白釧こ今どんなことをしているかということをお話しした

いと目います。

★上野原小学校の活動事|夕」

私の学校のある上野原町というのは、山梨県の中では一番

東側ですが、相模湖から見るとちょうど真西に当たる地域に

ございま或 本日模湖の上流に島田湖という関連の人道胡があ

るわけですけれど急 その島田湖のすぐ上に上野園駅があり

まして、上野口駅から歩くと30分ぐらいかかるら学慟の森の

あるところまでは1時間ほどかかりますでしょうか。そうい

うところに位置しております。

～ノヽ重山を総合学習の拠点に～

実|よ 私の学校の森にはハ重山という名前がついておりま

す。今からおよそ70年前、1929年になりますけれど急 水

越ハ重さんという方が当時の上野原Jヽ学校に、学校に役立て

てくださいということで、約30ヘクタールの山を寄附してく

.ださつたそうです。これがそのまま、戦後のいろいろな経過

1譜さんご存じだと思いますけれども、ご多分に漏れず手つ

かずになつておりました。そこで、これもまた皆さんご存じ

のことかと思いますけれども、この4月から全国一斉に学校

で教える内容が大幅に変わりましたので、その内容に合わせ

て使えないものかということを私は考えておりました。学校

で教える内容を教育課程と言つておりますけれども、その中

に今年度から総合的な学習の時間というのが設置されました。

国語とか算数とか、従来あつた教科の枠にとらわれ引こ、子

供の興味や関bを大切にして、しかも地域の特色を生かしな

がら、その中で生きる力を育てるというのが総合的な学習の

時間というわけですが、大変欲張りのB舗攣D垢鐘 されました

幸いなことに、昨年のうちに、今年度平成 14年度に緑の募金

事業から約50カ円いただけるということが決まりまして、具

体的に学校内で検討を進めてきました。そして、年度が改ま

りまして、実質白Jこ八重山を管理していただいている上野原

町財産管理会から100カ円の助成も決まりましたので、そこ

で新たに教育計画や整備計画を手直しして始まりました。

2つ目の話に移らせていただきます。では、どのように整

備を具体自創こ進めてきたか、について説明しま魂 整備の手

始めに、八重山が子供たちの学習にどんな教材として役に立

つか、どのようにしたらいしめ と`いうことで、植林の専P]家

の方、動物や恒物の研究者琉 、それから里山遊びを指導な

さつている方等長においでいただきまして、具体的にノヽ重山

を歩いていただきながら、どこに道をつけたらいいか、どの

本は切つたらよいのか、あるしヽまどの地1或は残した方れ いヽ

のか、動物観察の地上或にはどういう地域を指定したらいいか

ということを決めていただき、ご意見をいただきました。そ

の結果を学校内で協議しまして、4つのゾーンに分けました。

それ|よ 遊びのゾーン、学習のゾーン、植樹 。育樹のゾーン、

憩いのゾーンといつた形に分けまして、森に親しみ、森を育

てる教育に取り組むことにしました

～森に親しみ、森を育てる教育～

私|よ 森を育てるという活動とともに、森に親しむという

活動を重視しています。今年は5年生、6年生だけの学習で

したけれども、来句曳から|よ 3年生は森で遊St	4年生か

らは森から学St	5聟荘か らは森を育てる活動を準備してお
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ります。ご指導いただきました専門家の皆さんには、八重山

教材化委員会という名称のもとに随時おいでいただき、八重

山の整備や教育計画の立案等へ助言をいただき、引き続きご

指導をお願いすることになっております。また、授業等の学

習内容に応じて、子供たちの指導にもおいでいただくと、こ

のようにお願いしております。

実際に整備作業に着手してから、北都留森林組合の皆さん

に大変お力添えをいただきました。山にマツクイムシのため

に枯れてしまった松が大変たくさんありましたので、それを

まず倒していただき、そして刊共たちが入つても安全なよう

に切つて積み重ねていただくといつたことがありましたし、

それから、ハ重山といいましても荒れ放題ですから、全くの

やStの中でした。したがつて、新林道の整備もしなければな

りませんでしたし、公道は八重出に行く途中で切れておりま

したので、個人の山の地主さんに、そこへ入らせていただく

ような手だても講じねばなりませんでした このようにして、

おおよそ木が植えられる地ごしらえが終わつたのは 10月の

半ばを過ぎたときでした。このような作業が進んでいる段階

で、財国法人オイスカの方たちほか大勢の方腱からご助力の

申し出もありまして、11月 11日、6年生が卒業記念という

ことで 150本の本を出に植えることができました。今日皆さ

んのお手元に資料の中にカラー刷りのこういうものが入つて

いるかと目いますが、これがそのときの様子でございます。

このときのことにつきまして、簡単にご紹介させていただき

ます。

最初にお話したいことがあります。」時率め ら`1調見地が遠

いものでして、中学校のすぐそばですから、中学校の前に子

供たちが集まりまして、ご指導をしていただく皆さんと初め

て文」面いたしました。そして、ご指導に来てくださつた方は

およそ60名でした。子供たちは 110名ほどです:そして、

苗木 150本をそれぞれ子供たちが持ちまして、山の中へ入つ

ていきました。これは、現地で苗木を分けて持つていく場面

の写真でございます。予定してある場所へ10人 1組のグルー

プこなりまして移動しまして、それぞれが植える場所に穴を

掘つています。見ておわかりかと悪いますが、皆さんのお手

九の写真にもありますけれど急 大変な急斜面です。実際に

活動に入るときに|よ 財団の皆さんからも、教育委員会の方反

からも、こんなところに小学生を入れて大丈夫かといつたご

心配やご指示もたくさんいただきました。女の子でもこのよ

うに一生懸命熱心に掘りまして、ほ1訓‖罵周に進みました。

これ|よ 皆さ調 貝Jこ 3番という名札をつけた方がいら

つしゃるのがおわかりでしょう(,指導者の方も60月まど来て

いただきましたので、グループごとに子供たち 10人に1人に

あらかじめ分かれていただきましたので、それがわかるよう

に名札をつけていただいたところです。おかげさまで無事終

了しまして、現地では1カ所に集まるような広いスベースは

ありませんので、最後は各クラスごとに分かれまして感想を

聞き合つたりしたわけですが、後ろの方に座つていらつしゃ

るんがご指導してくださつた方です。このクラスの終わりの

会で|よ 何か次々に、ぜひ感想を述べさせていただきたいと

いうことで、ご指導いただいた方やボランティアとして作業

に加わっていた方が5人もお話ししてくださつたとかという

ことを聞いています。大人にとつても子供にとっても大変す

ばらしい1日であつたようです。時間が来ましたので、続き

の話はまた後まどさせていただきます。ありがとうごさいま

した。G餞喜)

○篠田	ありがとうございました。引き続きまして、石村さ

な よろしくお願いします。

☆緑のダJ跡目模の活動例

○石本」 こんな格好をしていますけれども、実は今日山作業

がありまして、早朝に参加してきました。だから、こんな格

好をして来ております。

今日は私、何かすごくうれしいです。ネ軽割|1県からバス2

台に乗つて見えたという話で、実1払年のシンボジウムでは

これの半分以下ぐらいの方が来ていて、今回は倍ですLそれ

から、やつはりここに来ていらつしゃる方反は、オピニオン

リーダーだと悪います。だから、1人の方が 50人も 100人

もの力がある方寂だろうと悪え|よ ここは立錐の余地もなしヽ

そのような印象がありまして、それもまたうれしい。それか

ら、神奈川県庁から何人も来ています。課長さんやら、参事

宮とか、かなり上のクラスの方』可人も来ていらつしゃる。

去年は1人もいなかったという感じで、これは大変なものだ

と。それから、まだまだあります。相模湖の電□町長と大月

市長が同じ壇上で並んでいるという。できれば来年あたりは

神奈川県知事と出梨県知事がここで並んでくれればいいかな

と、そんなこともあつて、相模原市のJり |1市長からも馴励の

電報が来たということで、たくさんのことから去年とことし

は違うなという印象を受けています。

～とにかく休まなしゝ 継続は力～

私の活動ですカミ 3枚目の白いものですが、これは大分は

しょつて話しますボ 現在は相機胡の樹 JO。 嵐山の森という

ところで、62ヘクターノ反 約 20万坪、もう山一つですが、

そこは非常に立派なご理解のある山主さんが「もうおまえさ

んに任せた」というような感じで、森林整備をやらせていた

だいていま或 私たちの舌動は 1"8年の 11月からですから、

今 12月ですから、ちょうど5年目に入るところです。こ鑢

とにかく体まない、継続は力ということで、嵐でも、御風が

来て急 それでもやつた。それは甚だ危険なことがあって、

途中でちょつと軌自修正もしましたけれど急 実はきのう第

1土曜日の作業、今日は第2日曜日で小原本陣の森というと

ころに 10人ほどがこういう格好で今山に入つて一生懸命作
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業をしています。私もきのう仲間たちと、欠頂本という頭の

飛ん林 それから立ち枯麻 そういうものを約80本ま

ど切つて森に倒してきました力ヽ それはまた使えるように段

取りをとつていきます。私どもの活動|よ そこに書いており

議す力ヽ 森林整備、これはかなリプロ顔負けというような感

じの作業をいたします。それと、炭焼き班もありますし、造

園班もありますし、いろいろなものがあります。そこに書い

ておりますように、鋼 ま多様性といいますから、ありとあ

らゆる森林に親しむことをやつてみよう。その中から何か新

しい森林産業が生まれてくればいいなということで、実は一

ユ ニつその産業が生まれかかつておりま或 ついこの間、

神奈川県の応から上下交流事業を一緒にやろうじゃないかと、

これは企画部の方から言つてまいりました。それから、環境

農政部の方から、今日ここにもその近所の方が来ていらつし

ゃいますが、ここ1訓可か森林にかかわる事業を―緒に考えよ

うではないか、そういうとてもありがたいというか、うれし

いようなお話をいただいております。

私どもは、5年前にある機会から世界自然保護基金という

ところと矢□り合いまして、そこで国際FSC認証の森という

ものがあると。	FSCといいますのは Fottg	s"wardshlp

Qunc」、森林管理1競議会ζ刷舗吾です八 そういうものがある

と。それは非常に森林と調和した仕組みであると聞きました

ので、それを目標に活動しようということにしておりました

が、去年の5月から実際にそれを行動に移すということで、

認証機関と言薦正審査員と東京農業大学あたりから指導を受け

まして立ち上げることにしました。実はきのう、その認証の

推進班を結成したところです。今2年目で、あと3年ぐらい

かかるかと思いますが、先ほど山梨県ではこの 12月に予備番

査を出したと。すごいなと。私どもは市民団体ですから、相

当切り□が違いますが、なぜそういうことをするかというと、

空気、水はすべておXのものだから、何も行政とかそういう

森林業者に任せておくわけにしいないというので、市民だか

らこそやるべき問題が幾つかあるということで、取り組んで

おります。とにかく5年かかつてやるかということで取り組

んでおります。

それと、私どもはいろいろな問題にSiつかりますが、私ど

もがぐらぐらしないの|よ 最後に書いていますように、一つ

の理念を持つているわけです。環境破壊、自然破壊、森林破

票 そういう負の還産を、子孫に残してはいけないという考

えんが基本にありますtですから、いろいろな問題があつて

も、すぐ原点に戻つて、収れんしてしまいます。そこで、い

つも風でも雨でも休まずということができております。

～流域材を活用する運動を起こしたい～

先ほど里山研究所はなかなかうれしいことを言つてくれま

したな 県産材を使おう、流域材を使おうと。私どもは、と

にかく流域材を使つてどんどん横浜 東京あたりに家をつく

って、そしてお金を森に変えさせ劉士組みをつくりたいと思

っています。それと、何だか建具組含とものをつくつて展示

したいというあの本|よ 私たちの森から行つた本なんです。

うれしいですcよこはま里山研究所と仲よくしていきたいな

と。それと消費者運動も立ち上げるということなんですが、

その裏のページにちょつと入つていただすますか。そこに、

実は私ども|ま肖費者運動を立ち上げようということで、こう

いう図圃をつくつて、ここに来ていらつしゃいます川崎 。横

浜 。湘南水源の森を守る会などとそこの隅つこの方にちょつ

と書いてありますが、実はここに湘南の池田さんと兼松さん

も来ていますし、それから司会で横浜の牧島さんですが、こ

ういう方反嶽 上流と下流の認識がずれてはだめなんだと。

同じ視線で、同じテープルで、同じ体験で、同じ価値観でも

のを考えないと、それはなかなか難しいということで、今日

はとにかく横浜からこんなにたくさん来てくださつていると

いうこと|よ 本当にすご<前進だと。それから、さつき塚本

先生が、ごみは上流をきれしヽこしないとだめとおつしゃいま

したけれども、本当にそう思います,実は、相模湖にた<さ

ん流れ込んでくるごみ|よ かなりの部分が上流から流れてく

るのではな<て下流から流れてきているんです。ペットボト

ルとか発泡スチローノ眈 そういうご期 を山とかダムヘ

捨てに来ているところもあります。そういうことから、やは

り下流の方々は、上からごみが流れて<るとだけ層わないで、

ちょつと視点を変えて考えてもらいたいというところもあり

ます。

私どもは相模湖ですから中流ですが、上流 。中流 。下流が

みんなで一緒になつてやつていかないとだめというい 、こ

の一番下の蜜蜂の巣みたいに、これは都市住民、山間地住民

それから塚本先生のような大学の先生も、企業、最近企業が

いろいろ広告しておりますが、広告だけではなくて本当に行

動に移してもらいたいという声もかけています。それと、や

はりこういうのは行政急 でも行政だけではなくて、立法も

司法も全音防 か`わつてこないと、それは無理と。森林という

のはそういうものだなと悪つています。そんなことでよろし

くお願いします。GttF)

○篠田	ありがとうございました。河西さん、お願いします。

★大月岩殿・森つくり会の活動例

○河西	私は、桂川 。相模川流1或協議会に発足当初からかか

わっていまして、川の問題を考えるときに、ここの六月が私

の地元ですので、そこで川の問題を考えると、いや応なく山

の問題を考えざるを得ない。皆さな 来てみていただいてす

ぐわかったと思いますけれども、もう駅を降りれば山がすぐ

目の前に迫つている、そういう土地柄です。87°/Omを抱えて

いる六月市ですので、また山梨洲まとんど似たような状況を

樹 |1流域に持つていますので、川の問題 水質の問題を考え
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ていくときには、同時に山の問題を考えるという視点を持た

ざるを得なかつたんですけれども、そういう中で登山したり

する方とか山の林業従事者の向から山が荒れているという話

をよく間きました。特に民有悧ま、今手入れをしたくても、

するとお金がかかつて赤字になつてしまつてどうしようもな

しヽ だから放置状態だという認よ、いろいろなところから間

いてきました

～年一度のイベントから定期的な森づくりに～

そういう中で、一応流域協議会も山の手入れという形で、

植樹とか下草刈りという事業をイベント的に1年に1回とい

う形でやつてきたんですけれども、それはイベントにとどま

ってしまつていました イベントにとどまつている状態だと、

なかなか本当に出を支えるという形の輛動にはつながつてい

かないと思います。そういう問題意識を持ちながら、市民と

してどういうことができるのかということで、協議会の中で

も森の導PttБ会でも先行して考えてやつてきたんですけれど

な 議論の場では実際的な行動に結びついていかなかつたの

です。

そういう中で、昨年このお隣の石村さんがシンポジウムの

パネラーとしていらっしゃつて、そこでの出会いをきつかけ

としていろいろお言舌を伺う中で、まず山に入つてみなさいと

いう提言をいただいて、ま●Lbに入ることから始まると。そ

ういう中で、実際に荒れた森、手入れのされた森を自分の目

で見てみたときに、今の日本の里山、特に人工林は、手を入

れる必要があると。その手を入れるときに、プロの方たちに

今まで全面白]こ任せていた現状だつたと思いま或 今、森林

ボランティアの形で、相模湖でNPOとして緑のダJ跡目模

のように、市民が主体酬こかかわりながら、山の呆全の支援

ができるということを矢]りました。とにかく自分も行動して

みようということで、前々からこの大月の地元で、大月短大

の地域ゼミというところなどでもそういう六月市の山の保全

の問題などを取り上げていますので、そういうところのメン

バーとか、J跡目模の方から支援いただく形で、この4月に大

月岩殿・森つくり会という形で始まつたばかりです。現在で

|よ 名称が大月森つくり会となつていますが。

私たち、一応県有林がこの地域にありますので、県有林は

それなりにプロの方たちがかかわつて保全している現状があ

りま魂 民有林が今一番お金にならないという大きなハード

ルがありまして、手をつけていなしヽ現状をすごく抱えていま

す。そして、細長とでも手入れをしてきた、山を頑張つて守

つてきた方たちもいますけれども、そういう方たちが高齢化

してきている。そして、大月の山|よ 見てくださるとわかる

ように、非常に急峻です。なだらかで広範に機械を入れてど

んどん伐採したりすることなどは不0硝
『

0九 木を切り出す

ことにも大変困難な状況を抱えています。

ではボランティアとして何ができるのかという部分で非常

に悩みながらかかわつてきたんですけれど急 その辺も実際

に相模湖でボランティア舌動を活発に展開されている様子を

目の当たりにしたときに、とにか<山にかかわってみる、そ

の中でプロ級の仕事をなさる方もいるけれども、本当にささ

やかな活動かもしれませんが、子供さんも山にいてかかわる

形の活動をしているもそういう状況で、とにかく山に目を向

けさせることが、一番今の私たちができることだろうという

ことで取り組み始めました。今ここにも来てくださつていま

すけれどu地 元の六月短大の学生のグループの人たちがま

ず若いエネルギーでかかわつていただいていま魂 そういう

中で、今度はよこは讀水と森の会の方長、流域協議会のメン

バーの方たちで、地域協議会の設立も視野の中にもつて準備

している会ですけれどuそ れが上流部の森づ<りを支援し

ましょうということを会の趣旨に記載して、継続してこの私

たちの大月の森づくりにかかわつてきていただいています。

そういう中で、先ほどの上流と下流がともに一緒になつて考

えていかなければならないということな ささやかですけれ

ども、この4月から始めた1詢りです。

～都市部との連携で水づくり、森づくりを～

私|よ 森の手入れとが可とかといつても、まるつきりの素

人です。これまで森に入つたこともなけれ|よ 本を切つたこ

ともありませんでした。そういう私で何ができるかなと。私

ができることは皆さんccきるんじゃないかなと思つていま

す。今一番必要としているの|よ 森の実際的な手入れ|よ や

はリプロに任せなけれ|おらない部分もあると目いますし、

市民でどれ趙サのことができるのか、それもきちんとわさま

えながらやらなければならない部分があります。森の手入れ

というのは非常に危険な部分もありますので、そういうこと

もきちんと考えていくべきことと思いますけれども、ただ、

市民でなければできない分野というのもあると思いま或 そ

ういう意味では、矧まどからパネラーのところで出ている消

費地と結びつけること|よ 行政任せとか事業者任せだけでは

なくて、市民がかかわることでダイレクトに上流と下流を結

びつけることもできますし、矧まど石村さんが言つていまし

たように、横浜・湘南 。り|1崎というところの消費地の人たち

の舌動と中流或 _E討勅 森づくりの活動とがつ現実に結び

つき始めています。そういう中で、一つには材の溜 ■ 流域

材としての流れをもう一回呼び戻して、それをすることで上

流部の森にいろいろな意味でお金としても返していける、そ

ういう仕組みができることで森をもう¬ 曳生き生きとさせる

ことができる。森にかかわつている、従事している人たちの

誇りを持つた活動を支援していくことができるんじゃないか

なと期待しているところです。

あと―つ|よ 今、六月短大― さんに一緒に担つていた

だいているということをお話ししましたけれどな そういう

環境の教育というのは非常に重要だと思いますので、今ここ
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のパネラーにも上野原小学校の較長の下澤先生にも出ていた

だいていますけれども、上貌 よヽ学校での環境教育、総含教

育の実際の発表の場を見せていただきました。その一端を下

の2階のところに展示してありますけれども、子供たちは、

小学生ですけれども、非常にすばらしい発想で、自分たちで

調べて行動してかかわつて展示しています。あと、その隣の

東桂中学で、たまたまちょつと総合学習でかかわらせていた

だきました。水の問題で、東桂は非常に湧水のきれいなとこ

ろです。でも、されいな水を使つている人が下流の水に思い

をはせるという、それをいかに気づいていただけるかという

ことで、この会場に来ている方にもご協力いただいて横浜 。

平塚の水を送つていただいて、その湧水のきれいなところの

子供たちに飲んでもらいました。まず実感として、自分たち

の飲んでいる水は普通だ、横浜の水はまずいという表現で、

ほとんどの子供たちがすぐに言つていました。そういう中で、

それを学園祭の中で1学年総出演の形で文化祭の発表をして

いただいた一端を下に展示してありますけれども、そういう

形で、子供たちとも結びついた形で、これからは環境の問題

森の問題もつなげていきたいなと考えています。ぜひ、今日

のこのシンポジウムが現実的な行動に踏み出す一端になれば

いいなと期待しております。(拍藤)

○篠田	ありがとうございました。

かなり短い時間で日ごろの活動を紹介していただくという

ことで、かなり無理なお願いだつたかと思いますけれども、

今、4人のパネラーの方から紹介していただいた中で、幾つ

か共通するキーワードみたいなものがあつたと思います。ま

或 例えば森づくりは、市民でしかできないことがある一方

で、7EDに任せるべきところはプロがやるべきであるという

話もあり、また市民としてできることというの|よ 直接森づ

くりの活動をするということもあるんでしょうけれど急 森

ccきたいろいろな生産物を使うというか、消費者を育成す

るというお話が上屋さんからございましたけれども、そうい

うかかわり方もあるのではないかというご指摘があつたかと

悪います。一方、石村さんとか、下澤さんもそうでしょうけ

れど急 いやいや、市民だつて高度な森づくりの活動はでき

るよ。多様覆舌動もできるし、石村さんからはさらにもつと、

空気や水は別にだれのものでもなくてみんなのもので、もつ

と行政も事業者も何もなく、流域で連携していつたらどうか

と、非常に夢のあるビジヨンをお示しいただいたと思います。

それではこれから、今のパネラーの方のご説明と、矧憲ど

の塚本先生のご講演の内容に関するものも含めて少し、会場

の皆さんから質Po3等をお受けしたいと思いますので、質問が

ある方は挙手をして、お名前と所属を言つてからご発言をお

願いしたいと思います。それでは、どなたか、ご質問とかご

意見とかございますでしょう規

◆フロワーからのご意見をまじえて。・・・

〇河西	私|よ 1」 ‖。東部地域協議会に所属している可西で

魂 私がこの運動を始めたの|おから20年前ほどです。相模

湖ダム水資源保全連絡協議会で、神喩川県の知事とかいろい

ろお会いして活動していました l・」‖をきれしNこする会の会

長の故丼上先生とa何 人かもう亡くなってしまったので、

RILしてしまつた団体でございます:私も、桂川 。本辟割|1流

域協議会という大きな団体ができて、一生懸命皆さん頑張つ

ているのを知り、そういう中で今、塚本先生が最後の方でお

っしゃつてくださつたので、下水道は上流を重視すべきとい

う話は大変うれしかつたです。というのは、上流に住んでい

る私たち|よ 下水道工事が今かなり始まつています。その始

まつた工事cは市民難 かかなり大きなウエートを占めてく

るのではないかなと思われます。行政と市民との間のつなが

りが、はつきり申しますと、大月の場合でも余りよくないで

す。細かなデータなど、なかなか市民□情報公開がされてい

ないという現状でもあります。その中で市民がどういう運動

をしたらよいかということを市民の方及に我々は先導的に言

つているのですけれども、変わり者がやつているぐらいしか

市民は受け取らなくて、市民負担がいかに多くなるかという

ことの基盤が全くわからなしuノ礎詢市民の中にあります。

もう一つ|よ これl― なことになるんですけれど急 先

ほど上流、下流の問題でお話ししましたけれど急 上流の私

たち|よ この ‖をされしヽこする運動を一生懸命やつておりま

魂 そして、はつきり申して品がけです。と言つてもこれば

かりは皆さんわからないと思います:ちょつと私もかかわつ

ているものを公開します。産業廃棄物等が捨てられまして、

朝日新間の記者が追つていまして、そして毒団子で朝日新間

社の記者の大が殺されたケースがあります。それはだれが殺

したかという具体的なことはわかりません。私も交通事故に

時々遭いました。そのような状態があるということも六月市

の一つであります。その中で市民がどのような運動をするか

という、運動の非常に難しさがあるわけです:それを皆さん

に理解しろと言つても、ここにお集まりの方長はそういうこ

とがわかった上で集まつているわけではありませんけれども、

ひとつ学識経験者の塚本先生のご意見を大きな声でまた皆さ

んにこれからも発表していただきたいなと悪つております。

○篠田	ありがとうございましたく〉1可人か、質問 。意見を聞

いてからまとめてまたパネラーの方々にお渡ししたいと用い

ますので、どうぞこの機会1己 牛寺に神剌 ‖の方は大月までせ

っかく来られたんですから。はしヽ どうぞ。

○倉橋	私|よ 本目模原市から参りました、婦 ‖・水辺の森の

会と婦 ‖・縄文の谷戸の会という2つの会を今現在並行しな

がら担当しております倉橋と申します。下澤先生にお間きし

たいなと思つております,私も十数年こういう活動をしてい
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るんですけれども、かなりl」 l学校、中学校、環境学習という

ことで、大分以前から学校に出向くことが多いのです。ただ、

総合学習の中で位置づすがあるものですから、フログラムの

中のスポット的に、ここだけお願いします、ここを説明して

もらえればいいですという形で、要するに流れといつたもの

は全く私の向には来ないで、一部だけということが多いんで

魂 そういうことをしていますと非常に感じるのは、本当に

これが継続してやつていける状況になつていくのかなくその

年だけで終わつてしまうんじゃないかなということをとても

危瞑しています。矧まど先生のお話を伺つて、とてもすばら

しい活動をしていらっしゃつて、学校全体でとても大きな活

動をしていらっしゃるなと。地域も巻き込んで、地域のかな

りの方たちの支援をいただいてやつているところで、それを

実施していくときに、校長先生の手腕でやつていらっしゃる

のか、学校全体のそういう言ゴ凡 ろヽいろな形で先生方からも

出てやつていらっしゃるのかということにとても興味を持ち

ましたので、その辺を伺いたいと悪います。

○篠田	もうおひと方ぐらい受け付けます。はしヽ どうぞ。

○小山	六月 。森つくり会の小山といいます。さつき,」四さ

んの紹介にあつたように、六月短大の学生です。上屋さんに

質問します。先ほど消費者の育成に力を入れているとおつし

ゃつたのですけれど急 現実問題を考えたとき、外材が入つ

てきたりなんかする影響があつて、間伐材J吏つて机だとか

椅子だとか、そういう商品をつくつていこうとしたとき、消

費者からすると、すごく値段が高いじゃないですか。例えば

ホームセンターなどへ行つたときに、同じような机だとかい

すだとかが半額ぐらいc売つていたりすると、どうしてもそ

ういう方を買つてしまいま或 だから、その辺、どうやつて

間伐材を流通させるというか、消費者の育成を定着させるか

ということのノウハウというか、僕ら六月・森つくり会でt
今はまだ)護訓が義くて、間伐の仕方とか、その辺の段階です

けれども、事業者の方との協働として活動を広げていきたい

ので、そういうノウハウが知りたいのですけれども、お願い

します。

○篠田	それでは、まだご質問があろうかと目いますけれど

急 今3人の力からご質問がありましたので、それをバネラ

ーの先生方からお答えをいただきたいと悪います。それでは

雨睾先生からお願いいたします。

○下澤	特別なこと1訓可もありません。人事なこと|よ 学校

の近くに子供が入れるフィールドがあるということで魂 そ

れから、たくさんの応援団の方が必要ですから、そういう万

たちが入られるということ。一番人事なことですけれども、

そのことをしたときにそれに見合つたロサの教育効果が得ら

れるかということなんです。6年生は本校では、文部科学省

が示されている基準時数 915、 これは教科の基準時数ですけ

れども、学校競争が入れば、私の学校に限らず 1.000単位8寺

間内外の授業をすると層います,その 1,000分の6を、山に

子供たちを入れようとすれ|よ それに見含うかどうか、そう

いう効果が得られるかどうかということになるかと思います。

この山のことは決してうちの学校で独立してやつているわけ

ではなくて、ほかのさまざまな教育活動と全部リンクしてい

ます。すぐ近くには月見ヶ池という池がありますし、それか

ら遊歩道がついているちょつとした公園もありますし、自然

環境が大変豊かなんです。学校の中には800年にもなる国の

天然記念物になつている大きな木もあります。つまり、自分

もその学校に学ぶ子供のアイデンティティーを形成する意味

の延長線上に山がある倒すですから、山の活動、森の活動と

いうことは特段そのにめにするということではないんです。

したがつて、学樹則の意図としては、ごくごく肩に力が入ら

ない程度にと考えています。ただ、私は去年上野原小学校に

越壬したのですけれどtそ のときに、先ほど申し上げまし

たけれども、ことしから学習指導要領内容が変わると。そう

したときに、水越ハ重さんという人が、70年前に30ヘクタ

ールの出を贈ってくださつたんだと()学校の庭には、高さが

3メート)除り、幅が1メートル強ぐらいの顕彰碑まである

わけです。顕彰碑があつて活動がないというのぼ陶しいな、

これは私の国人的な思いですけれども、だつたら出を生き返

らせる原動力に子供たちがなれたらこんなすばらしいことは

ないだろう、こんな6、うに思つております。

それで、指導者のお話が出ましたので、ちょつとそこにも

触れさせていただきますL先月の第2日8雇日のことですが、

子供たちを山へ連れていく方にはかかわつていますので、都

民の森から三頭山の頂上へ子供を連れて行きました。私は山

へ行くときに子供にどう教えればいいかというノウハウを持

つていないのですが、そういうところへ連れていきますとな

かなかの達人がどこにもいるんですれ そういう方に行つて

いただくわけです。その日は大変寒い日でした。私は一昨年

の1月4日に三頭山の頂上に登つたんです。その日は晴天で

半袖でもいいぐらいの日だつたのです力ヽ この間登つたとき

国風も強かつたし、雨も降つていましたし、私から見れば最

悪のコンディションだつたのですけれども、きちんとした指

導者がいると、雨の中でも山の楽しさをちゃんと味わわせて

くれるんです。道から上の方まで登つてきますと、私も実は

生まね力Ч睡 なので、北海道ではしょつちゅう見るのです

が、こちらへ来て初めて山で霧水を見ました。子供たちも大

変喜びました。それから、植物に詳しい方はご存じかと悪い

ますが、寒くなるとシモバシラという植物が出ますね,それ

もいいことにありました 子供たちにすばらしい経験をさせ

ることができました。そのように価値ある体験をしつかりと

した指導者のもとで行うというプログラムを組んでいくこと

がこのことではとても大事なことだと思います。

もう一つその中ですばらしいことがあったのです戒 本古れ
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葉がたくさん落ちていましたから、枯れ葉がたまつていると

ころを掘つて、そこへ子供を寝かせて、枯れ葉をかtサてあげ

たんです。少し湿つほかったんですが、くるまつた子供たち

が異□同音に「あつたかい」と言いました。それを経験した

子供たちは晴れたときにきつとまた同じことをするだろうと

悪うんです:そういう経験をたくさんさせたい。そのことが

山なり森の中で過ごすことの楽しさを味わえると同時に、山

を育 ccいくことの原動力になつていくのだろうと考えてい

ます。

お答えになったかどうかわかりませんけれど急 そんなこ

とをのんびりさせていただいています。ただ、今日はこの会

場に応援回の方がいつばいいらっしゃるんです。ですから、

困つたときはすぐそこへ電話をしたりしまして、「来てくだ

さい」と助けを呼びます。そうすると皆さん快く来ていただ

けまして、専F"隻歎疇哉は全くないんですけれども、
~2心

し

て出しております。

それからもう一つ大事なことがあります。今皆さんは新間

やテレビで学校事故の報道を目にしますれ そして、学校事

故については非常に厳しい現状があります。ですから、多く

の学校ではこういつたことをやりたがりません。安全な範囲

で、今、倉橋さんがおつしゃったように、スポット白]こ入つ

ていただくということが主流だと思います。その意目が変わ

らなけれ|よ 多くの学校ではこんなことはしないだろうと私

は思っております。私のような者は山梨県にあつてもほかに

は余りいないのではないかと思つています。以上です。よろ

しいでしょうか。

○篠田	ありがとうございました

それで|よ 土屋さんにですが、流域材を流通させるという

ことで、実際にそれは可能なのかというか、その辺の具体的

な方策はあるのかというお話だつたと思います夙

○上屋	具体的な方策はこれですというのはちょつとなかな

か難しいと悪います。確かに今のご質問のように、コストが

高いというのは率骸」こあります。それで、実は矧まどちょつ

とお話しした展示会をやつたときに、一応値段表をつけたの

です。その後アンケートをとりましたら、ほとんどのアンケ

ート結果は「なにしろ高い」という形でした。それに対して

私たちがすごく考えたのは、高くてもこれからは買つてもら

わないと困るわけで、だつたら何をしなければいけないかと

いうことを考えました,一つは、これはどこから来て、どう

いうものなのかという材の物語をつくること。例え|よ それ

が出梨のFSCの出からとれました、これが二つの物調こな

りますれ こういう形で来ているから、これだけの値段です

よと。そういう物語をつくるというのがとても大事だと思い

ます。だから、素性を明らかにして、その材の物語をつくる

というのが二つc

それから、実際にこれをやつたときに、「高い」というオン

パレードだつたのですけれどtl可人かは「安いじゃないか」

という人がいたんです。そういう人はだれかと悪つ(ノノンケ

ートの名前を見ると、ほとんどが森づくりに参加している九

つまり、森づくりに参加すると、自分たちがえらい大変な思

いをして現場のこと力tかり議すから、この値段になるのは

当たり前だとわかつてくるわけです。そうすると、これは高

くないと考える。だから、私たちはできれ1鎌づくりにかか

わる人を増やしたいというのはそこなんです。かかわればか

かわうまど、これが高いわけではないというのがわかつてく

る だから増やしたしヽ

3番目に、でも本当に国産材の求は高いのか。実は私は2

鋼だ 前に家を改築しました。そのときにたまたま弟がその

2～3年前に家を改築していて、何とかハウスでつくつたわ

けです。私がやるときには、とりあえずこういう活動をして

いるので何とかハウスではやつはりできなくて、基本的には

すべて国産材の家をつくりました。そのときに、最近そうい

う人がだれもいなくて、建築■さんはやつたことがなくて、

大工さんもそんな網劉ますごくスしぶりだし、何しろ工務店

が、すごい久し6ヾりは こんなことをやるのはという感じで、

みんながみんな結構初めての経験だつたんだけれども、ちょ

つと頑張れ|まきるんだねというのがわかつたというのが私

の経験なんです。みんながそれぞれちょつとずつ頑張つたら、

国産材の家ができちゃつた。値段を見たら、弟がつくつた何

とかハウスとほとんど変わリカなかつた 何だ、できるじゃ

ないかというのがあります。だから、高い高いと言つている

んだけれども、本当に高いのかということをもう一回考えて

やつてみるということが人事だなと思つています。余り答え

になつていないんですけれど急 とりあえ引ま、要は森づく

りの活動にかかわるようになつたら、そこから消費者が生ま

れてくるだろうなと、グリーンコンシューマーではないです

けれども、気づく人が生まれてくるだろうなというのが私の

考えです。

○篠田	ありがとうございました。それでは石村さんからど

うぞ。

○石村	私どもも今その問題に取り組んでいるんです。CO

Cというのがあるんですが、mah	of	custo■ という木製

品の製品設 それは、FSCは森林・林野の方をつくるん

ですが、その本でいいものをつくるという、顔の見える木製

品を流通者に渡すというのがCOCなんです。そういう意味

で、ここに山梨県の林業の方が来ていらつしゃるかどうかは

わかりませんが、FSCをやつて、その後どうするのかとい

うのはできているのでしょうかしその辺がちょつと気になる

ところです。私ども|よ FSCをつくつて、COC、 そこの

山でとれたものをちゃんと流通させて消費者に渡すというこ

とを今一生懸品やつています。実は今日、このイム その打ち

合わせを山梨県倶」の森林所有者、森林組合、そのまかの方寂
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と一緒に話し含うんで二

日本たくみの会という兵庫県の団体があるんです(〉 非常に

大きな団体です。そこの」琳樺 長という方にお会いして、

私はこのように考えていますと。森と消費者を直結させる流

通をつくればできるのではないかと思つていると。それはい

けるよ、ちょつと見にきてごらんよということで、彼が建て

ている家を見せてもらいました 全く国産材。本曽ヒノキ、

秋田スギ、それから糸Ell劇のヒノキ・スギ、そういうものです

ごくいいものをやっていました。それl押単価 52刀 5.000

円で、ハウメーカーと十分対抗できるものでした。それから

さらに話したこと|よ「石村さな もしあなた力流 琳オを出す

ことができるなら|よ 坪単価45万円ccきるよ」ということ

なんです。だから、それは流通を工夫するとか、それから管

理のいろいろな手法を整理していけ|よ 今、里山の上屋さん

が言いましたけれども、これはやり万次第τ大丈夫で魂

これはちょつと見えないかと目いますが、ちょつと雰囲気

目す。これ|よ 東京芸大の黒川先生というメめ まヽとんど間伐

材でつくつた体育館なんです,このコストはどうだつたかと

いうと、日調 じぐらいのもので、仮にこれを 100とすれ|よ

鉄筋コンクリートでつ<つたものは 1029%かかると言いま

した。この工法ですと100年や200年はもつと。これは苦か

ら日本にある工法を工夫してつくつたものです。ところが、

鉄筋コンクリートは必ずしもそんなにもたない。コンクリー

トや鉄筋が腐つてきま魂 矧まどlll心に砂)到ヒと塚本先生が

言つていらっしゃいましたけれども、そういうことも絡めて、

本当にこれは工夫次第です。外材が安いからじゃないので■

工夫が足りないと私は悪つて、FSCと同時にCOCにも取

り組もうと思つていますから、私はこれを解決できるという

確信を持つてやつています。よろしく。

○篠田	ありがとうございました。今のお話の中で、ご質問

の部分が入つています力ヽ 山梨県のお話が間ければと用いま

すが … 。

○石村	もしいらっしゃれ|よ FSCやCOCはどうなって

いるのかと。

○篠田	山梨県の林務の関係の方れ らヽっしゃって、担当と

はちょっと違うかもしれませんけれども、FSCの言薦正を取

つた後どうするかという、そのビジ∃ンということですね。

○六月林務環境部加藤部長	六月林務環境部の加藤でござい

ます。皆さん、大変お世話になつております。実は、本県に

おきましてことしFSCの申請をしまして、過日現地の審査

も受けましてtまだはっきり決定はしていないんですけれど

u	FSCの資格の方は取れる 認定は受けられると、おお

むねそんな方向で進んでおります。それから、FSCの認定

を受けましたなら|よ 矧憲どお話がありましたように、CO
Cの認可を受けなけれ|おらない。受けなけれI鑑味がござ

いませんので、ちょうど私どもの県には、南部と、こちらの

甲府の中で中央拠点、それからこの東音限 その3つの拠点が

ございまして、そこに集中白]こ県産材が、今でもある程度集

中的に入れておりますけれども、それを一層流通を確立いた

しまして、山梨県産材としてCOCの認定を受けた材として

皆さん方に使つていただけるように、このような方針で今進

んでおります。以上でございま軌

○篠田	ありがとうございました。

申しわけないんですが、ちょつともうB寺間の方が予定B寺間

を過ぎてしまいましたので、これからという感じではござい

ますけれども、最後にパネラーの先生方からまた、特に今日

のシンポジウムのテーマというのは連携とか交流とかという

話ですので、皆さんが精力的にやられている舌動は、これか

ら点を線につなげて、さらに流1或という面に広げていくとき

にどういう課題があるのか、またこれからこうしていこうと

いうことを中心に、上屋さんから,り曲さんまで一言ずつ、今

一番力を入れていきたいということをお話しいただいて、最

後に塚本先生にお話をいただきたいと目います。で|よ 上屋

さん、よろしくお願いします。

○土屋	矧まどは横浜の話ばかりしましたけれども、実は神

奈川県ともことしうちの事務所が、ボランタリー基金21とい

うのがあるんです力ヽ それで協働事業をしていますで,多分こ

れからこういう活動で|よ 企業、NPO、 それから行政とい

う3者で連携していくということがとても大事になってくる

と日います。そのときに一番大事なことは、先ほど河西さん

がおっしゃっていましたけれども、自分たちはこの連携の中

で何をするのかということを明確にするべきだと目います。

とりあえずこ緒にやりましょうではなくて、市民でなければ

できないことは何a行 政でなければできないことは何か、

企業でなければできないことは何かということを明確にした

上で連携すべきだろうなと思いま硯 その点で森づくりに関

して|よ 本当にそれぞれの得意分野が違うので、今バートす

―シップというのは大はやりなんですけれども、協働事業の

モデノИこなるようなことがあちこちでできるのではなしめ な`

と層つておりまして、そのためにも逆に市民でなければでき

ないこと1訓い ということを私たちNPOはしょつちゅう自

間自笞して問い返す必要があるのかなと思つていま或

○下澤	3つ話させていただきます。矧まど倉橋のご発言で、

もし私の学校の近くにおいでなら、一度見に来ていただきた

しヽなと思つています。山を見においでいただけたら大変うれ

しいなと悪つています。それから、機会がありましたら、山

梨県の学校の5年生が使つている社会科の教科書の中には、

一

というの力り〒り返しも入りまして非常に美しい

E師」で環境問題の3分の2ぐらいの分量で扱われている教科

書がありますので、もしお手に入るようでしたら、ぜひごら

んいただければありがたいと悪います。そういうことが山梨

県の多くの学校で1群蝶 の中で行われているということです。
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2つ目|よ 使用者の話が出ましたけれども、学校としてほ

本製の机やいすを使えたらうれしいな、図書館に木製の書架

が入つたらうれしいなと思つています。価格のEE	C言います

と、本製のものはどれdサ安く見積もつても、まけていただ

いて急 スチール製の3倍から4倍します。場合によつては

5倍以上します。これでは多分町長さんも 日ましヽ 本の机に

します」とは言つてくれないと思うんです。私の町でも同じ

です。そこのところをどうしたらいいかということはちょつ

と学校サイドでは考えられませんので、ぜひ皆さんのお知恵

をおかりできればと悪つています。ただ、私の学校の中で|よ

今日もおいでになつていますけれども、プランターづくりを

親子で全学年がしました 今度は、町から出ている間伐材を

利用して机の中に入れう」ヽ物入れを子供たちだけで何とかつ

くれないかなということで、関系者の皆さんのご協力もいた

だいて、もう既に材料は私のところで受け取つています。こ

のように、総合的な学習の時間だけではなくて、図工である

とか、あるしヽ調 子でのP	ttAの活動などにもさまざまな形

で取り入れています:それから、昨年の6年生は、今日は上

野原小学校のコーす―に展示してありましたので、まだお座

りでない方は座つて利尋りいただきたいと思いますが、卒業

記忘で、ヒノキでベンチをつくつていただきました。うちの

学校には図書室が2つあります:低学年用の図書室に置いて

ありまして、そこへはいつも子供たちが寄つて、1円の本を

仲よく広|ブて見たり、紙芝居の読み間かせがあれl‐_つ先に

そこへ来て座るといつたことが行われています。学校として

は、本の優しさ、美しさに触れられて、子供たちがいいもの

だなと感じてくれればいいなと思つています。

3つ目ですが、来年度以降の計画です:ことしは実質的に

30ヘクタールのうち2ヘクタール分に何とか道をつけたり

木を植えたりしました。来年|よ 木を植える部分は少し減ら

しまして、学習ゾーンの整備に取りかかりたい。そこ|よ 観

察をしたり、それから野生生物のねぐらを発見したりといつ

たことの学習に使えるように整備していきたい。それから、

学校林の中に竹林もありますので、それを使つで可か図工の

時間にできないかな、あるいは炭焼きもしてみたらおもしろ

いだろうなと悪つています。順次進めていきたいと日います

ので、お力をかしていただける万はどうぞ私の方にご連絡い

ただければありがたいと思います。

○石村	下にスギのベンチとヒノキのベンチを2台置いてい

ます。スギのベンチは1台 2万円、ヒノキのベンチは2万

3.000円、これはこのぐらいかかる ぜひそれをちょつと見

て、高しめ安いかを間かせてもらえないかなと目つていま魂

それから、私どもは第3日曜日が定|ガ舌動日で、ここにも

ちょっと参加の方法を書いておりますが、次は15日です。あ

いつは何劇葦そうなことを言つているなとか、自信満疫だな

とか、そんな印象を受けたかと思います八 本当だろうかと、

ちょつとそれをチェックに、検証に来てもらいたい。そうす

れ|よ その中でまた皆さんとお話しして、何か新しい知恵が

浮か15ヽかもしれなしヽ 新しい知恵を欲しいということです。

よろしくお願いします。

○河西	矧まども言いましたが、まず山に入つてみる。これ

は、自分がどの程度山にかかわれるのかは、入つてみないと

わからないと思います:そういう中で、山に触れてみること

がまず第一歩だと思います。本当に出を支えられるところま

でいけるかどうかもわかりません。でも、山を見てみなけれ

ば話|コ台まりませんので、ぜひ機会がありましたら、1跡目模

の森でも、六月の森でもいいです。学校林もあります。ここ

で現実にやつている方たちはみんなフィールドを持つていま

すので、横浜にもそういう形の場がありますので、実体験と

して出にかかわつてほしいと思います。そういう中で、今日

の話の中にも結構出てきましたけれどな ぜひ消費者と結び

つく山の保全というものを考えていきたいと思つています。

山と林業にかかわるいろいろな分野の方たちと消費者とを結

びつける、その流れがもう一回スムースこ流れる形のことを

市民力いかわる中ccきるのではないかと期待していますの

で、その辺はいろいろな分野の協働という形で、今日かかわ

つてきた方たちもみんなそういう悪いを持つていると悪いま

すので、ぜひそれに取り組んでいきたしゝ

もう1点|よ 実は六月に山梨県の公風 ウェリレネスパーク

というものができる予定になつております。ウェルネスとい

う名前向坊 Sヽ述つていますので、健康ということで、環境保

全ということに非常に力を入れた発想で公園を見直すという

形になつております。そういう中では、健康ということで考

えれ|よ この大月の地で、そして樹 ‖の流域でということに

なれ|よ ネ暢討‖の方たちも人ごとではないと思います。その

公園をともにつくり上げるという観点で見ていただければ、

そういう中で上流、下流の問題ということも解決の方向にい

く部分も大きくなつてくるのではないかと悪つていま魂 こ

の3点を今日ぜひ皆さんに一緒に考えていただきたいと思い

ます。

○塚本	矧まど下流の負担のお話が二番初めにございました

けれども、一番初めに私が断りましたように、これは一つの

運動だと考えて、この協議会というのはそういう場だと思い

ますので、そういう意味でのかかわり合いを私は余りしてこ

なかったものですから、ちょつとご返事は差し控えたいと悪

っています。ただ、例えば水をきれいにするとか、そういう

ことの下水道という意味で、環境に一番いい下水道というの

|よ 昔のくみ取り式で曳 あれが一番汚さなくて、それにた

めたものを皿こ返せば一番いいので、ただ我々が現代のよう

な安易な下水の使い方をしているから問題なんで、やつはり

その辺からこういうものを考え直して、負担にしろ何にしろ

考えなけれ|よ こういうものはちょつとうまくいかない点が
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あるのではないかなと悪つていま魂

森林の問題も、商品としてのコマーシャリズムの市場の中

で、今のように機能を重視するやり方ですと、それは当然商

品として|」かなわなしゝ 局」の田直をそこに求めなけれ|よ 食

料が今、ただ安いだけではなくて、安全という価値をそこへ

導入してきましたので、大分変わりつつありますけれども、

森林も同じようで、局」の価値をそこへ市民が入れるようにし

なければしヽサない。その中の運動の‐つとして、私はこうい

う場とかいろいろな場がそこにИ要なんだろうなと目い散す。

だから、そうすると、それを突き詰めて言え|よ 人間がどの

ように生きるかという上での価値の評価がないと、本という

ものはそういう意味で浮かばれてこなしゝ 音と同じような意

味での子かばれ方は歴史の中ではあり得ないと私は者えてい

ます。ですから、森をきつかけにして、私たちは大きな意味

でいろいろな物の考え方を考え直すということではないかな

と思います。

それで、牧島さんが1枚配つてくださつたようなので、ち

ょつとご説明だけさせていただきます。下の方に書いてある

絲 、緑の浄化というか、森林というのは生えている部分で、

その下の上壊も含めて、森林地では窒素とリン壽 劇こした

ときにどのくらいの削 ヒが行われているかという一つの例で

ございます:これ|よ 滋賀県の朝日の森というところの測定

例です。右側は、矧まど申し上げ意したように、都市の下水

で汚れて3PPmまでの差ができるので、これを森林からの水

で希釈するという、緑が水を浄化するという意味ではこの2

つがあるということが重要だということの説明図かと思うん

ですが、そういう浄化を含めて、皆さんお聞きになつたと目

いますけれども、大きな生態系の機能といいますか、それを

モデルという図でかいたものでございます。それには2つの

ものがあつて、サイクル型とフロー型とあるということで、

これは岩波新書で東北大学の先生が書いているのをそのまま

31用させていたださました。地球はいずれにしても外へ出る

ものはないからサイクル型で、これがシステムとしては我々

に一番好ましいわけです。その中で森林が最も地球のそうい

うサイクリ理 と似た機能を持つている。そういう意味で非常

に重要だということです。それに対して、19」え|』囲 を入れ

るとか、いろいろなものを入れてくるということですと、フ

ロー型となつていろいろと出てくるところで問題も出てくる。

出力のところで問題を今現在の社会は起こしていると。lJ」 え

ば日本などですと、順 こヽたくさんの有機物を外国から入れ

ているわけです。食料こしてt木 國こしても、みんな入れ

ているわけです。その有機物が日本の国上の中でデポジット

されて、それがいろいろな形で問題を起こしているわけで魂

そういう意味で、自然をどのようにサイクル型に少しでも移

していくかということが現代社会に要求されているものだろ

うという意味で説明させていただきました。私は以上でござ

います。ひとつよろしくお願いします。

○篠田	どうもありがとうございました 本当に短い時間で、

まだまだしゃべり足りないこともあろうと悪いますし、会場

の皆さんからの質問もまだいろいろあると思いますけれども、

続きは皆さんフィールドを持つていますので、ぜひ一緒にフ

ィールドに出て活動しながら質問していただければと思いま

す。長時間にわたりどうもありがとうございました。パネル

ディスカッションを終わらせていただきま或	(拍手)

で|よ 司会の牧島さんにマイクをお返しします。

○司会	どうも活発なご討論をありがとうございました こ

れをもって我々主催者のんあるいはフロアとのやりとりは閉

じさせていただきたいと悪いますカミ実は事前にバネラーの

方も含めまして市民部会、事業者部会、そして行政部会のな

かなか時間のない中で作成しましたが、シンポジウムアピー

ト瞑 というものが皆様方のお手元にあるかと思いま硯 先ほ

どからのパネルディスカッションを含めまして、ここに何か

追加する項目がございましたら、特に具体的な行動というこ

とでさまざまな方からご意見をいただいておりますが、一応

は盛り込ませていただいているのかなと悪つておりますが、

このアピール文についで可か加えた万力ヽ いヽというものがご

ざいましたら、お間きしたいと思います。事前に櫛 Jまして

まいりましたが、皆様方のご意見も拝聴して決めさせていた

だけたらといつたこともございまして、できれば成果を残し

ていきたいと。話しつ放し、それなりにいい印象として、我々

としてもうそれだけで十分いろいろな手ごたえを感じ∃尋る

ことはできるかと目いますが、やはり流域協議会としては成

果もそれなりに皆様方でまとめていきたいということで努力

してまいりました。拍手をもつてこ了解いただければと思い

ます力ち (拍手)

○司会	ありがとうございました。それで|よ 特に□頭で追

加というものはないということで、相模湖町さんの方でシン

ボジウムが開催されたということも含めて読み上げさせてい

ただくということで、それでぼ]西代表幹事によろしくお願

いいたします。

○河西	ぜひこの今日のシンポジウムが現実的な行動へ踏み

出す一端になつていただければと願つて、シンポジウムのア

ピール文を読ませていただきま或

桂川 。相将瓢||の上流域の六月市で流以の関系者協働による

シンポジウムを開催することによって、桂川 。相模川流域協

議会においては、樹 ||。 相模川流 襲金|ねことを考えて、次

のような共通の認識に立ち、行動することを確認いたしまし

た。

1)水資源のか億 地球温暖化の防止、山地災害の防止、そ

して心身に癒しと健康を与えてくれる場の提供等々の森林・
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里山の多様な公盃的機能を将来にわたり持続させていきます。

そのために出村と都市の水源環境を創造的に保全し、次の世

代に引き継いでいきます。

2)森づくりと山本引こ活力を取りもどすために、本材・間伐材

等木製品の加工・流通・販熟 、バイオマスエネルギーの活

用にも独 桂川・本騨瓢ll労付彙 材に誇リカ寸寺てるように取

り組むことを通して、豊かな森林 。里山資源の循環に努めま

す)

3)環境学習を推進するために、教育 。研究関係者と艦 周・連

携をとりながら、自然観察会、動植物生態系調査等のモニタ

リングを行しヽ 積極的に広報しま或

4)良好な森 (森林。里山)づくり]足進するために、山梨県

と神奈川朝 |卜 本辟謝ll"籠共 および恩恵を受け0世或の

市民 (NPO、 教育 。研究関係者含む)。 事業者・行政の交流

を盛んにします。

5)より具体的な森づくり行動を約束し 森づくり運動の輪を

広げます。

◇	一年に一度|よ 森林 。里山づくりで汗を流そう。

◇	上流の森と製材工場 (甲斐東部材製材協同組含)を見学

して、地域の舌'l■lしに協力しよう。

以上です。(拍手)あと、具体的なところでt間近に開催さ

れる相模湖町の「親子で考え

…

、1月 26日ですが、

これにできるだけこの会議にいらつしゃつた方も参加いたし

ましょう。

ほかに具体的な提案があれ|よ 1、 2項目の追加は可能で

すけれども、これでよろしいでしょうか。特に追加項目はな

いということで、相模湖町の来春の1月 26日励 臥ぜひよ

ろしくお願いいたします。以上です。G能「 )

○司会	それでは、閉会のあいさつを代表幹事での出梨県大

月林務環境部加藤部長からお願いいたしま硯

d閉会のあいさつ

○大月林務環境音助D藤部長	本日は、「市民参加による流域

の森づくりと上下流域交流囃 」というテーマぐ謝崖され

たわけでございますけれども、塚本先生を初め、4人のパネ

ラーの皆さん万、非常に大事なことを教えていただき、あり

がとうございました。また、多くの神奈川県の皆さん万、特

に相機胡町長さんにおきましては、お忙しいところ、遠いと

ころを来ていただきまして、大変ありがとうございました。

かくも盛大に開催さ才■ 本当に意義あるシンポジウムになつ

たことを|いら徒眸L申し上げます。

塚本先生が言われたように、京都議定書が締結されて以来

地球温8漫化防止としても森林整備は一層重要になつてきてお

ります。また、この樹 ‖と本副瓢|1流域の森林は、水源の森と

しヽたしましても大きな役割を担つているわけでございます。

森林地帯の上流部分は山梨県の県有悧こなつております。こ

の県有林は幸しMこほとんどが保安本村旨定されておりまして、

非常に厳しい規制のもとで管理運営されていま魂

また、先ほど河西さんの方からも質問がございましたけれ

ども、下流の皆さん方にきれいな水を鼎共するということで、

樹 |1流域の下水道整備も県として進めているわけでございま

すけれど急 非常1鋼氏差がありまして、非常に経費がかか

るということがございます。そこで、住民の負担も非常に大

きいわけでございますけれども、この点につきましても今後

地域の皆さん方の提案、ご協力の中で着実に進めさせていた

だこうと悪います。

それから、やはりこの点につきましても河西さんの力から

ご質問がありましたけれども、残念なことに一部の不昭 者

がおりましてt産業廃棄物などが日‖。本師翔||)離或の方に不

法投棄されているというのは事実であります。そこで、数年

前から県といたしましても、月まどもご鱈摘がありましたよ

うに、圧力がかかつてまいりますので、現在、警察とこの産

業廃棄物に関係する各出先機関等が一体となりまして、「廃

棄物等環境監視指稽ウロジェクトチーム」を既につくつて、

こうした問題に文」応しています。矧まど河西さんが言われた

ような案件につきましては、泣く泣くそのように考えており

ます(,それにしても、まだまだこういう団体からの圧力には

私ども行政一体となつて立ち向かつてまいりたいと考えてお

ります。

ここにお集まりの方長におきまして急 このc~3の不法投

棄の問題は非常に今後問題になるわけでございまして、この

桂川・相模川流域に関してすばらしい環境保全乞実現してい

くように、皆様のご協力をお願いしまして、閉会のあいさつ

といたします。本当に今日はお寒いところどうもご苦労さま

でございました。どうもありがとうございました。GttD

O司会	どうもありがとうございました。本日は本当にお寒

い中たくさんの皆様方にご参加いただきまして、まことにあ

りがとうこさいました。それでは、気をつけて潮尋りいただ

きますようにお願いいたします。次年度については、多分こ

ういう寒い日ではなくて、もう少し8最かくなろうかと思いま

す力ヽ 横浜の方でシンポジウムを開くということで準備を整

えております。よろしくお願いしたいと思います。なな お

手元の方にアンケート票がございますので、忌憚のないご意

見をそこに記入していただければありがたく存じま或

延長も含めて長い時間ありがとうございました。これでシ

ンボジウムはすべて終了させていただきます。C離手)

(と日麦38寺 50分閉Э
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(5)流1或ツアー&ウォッチング

はじめに

桂川・相模川の本流ばかりでな<、 支流を含めて上流・中流・下流i或 を知りたいと思つている人は多

いのではないでしょうか。「り‖の実態をもっと知りたい」、「どのような団体が水環境保全のために活

動しているのか」、また「活動している人反から直にお間きしたい」・・ 。さまざまな視点で川をもっ

と知り、そこで活動している団体との交流することを大切にして取り組んでいます。現地に出かけて、

可能な限り川原に降りて歩き、観察し、説明を受けます。しかし中流域では川原に降りることはなか

なか難しいのです。年間で4、 5回ほど開催します。現地の水環境保全や生態系に詳しい専門ボラン

ティアの方長に案内をお願いしています。時には緑のダム・水源の森も見学します。

ツアー&ウ ォッチング実施報告

第 13回 2002年 5月 11日 (土)

上野原の里山「ゆずり原・尾続の里山」と桂川の支流 。鶴川の川原を歩<。 しかしながら前日大雨の

ために川原のウォッチングは中止。再度のチャレンジを約す。

上野原町が今年度新し<企画した里山の里親事業に連携・参加し、桂川・相模川流i或協議会の拠点

として、ゆずり原地域・尾続の里山の第 2区画を確保しました。午前中は町の企画・主催 (2回 目)

するイベント。しいたけの植菌作業を体験しました。他の団体、家族とジョイントでアットホームな

雰囲気で開催されました。以下詳しい説明は、本年報の「里山林の新たな保全・利用推進事業」に記

述されています。《中村さんの報告より抜粋》	 参加者 13名。世話役 :中村道子さん

第 14回 2002年 6月 29日 (土)

歴史と自然の残る都留市小形山散策とホタル観察会も併

せて行いました。

都留市の観光ガイドマップの冒頭に、「清冽な水ととも

に歴史を刻んできた城下町」という説明文があります。清

冽とは、広辞苑を調べますと、「水が清<つめたいこと」

とあります。都市に住む市民にとつては、とても魅力的な

言葉であり、岩の間からシュウシュウと音を立てて飛び散

るわき水をまずは連想し、それを含む山村の豊かな自然を

街彿とさせ、イメージをわき上がらせる刺激剤でもあります。今回は、都留市でも北の方にあつて、

大月市に隣接する壬生地区の小形山周辺を散策しました。従来タイプのツアー&ウォッチングとは若

干趣が異なつて、桂川に沿つての散策ではな<て、桂川の支流部を含む農村地域を縦横に散策して、

側溝を蕩長と流れる水の音を聞きながら、水の恵みの素晴らしさを体感し、また地i或の人たちの温か

いもてなしをいただき、心ゆ<まで楽しんだ交流の旅でもありました。今回は、案内役でもある篠田

さんの用意周至」で綿密な企画と、尾県郷土資料館協力会の丼上明子様をはじめとして皆々様の丁重な

おもてなしに、参加したメンバー全員が大感激しました。また、更にホタルが数十匹いつせいに点滅

した幻想的な夜を過ごしたことは、かけがえのない思い出となつたと、参加者のL.L様 は、帰りの電車

の中で楽しかつた一日を振り返り、味わいながら、確認をされていました。

参加者数16名。世話役・案内役 :篠田授樹さん、丼上明子さん。

川茂堰堤.日 本の本格的な水力発電発祥の地
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第 15回 (2002年 ■月 4日 )

相模大堰を挟んで上下流域の海老名市と厚木市の両

岸に、絶滅危惧種カワラノギクを求めて歩きました。

また昼食後は経験交流会を開催しました。

今回は、丸石河原に自生していた絶滅危惧種カワラ

ノギクの保存活動をしている河又猛氏に相模大堰の

周辺のカワラノギクを、秋晴れの晴天に恵まれながら

案内して頂<ことになつた。10時 30分過ぎ三川合流

地点に厚木老人会等が植えたlm前後の高さのカワラ

ノギク800株が土手の下に見えた。薄青・赤紫の花が

咲き舌しれたカワラノギクのお花畑に出迎えられ、感声

があがった。カワラノギクの場所へ足早に下りて行き、

初めて見る人は「 これがカワラノギク?」 と手で花の感触を味わい花に顔を近付けて花の色や匂を嗅

いだりしていた。あゆみ橋を渡り、暫<進むと河又氏 (カワラノギクを守る会)が我長の来るのを待

つていた。本日のメインのカワラノギクの見学はここから始まつた。

さつそ<、 河又氏のとつておきの場所を 3ヶ 所見せて頂いた。一番目は石ころが散らばつている

河原の雑革の少ない中にカワラノギクの花が疎らに咲いていた。ロゼットがかなり目に付<。 次に運

動公園に近<先程より草が多<生えている所で、丸石を引き詰め種を蒔いたという。ここにロゼット

が沢山生えていたらしいが、いつのFoOに かロゼットもな<な つてしまったという。三番目は河又氏が

川から大きな丸石を縄で縛り、車で引きずつて運んで来たと言う場所に案内された。より自然の丸石

河原の状態に戻そうとして作られた力作の取つて置きの場所であつた。ここのカワラノギクがかなり

いい状態に育つていた。見学後、直ぐ上に運動
/AN園 にのぼり、秋晴れの公園で全員昼食を取る。

交流会を 13:00に開始。T&W担当の牧島氏の挨拶に続いて、河又氏は「故内田藤吉先生にご指

導を頂き、2人でカワラノギクの 35株を相模り||で発見した時の素晴しさに感動して身動きが出来な

かつた。この植物が絶滅危惧種であることを教えて貰つたのが保存活動を始めるきつかけになり、カ

ワラノギクとの長いお付き合いになつた」とつい0乍 日のことのように語る。今復元テス トをしている

が人為的に繁殖させているので、河川敷をどのように自然に戻せばよいか難しい問題があるとのこと。

参加者の感想の反応をアンケー ト調査から見てみよう。01人の活動の思いがここまで大き<な つ

ていることに驚かされました。○生態系の難しさを実感した。自然の保全は自然に任せる。カワラノ

ギクが生存できる自然の生態系を安□何に保全する環境を守れるかにあるなどなど。

・…続いて相模大堰を挟んで対岸の厚本市側の市民活動の現状についての説明があつた。梅原氏(教

育環境を考える会)からは、都市計画道路建設の計画に相川小学校の敷地を横断するのを市民が知つ

て反対運動が起こり、この迷惑料として多目的広場が出来た経緯が話された。また中林氏 (多自然型

川づ<り を推進する会)は多目的広場を芝生広場の整備促進に対して陳情した結果、拒否されたが、

罐 	 	「
学習会に浜□、岡田先生を呼んで、湿地に水を引き相

川中学のカワラノギク、ミクリ、タコノアシ等の希少

種の保護・調査、コアジサシの観察、河原の清掃、「水

辺の楽校」で樫の丸木舟を作り子供達と楽しむことが

できるようになつたと紹介。「水辺の楽校」について

は、小宮氏から平塚市を動かした経緯を語つて頂い

た。一・日が西に大き<傾<頃、相模大堰ダムサイ ド

の河又氏のカワラノギクのエリアで記念撮影をして

貴重な 1日が無時終了した。

参加者数 23人。世話役 :熊澤峻子さん、案内役 :

河又猛さん。《熊澤峻子さんの報告書から 2/3ほど抜午後の交流会で、河又、中林、梅原諸氏の体験談

粋》

可憐に咲くカワラノギク (河 又氏提供)
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第 16回 2003年 2月 2日 (日 )

カラーの植生図を道案内にして、相模原市・高田橋右岸下流・六倉から昭和橋まで歩<。 六倉の伏流

水は水質がよ<、 透明度もよ<、 スナヤツメの幼生が確認された場所でもある。

流域協議会に入会して4年になるが、今まで丁&Wに参加したことはなかつた。しかし、昨年
「大月森つ<り会」の見学会に参加して、山梨県六月市真木で隣り合わせの荒れた森と手入れされ

た森をこの日で見るに及んで、天国と地獄、生と死といつてよい<らいのあまりの違いに仰天し、
「百間は一見にしかず」の思いを深<したことから、川を矢口るためには川の現状をこの日で確かめ

ることが先決と考え、初めてこの丁&Wに参加した。

今回は「相模川キャンプインシンポジウム」

の氏家雅仁さん、岡田一慶さん、小西―郎さん

に世話役・案内役をお願いしたということで、

午前 10時、集合場所である」R相模原駅にわ

ざわざ迎えに来ていただき、同行5人とともに

出発点である高田橋右岸下流の駐車場所へと

向かう。そこで、直接こられたかたがたと含流、

総勢 12名は、今にも雪が降りそうな寒空のも

と、配布されたカラーの植生図を片手に出発し

た。相模川の本流は左岸寄りを流れており、右

岸にある駐車場のすぐ下は釣堀になつている。

鯉・鮒・雑魚が釣れるらしく、この寒いのに何

人かの釣り人が糸をたれていた。と誰かがカワセミを発見、見ていると何度かダイビングしたけ

れども、魚を捕りそこねたのか、単なる水浴びだつたのか、むなし<留まり場へ戻つていつた。

もらつた植生図ではこの釣堀は分流の形になつているが、上流へ向かつて少し行<と、向かい

側は中州ではな<、 こちら岸とつながつてしまつている。だのに水が流れているのは妙だなと闇

つてみると、つながつたあたりから水がこんこんと湧き出している。手を入れてみると、温かい。

そして、底まで透き通つている。スナヤツメの幼生が見つかつたのはここらしい。

岸とつながつている部簿を通つて中洲だつたところへ渡る。漁協か釣り人がつけたらしい踏み

跡や轍の跡がところどころにあるが、大部分は一面のブッシュ。植生図によれば、∃シ、ススキ、

セイタカアワダチソウなどの群落で、それらに混じつてノイバラが生い茂つている。あちこちに

立つているのはハリエンジュ (ニセアカシア)か。現在はもちろん枯れ野原であるが、夏には到

底足を踏み入れることはできず、遠<から眺めるだけに終わってしまうと思われる。当初は「何

もこんな寒い0寺期にわざわざ」と思つたものであるが、ここへ来てようや<冬に観察会を行う意

味が香みこめた。

本流のほうを眺めると、何種類かのカモが泳いでおり、下流のほうでは数22のカワウが22を広

げている。このあと、アオサギやダイサギなども見かけたし、プッシュの中からもいろんな鳴き

声が聞こえる。釣堀の下流に当たる箇所を流れの上に被せるように積み上げたテ トラポットを乗

り越えて右岸へ渡り、さらに右から流れ込んでいる小川を飛び石伝いに渡つて、右岸に広がつて

いる川原を進む。ゴロゴロした石ころだらけで、歩きに<い ことはなはだしい。植生図ではスス

キ群落とセイタカアワダチソウ群落の表示しかないが、アメリカセンダングサが避けて歩けない

<らい茂つていて、棘状の種子がズボンに突き刺さり、忽ちのうちに針鼠のよう。ところどころ

にエノキ、オニグルミなどの高木が生えている。遠<のヤすギはもう芽吹いているのか、うつす

らと黄緑ががつていた。

終点の昭和橋へ着いたのは 12時半を回つていたが、昼食も食べずに、とりあえず集含場所ま

で戻ることにした。寒さにも関わらず、芝生の上に車座になつて、お互いに感想を述べたり、質

疑応答したりのミーティングを開いた後、午後 2時に解散。

今回の丁&Wに参加して、まず感じたことは、川は生き物であるということ。何年か前に作成

した地図と流路がすつかり変わつているし、植生も図面とは大き<異なる。となると当然のこと

ながら、これらの植物に依存して生きる動物相も変わらざるを得ない。川の変化 (良 いほうにも

周囲の植生を確認したり、また河岸の野鳥を観察したり・…
`
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悪いほうにも)を知るためには、継続的なウォッチングが必要なことを痛感した。この次は草木

の若芽の萌えるころにぜひ来てみたい。信己録	林久男さん》

参加者 12名。世話・案内役 :氏家雅仁さん、岡田―慶さん、小西一郎さん。

第 17回 2003年 3月 29日 (土 )

水源環境の必須条件である森林の整備と流域材

流通の実態を視察します。真木の森、甲斐東部材

製材協同組合 (木材団地と製材工場)、 そして大

月の森づ<り (笹子)の視察。

今回の企画は、和智さん (甲斐東部流域森林・

林業活性化センター)と河西さん (大月森つ<りの会)

のお二人で考えていただきました。9時横浜を

出発したバスは、大月駅前で現地集合の方展を

乗せ、ほぼ満席の状態。最初の訪間地「真木の

森」へ。既に枝打ち・下革刈等整備済みである

森林整備実験地の木立前や中で、東林業の河野

さんから熱つぽい説明や参加者の熱心なQ&Aで時間をオーバー。参加者の感想 :間伐が行われ

ていない森の本の根があらわになつた様子を見て、健全な森がいかに山の上を守つているものか

ということを実感できた。30～40年の檜の山で荒廃した森と緑のダムとしての森が一日で理解

できた。荒廃すると暗<沈黙の森など。

次いで、視察地「甲斐東部材製材協同組含」団地へ。甲斐東部材製材協同組合の小俣さんから、

説明していただいた。戦後植林された人工林が

成熟期を迎え、資源の活用・木材産業の活性イじ

と地場 (林業)の振興に寄与したいとの思いで、

この団地2.4haの 広大な敷地に①自動選別機を

配備した原木市場、②全自動の製材加工機械を

持つ製材市場、③CADノCAMシステムで構造材

を加工するプレカットエ場を配し、平成 10年

本稼動を開始しました。小俣さんの案内と説

明・質疑応答でよリー層の理解を深めることが

出来ました。参加者の感想 :丸太から製材プレ

カットのオートメーションでコスト削減でき、

安く良い材を作り、山梨県の材木を供給する努

力で需要が増えると悪います。立派な施設がフ

ル稼働できるように、早<環境が整つて欲しいと願つています。生産者と消費者とのダイレクト

なパスを倉」ることが課題など。

3時過ぎ団地を後に、森づ<り を実践中の笹子の森を見学しました。実践に参加している大月

森つ<り会の河西さん、天野さんから経過の説明をうけ、美味しい空気やマイナスイオンを身体

に感じつつ 4時過ぎり尋路につきました。参加者の感想 :市民の森つ<り活動には 2度ばかり参

加した経験があり、機会があればまた参加させて

いただきた<闇います。すぐ脇に清流があり、と

ても良いロケーションにあり、まだまだ手入れす

べきところが多<、 やりがいがありそうだ。地主

さん方の理解があれば協議会として年1～2回作

業をしてもよいように用います。

我々一人ひとりが、水の大切さ、重要さを矢口つ

て水源環境として「緑のダム」森林に目を向ける

ことが大事です。森林の持ち主や保全管理する供

給側と木材を使う側それぞれの立場で持続可能
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な循環型社会の確立が必要だと思います。この「甲斐東部材製材協同組含」団地が、流域の需要

と供給のバランスの取れたシステムを立ち上げ「緑のダム」維持管理の発信基地であって欲しい

と思いました。《執筆	八木伸》

第 17回 ツアー&ウ ォッチングで、他にも第 15回でも熊澤さんが行つています。昨年度の年報にありますように、

ヨ|き続きアンケート調査を行いました。

イ 開催全体に関して	(該当個所に○をつけてください)

1	 大変よかつた				6人 	(42.9%)
2	 よかつた 7人 	(500%)
3	 普通 (よしあしなし)0人 	(00%)

□改善点があれば、ご記入下さい。
(%)は回収できた 14人を基準。

「今回は3箇所の視察先で、もう少し早い出発でもよかつたのではないか」「時間が十分ではなかつた」「集合場所

が山梨県に近い場所の方が時間に余裕ができてよかつたのではないか」の3つの意見が出され、時間的な余裕の無

さが評価を低める原因になつています。上記 3つの意見は、「よかつた」という評価をした方の指摘で、「大変よか

つた」という方の改善的な指摘は皆無であつた。

開催事務局側で、欲張つた行程なり、時間的な見積を立てるときの甘さが問題の原因と目われます。今後は、課題

の掘り下げの方を重視する方向でのツアー&ウ ォッチングを考えたい。

参加者数 23人。世話役 :河西悦子さん、案内役 :和智利明さん、河野東さん、小俣忠信さん。

おわりに

開催準備のための企画調整事務は、市民部会の牧島、八木が担当しています。アドバイザー的には、

今まで河西さん、桑垣さん、天内さん、篠田さん、小西さんにご協力いただきました。また、各国の

事業は世話役と案内役の方長の協力で実施されています。市民部会の皆様からも、ご助言、ご提案を

いただきました。皆様のご協力のおかけで、2003年 3月までに 17回を数えることになりました。

第 15回は熊澤峻子さん、第 16回林久男さんの報告書から抜粋致しました。ありがとうございまし

た。

《参考資料 :12回までの開催場所等》

1999年度では実験的に市民部会で 3回開催。2000年度の第 4回からは協議会の事業として開催し

ています。以下、開催日時、開催場所のおおよそ、参加人数、世話役・案内役を報告します。

《編集・執筆 牧島信一 /第 17回執筆 ノヽ本伸》

第 1回 1999年 7月 18日	 馬入川から最下流の寒川浄水場まで川岸の生態系の話を聞きながら歩く。参
加者数 13人。世話役 :小宮さん、案内役 :日丼さん。

第2回 1999年 12月 12日 	 県境を越えて、台地をえぐり取るように流れる相模川を矢□る。地域の文化、
歴史の説明等も。参加者数 19人。世話役:中村さん、案内役 :守屋さん。

第 3回 2000年 3月 26日	 笹子川合流点、猿橋発電所放水□、八ツ沢取水□、猿橋見学。川原を長く歩い

た貴重な体験でした。参加者数 19人。世話 。案内役 :松井さん。
第 4回 2000年 5月 14日	 相模川の支流 (鳩川・姥川・道保川・八瀬川)と 4川合流点を見学。「縄文 。谷

戸の会」の活動も詳しく説明。参加数 15人。世話 。案内役 :倉橋 。長澤 。藤丼さん。
第 5回 2000年 7月 16日	 相模湖 。相模ダムを中心にして水道水の源を断崖の上から見学。尾崎記念食宮

に至るまでの工程。参加者数 9人。世話 。案内役 :石田さん。
第 6回 2000年 9月 24日	 桂川の源流―鐘山の滝と忍野八海を見学。忍び寄る環境破壊の波に危機感を

共有する。参加者数 20人。世話役 :篠田さん、案内役 :羽田さん。
第7回 2000年 H月 19日	 葦等で水質浄化される荻野川を見学。音ながらの葦のある川原の貴重さを体

感する。参加者数 12人。世話・案内役 :花上さん。
第8回 2001年 3月 18日	 必要性が疑問視されている巨大な宮ヶ瀬ダムヘ車で移動 (初めてのこと)。 相

模大1日、そして魚道・ビオトープを見学。参加者数28人。世話・案内役 :氏家さん。
第 9回 2001年 6月 17日	 桂川 。相模川最源流の流れ出しと初夏の出中湖畔の周囲をじつ<り散策、自

然に浸りました。参加者 19名。世話役 :篠田さん、案内役 :浅川仁さん

第 10回 2001年 9月 22日	 中津川中流域・小菅橋→ダム下半原集落 (繊維会館)を散策。イトアメンボ
ウが生息する尾山耕地を案内。参加者 8名。世話役 :篠田さん、案内役 :大木悦子さん。

第 11回 2001年 12月 8日	 本流随―の田原の滝、宝鏡寺、鹿留川、蒼流・、柄杓流川と夏狩湧水群まで

湧水豊富な都留市内を歩<。 参加者数 14人。世話役 :篠田さん、案内役 :清水さん。
番外編 2001年 H月 18日	 相模湖公園・水辺の広場→ダムサイド→弁天橋→小原宿本陣→千木良 (天下

茶屋)→東海自然歩道→出発点へと周遊。参加者数8名。世話・案内役 :天内さんと八木さん。
第 12回 2002年 3月 9日	 大曲橋から、改修工事の様子を聞き、冬場はタゲリが飛来する水田。土手が

残つた小出川&千ノ川 (ちがさきのセーヌ川)を歩<。 参加者数 18人。世話 。案内役 :桑lBさ

ん他。	 以上

4	 問題あり
5	 無回答※

0人 	(0.0%)
1人 	(71%)
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(6)流域の魅力再発見事業

|〒1ザ響岬|

N010 しい の道志渓

N02 た さんの水鳥が利用する水辺

事業の目的

アジェンダを推進するにあたり、大切に保全していきたい流域の魅力的な場所 (と つておきの場所)

を発掘することを目的に実施した。会員・非会員を問わず広範に募集をすることで、協議会の活動を

ひろめ、新たな参加者・協力者を増やすこともねらいとした。

本事業の要点は次の三点である。①桂川 。相模川流1或の魅力ある場所 (と つておきの場所)を流域

住民から募り、流1或 の「環境像」をつ<る。②名所 。旧跡よりも、むしろ個人的な主観や感性に忠実

に、好きな場所、魅力がある場所、大切にしたい場所を推薦してもらう。③協議会会員・非会員にか

かわらず、ひろく募集する。

なぜ “魅力再発見"

私は、川を評価するには 2つの視点が′∠、要 と考

えています。	一つは、誰 t)が 大切 と思 う普遍的な

価値です.貴重種のカワラノギクや人気の高いホ

タルなどがそ うですtt)う 一つは、個人個 人が大

切と思 う主観的な価値です ,た とえば、誰が見て

も汚い ドブ川 1)、 幼い頃に日が暮れるまでザ リガ

ニを釣つた思い出がある人にとっては、そこはか

けがえのない価値をt)つ のではないでしょうか,

言 うまで 1)な く協議会は流域の環境保全を目指

して活動 しています.では、保全すべき流域の環

境とは何なので しにうか ?	 それは、皆が大切だ

なのか ?～ この事業の意義

ね、と満場一致 したものばか りではないはずです .

川に関わる人々の意識は多様です.多様な意見を、

議論を重ねて矛盾や誤解を解き、共通点を見出 し

て一つの価値観に収飯させていくことは大切です

一方で、違いがあるとい う前提に立つた Lで行動

するという実践的なアプローチがあって もよいと

思います

流域の魅力再発見は、 一人一人が桂川 。相模川

との関係を見つめなおす作業であり、市民参加の

ひとつの方法としてt)意義のあることと考えてい

ます	(篠 田授樹	 桂川をきれいにする会)
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実施内容

募集は、ポスター及びちらしを作成し、行政、市民を通じて広報した。

んだ 113」 、ホームページでも周知をおこなつた。7月頃より募集を始め、

表に示すとおり、8名から 10件の情報が寄せられた。

また、広報誌「あじえ

12月 末に締め切つた。

表	桂川 。相模川の “とっておきの場所"応募一覧

NQ 場所 応募者

1 相模大堰上流の丸石の川原の奥 1市民 (模浜市)

(推薦理由)教えてもらわなければ分からない所に咲いているかわいらしいカワラノギクのだ

から魅力があるのです。

2
曇↑

=:TPIttT	ttTTT鷲

ザ 望 F嬌ず ,PrF	I=予 響 軍ァ

(推薦理由)ア オサギやカワウなどの鳥がいれかわ りたちかわり飛んできては石の上で休んだ

り、羽つくろいをしたり、水に飛びこんでエサをとるのが観察できますの鳥の “とっておきの

場所"です。

3 相模り|1左岸用水路取水堰	 磯部頭首工 1市民 (オタ崎市)

(推薦理由)昭和15年 (1940)3月 完成の相模川左岸用水路の水はこの堰のおかげで4市 1町の

田をうるお します。それまで天水に頼つていた田にいつでも水がひけ、収穫が安定しました。

また、堰は洪水 も防ぎ、上流は水を満々とたたえ、田名潮来と言われる程美 しい水辺の景色が

生まれ、多くの魚を育んでいます。堰周辺は公園として整備されました。

4 相模湖町	弁天橋周辺																							1市 民 (棟浜市)

(推薦理由)こ こが相模川かと考えられないひなびた所。釣橋、茶屋があります。

5

‖唇昴i:督iIお顎 羽 1,「Fllir]li`子 FF`ri`:]F「 1,iFI
(推薦理由)春には川むかいにある桂高等学校の桜の花びらが桂川をピンクにする所です。

た、天気が良ければ少し富士を見れるのでお花見をする方がいます。

6 鹿留川最上流地域

(推薦理由)手つかずの源流っ

1市民 卿貿市)

7 十日市場	 桂川流域の溶岩峡谷 「蒼竜峡」															1市 民 (都貿市)

(推薦理由)富士山噴火による溶岩地帯。せまく急な流れ。

8 十日市場湧水																												1市 民 (都貿市)

(推薦理由)富士の湧水 (桂川に注ぐ川多数)。

9 富士吉田市内	 ホテル鐘山苑の裏手																		1市 民

`軍

■声甲市)

(推薦理由)普段、日常的に管理され、自然と清流がマッチングしている。

ｎ
ｕ 山梨県道志村月夜野	道志渓谷キャンプ場下														1市 民 (富■声甲市)

(推薦理由)道志川の美しい渓谷で醍醐味な釣りが出来る。水源の森よりわきでる湧水。
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(7)	 カレンダー作成事業

「桂川。相模川流1或協議会」何をやつているグループかな?
もっとみんなに知って欲しい !参加して欲しい !そんな気持ちから手作リカレンダーを事業と

して計画、推進しました。

計画のアウ トライン

・ 桂川 。相模川流1或 (水源→河□)の風景や動植物の写真を集め、月めくりのカレンダーを

作る。

部数 500部、6枚綴り、12月初旬完成配布、写真の収集 (関係市町村の協力を要請)

水源 。桂川 。相模湖・相模川中流・相模川下流 。河□域の各場所の象徴的なものの写真を

収集する。

<7月 >写真の収集	 各市町村役場の担当課に赴き協力を要請し各担当課で紹介された写真

の中から候補写真のコピーを持ち帰り検討しました。選択した写真のネガ借用(平塚市・厚木市・

相模原市・本目模湖町・山中湖村・富士吉田市)→パソコンに入力→ネガ返却	 各担当課には何度も

お世話になりました。

<8月 >原稿・編集については、セミプロ仲間の方々の協力で苦労の末、形を成してきまし

た。

各ページには、協議会の PR。 写真には 6つの課題を織り込んでの説明をいれました。

<10月 >校正・版下作成では、各主体・事務局等の矢0恵をいただきました。

<11月 >印刷 (予算内作成を目指して長野県岡谷市内の印刷屋に依頼)

<12月 >配布 12/8シ ンポジューム会場にて配布 。事業者・市民会員 。行政機関へ発送し終

了しました。

カレンダーの完成を終え、たかがカレンダーされどカレンダーである。完成したカレンダー

にはそれなりに満足感があるものの、あれもこれもと欲深な思いもあり多少未消化に終わった

感もありました。

有償配布について、広<会員皆さんの協力をいただきました。

利用されている皆さんの建設的なご意見を期待しています。最後に協力いただいた皆様に感

謝いたします。

(報告	 八木 伸)

'青

く買か1ミ い)ヽようたれる
2003年 カレンダー

桂川・相模川流域協議会
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(8)環境調査事業 (ホタル調査)

事業の目的

① 身近な生活環境を自分自身の目や足を使つて認識すること
② 近代化によって反転させられた美意識や景観基準をあらためて問いなおすこと
③ より多くの人にこれからの流域のありかたについて考えてもらうきつかけを与える

こと

その具体的な取り組みの第一歩として、日本で名の知られた生き物として トップクラスの

ホタルを選定し、誰もがわかりやすく参加しやすいようにした。ホタルに気づいて、それ

からあらためて川や水辺を見て想いを新たにしてもらうことで、流域の環境保全活動につ

ながる可能性がある。

事業の内容

① 学習会

平成 14年 12月 1日 (土)14:00～ 16:30八王子市民会館 第8会議室にて、ホタル

研究の第一人者である大場信義氏 (理学博士・横須賀市自然・人文博物館主任学芸

員)を講師に招き、学習会「ホタル学の初歩から最新の研究成果まで」を開催 した。

募集は、ちらしを作成し、会員には送付し、非会員にも公開(参加無料)と し、ホー

ムページにも掲載した。参加者は29名 でした。
<詳細は後述>

② 観察会

協議会の市民会員、市民団体会員、事業者団体会員、行政会員のご協力により、6

ヶ所での観察会に参加させて戴いた。流域各地で実施されているホタル観察会の情

報を収集 口整理した。その内、広報可能な6ヶ 所については、ちらしを作成し、会

員には総会で配布し、ホームページに掲載し、非会員にも公開とした。参加者は 117

名でした。	<詳細は後述>

③ 事業担当会議
・	 第 1回	 平成 14年 11月 2日 (土)10:30～ 12:00サン・エールさがみはら 第 1

会議室

(1)学習会の具体的な進行・役割	(2)今 年度の報告書	(3)来年度の事業内容の具

体化

く出席者 12名 >
・ 第2回	 平成 15年 2月 8日 (土)10:30～ 12:00	相模湖交流センター レッスン

室

(1)来年度の事業計画(内容の具体化)(2)その他(学習会の感想・反省など)

<出席者 14名 >

事業の成果

研究機関、市民団体等の連携により、市民参加型環境調査事業として、桂川・相模川流域
でのホタルの生息調査を今年度よリスター トする事が決定しましたが、ゲンジボタルの成

虫の見られる時期が 5月 下旬～7月 上旬であり、今年度の定期総会が6月 1日 という事で、

時間的余裕がなかつたので、今年度は、学習会を行ない、実際の調査の準備期間とし、生

息調査は行なわず、来年度から実施する予定で進めてきた。また、任意参加という形で、
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事業の目的に対 し、観察会参加によリー定の成果は得られたと考えるが、「より多くの人

に」という点では、物足りなさを感 じる。場所を特定したデータを公表するとホタルがい

なくなってしまう可能性があり、一般に公開するには注意が必要など積極的な広報が難 し

い側面もある。今後、成果を得るためには各地で取り組んでおられる団体との連携が必要

不可欠と考える。その準備が十分にできたかと問われると、流域 25市町村の内、1/3程度

である。(記録 :松川義彦)

No.2ホ タルの光を追っていくと2匹のホタルが No.2子供の手にホタルをのせ記念撮影

「ホタル観察会2002」 	 実施会場一覧

No. 実施会場 集合場所 実施日 時間
主催団体

(行事・事業名)

1
<神奈川県>

平塚市
土屋霊園 6月 1日 (土 )

17:30

20:00

平塚の自然を守る会

<神奈川県>
相模原市磯部

鳩川・縄文の谷戸

実施会場に直接集合

」R相模線下溝駅

から徒歩約 15分

6月 2日 (日 )

20:00

21:00

鳩川・縄文の谷戸の会

3

く神奈川県>
座間市

県立座間

谷戸山公園

実施会場に直接集合

(「 里山体験館」前に集合)

小田急小田原線座間駅

東口より徒歩約 10分

6月 8日 (土 )

19,00

20:30

神奈川県自然観察指導員

連絡会

4

<神奈川県>
相模原市

道保川公園

相模原市総合学習センター

講義後、バスで道保川公園へ移動
6月 11日 (火 )

18:15

21:00

相模原の環境を

よくする会

(ホタル教室)

事務局 :相模原市

環境対策課内

5

<神奈川県>
津久井郡城山町

城北穴川地区

(城北穴川地区ホタルの里)

「R横浜線・相模線・京王相模原紡

橋本駅北口より法政大学行バス

円林寺前下車徒歩 12分

6月 22日 (土)

19:30

21:00

城北・里山まつり

実行委員会

(第 3回城山・里山

まつり)

事務局 :城北センター内

6

<山梨県>

都留市小杉山

高川・ホタルの郷

富士急行線

田野倉駅

(尾県郷土資料館)

6月 29日 (土 )

11:15

20:30

桂川・本目模川流域協議会

(第 14回 ツアー&
ウォッチング)

桂川をきれいにする会
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(9)ホ ームページの紹介

まえがき

ホームページも 2000年 9月 に開設してから 2002年 3月末までに、19ヶ 月が経過しました。

3月 31日現在で、アクセス件数が 5015件を数えるに至つています。2001年 3月 31日 までにア

クセス件数が 800件ですから、1年間に 4215件増えたことになります。したがって、今年度の

lヶ月あたりのアクセス件数は 12ヶ 月でわり算をすれば 351件 となり、昨年の 114件 と比べる

と、3.1倍となりました。これからも情報発信の内容の充実を着実に図ることによって、桂川・

相模川流域の環境保全に関心を持つ方夜にアクセスしていただきたいと期待しておりますし、ま

た協議会の存在と活動をご存じない人長に文字どおり広報するための方法としても工夫していき

たいと考えています。

1	 事業開催のお知らせ中心の情報発信強化

事業 (各種イベント、学習会、調査事業等を含む)担当、会員の方長の協力で、昨年は事業開

催に関しては、案内チラシの配布とほぼ同時にホームページにおいても広報することができまし

た。1年間の更新回数は 18回を数え、月平均 1.5回 となります。年度末の事業開催のお矢0ら せの

部分を画面の一部で紹介します。

一，ぼ軸

一一一一一一二“““蒙

一
●
一
２
●

檬
『
一一

●●|■年・ 	 ■|‐ |‐‐			 ■ 事業,ィヽント名	 ■|‐	■|●■■	・ ■■			 主幽団体等‐

般麟．卿一一一一一一一一一‡
麟．‡岬一一一劇

画面例 :2003年 2月から 3月 にかけての事業開催のお知らせ

2	 今後の情報発信等の分野についての検討

a)カテゴリーから見た検討	:	 現在、入り□に当たる トップページでは、以下の9つのカテゴ

リーを用意してそれぞれの分野の情報を提供しています。カテゴリー9	:	1協議会案内	2地
域協議会	3専門別部会	4ア ジェンダ 21	5行動方針・計画	6あじぇんだ n3	7イ ベント

開催等	8報告 。論文等	9リ ンク集	 十「 トピックス」。最後の「 トピックス」は、トップペー

すITIT禅.種聯磐翼鵞
=■

|

鸞‐.		m顆彗赫1‐轟:

裁露轟穂11T‐警Il韓
|

1書慄馳じ妻言.T‐ 子蒙

∬革鷲|
1琴■|.‐ ■ ||‐ |

講嘲導響l
轍 |.T=警|

籍菫藩翼繊晨
増 |‐
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ジにおいて、その時々のイベン ト情報と作成された報告書等の紹介をしています。2002年度はカ

テゴリーの中で、「 7イ ベント開催等」「8報告・論文等」を中心にして紹介してきました。「7イ

ベント開催等」に関しては、既に紹介したように皆さんの協力で網羅的に掲載してきましたが、

「8報告 。論文等」の方は必ずしも網羅されていないのが、現状です。他の分野は、ほとんど更

新していません。

b)ホ ームページに対する要望事項	:	 特にアンケー ト調査などは行つていませんが、主として

協議会会員から寄せられた主たる要望を紹介しておきます。

・ 	 掲示板等を設けて、幅広<意見を受け入れることも含めて、双方向性をもったらどうか。

o	 魅力再発見事業で集められた情報を トップページに紹介するとこか、また応募の PRの媒体

として、有効に活用できないか。

。	 リンク集の中に入れて欲しい URLがあります。是非、ご紹介いただきたい。

c)ホームページ更新に関して	:	 ホームページの更新情報に限つて、情報提供を行つてきまし

た。ご関心のある方は、桂川 。相模川流域協議会HP担当 (ト ップページの左下の該当個所をク

リック)に「更新情報を依頼します」と送信していただければ、次回から、更新の都度、更新内

容について紹介します。担当幹事としては、名刺交換をした方で、メール・アドレスが記載され

ている方には更新情報を提供しています。この方法は、2003年度も継続することにいたします。

d)ダウンロー ド上での トラブル 	:	 パソコンの OSの相違によって、フォントの変換がうまく

いかないケースが出てきました。普及しているフォントを使用して、問題解決しました。ご指摘

いただき、即対応することができました。ありがとうございました。

3今後の計画について

努力目標として、以下に新たなる改善項目を列挙することにします。

●	 掲示板等を設けて、双方向性を持たせること。

●	 事業 (活動)報告に関して、全体が眺望できるように、少な<とも年報をダウンロードでき

るようにすること。

●	 他の事業 (活動)への支援を含めた協働事業イヒを試行すること。

●	 ホームページのリンク集をテーマ毎に編集して、紹介すること。

●	 当ホームページを紹介していただき、リンク先に加えていただけるサイトを発掘すること。

おわりに

今後とも、皆様とともに流i或協議会の一つの顔としてもホームページをなお一層発展させてい

きたいと思つています。また、市民 。市民部会のさまざまな想いをどのようにホームページから

発信させるのか、また質問・情報提供に関する依頼等があつたときの対応をどのようにしたらよ

いか、・・。次々と発生するこうした課題にも丹念に対応する仕組みを皆様とともに工夫していき

たいと思つています。なお、現在まで、市民部会メンバーの山本、桑垣、氏家、小宮、加賀谷、

松川、多賀の諸氏には制作企画、点検作業と更新作業において、特別な協力と助言をいただきま

した。今後とも皆様のご協力を重ねてお願いいたします。
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(10)会報誌等の発行

桂川 。相模川流域協議会の活動状況やアジェンダの推進状況について、広<会員等に周知するた

めに会報誌『あじぇんだ 113』 を発行しています。2002年 度については、2002年 11月
と2003年 3月の2回発行しました。

第9号巻頭の「テーマ随想」は、あるテーマについて会員それぞれの立場からの思いを綴つてい

ただきました。また、第10号は節目の号として、座談会記事を特集して、取材記事も含め今と言

の様夜な川の姿をお伝えしました。

連載として、「流域ウォッチング」や「流域紀行」では、上流・下流から原稿を寄せていただき、

流i或の交流促進をはかりました。また9号から「流1或活動報告」として流域で活動されている団体

の紹介をはじめまして、今後も様友な話題を提供できる内容を目指しています。

〈今年度発行分の内容〉

第9号	2002年11月 20日発行

●テーマ随想「私と森のかかわり」
。落ち葉かきと私	小泉利男
・道志の水源林を守って	水越茂広
。新人類の迷い	安富汚森
・森の恩恵とダメージ	山地	渉

●2002年 度 定 期 総会 開催 され る
アジェンダ実践活動の方向性を確認

●流域ウオッチン冽□	博物館・美術館。資料館

●上下流交流事業報告 (上流事業)
六月市扇山に2200本 のヒノキ根づ<

●ツアー&ウオッチング報告
清流にホタルの舞う里/都留市小形山を訪ねて

●流域活動報告
・めだかと共に11年、これから…		 勝俣源―
・河川水質の向上保持をめざして	高座地区河川をされいに

●≧足易羅ふ労纏 Pの
語る相模り|15	 する会

●流域紀行「茶壺道中」

第10号	2003年 3月31日発行

●特集 :座談会 	「音の川 。今の川」
出席者	佐藤	保/天野	要/小野完二/小宮	昇
司	 会	牧島信一

●上下流交流事業報告 	(本目模湾7。
t上

観察会)

●流域ウオッチングロ	流域の橋
●2002年 度事業報告
・流1或 シンポジウム	森林里山からおいしい水は誕生する
・12月 1日実施「ホタルの学習会」報告

●流域団体活動報告
・ 富士に学ぶ会	・湘南華の会

●シリーズ	生き物たちの語る相模川6
「 トビvs.ミサゴ」

●流i或紀行「ちょんまげ塚」

第9号

螂
軋貯輯il疇

|

一
”　　　　　　　　」獄
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(11)地上或協議会

桂川・東部地域協議会2002年度活動報告
「桂川北都留地域協議会」から「桂川 。東部地域協議会」と改称し、今年度2年目を迎

え、実質的な活動を行う為に役員の改選が行なわれました。

初代会長の鈴木敏道氏のご活躍の上に、さらに発展を期して都留市在住の勝俣藤久氏を選

任しました。新会長は都市部に近い山村の本来的な活性化を模索したいと抱負を語られま

した。尚、鈴木敏道氏が、「やまなし環境財団」より、長年の環境活動に対して表彰され

ました。

■2002(平 成14)年度の活動報告■

会・役員会

①総会・環境啓発講演会 (6/30)
富士女性センター (都留市)

地域の人長に、より多<、 桂川流域の環境保全活動に理解と認識を持ってもらい、

活動に積極的に参力0してもらうため、総会開催時に地元出身の落語家『林家正雀師匠

の噺』と、篠田授樹さんによる『桂川 。相模川の環境問題について』請演会を開催。

環境にやさしい内容の話を人情話と合わせて熱演されました。

②役員会開催 (5/10、 6/4、 10/15、 1/15)
その他打ち合わせ会	10回 開催

(総会 :環境啓発請演会)

イベン ト事業

①クリーンキャンペーン

4/25	 都留市田原の滝 	「鯉のぼり祭実行委員会」主催の河川清掃イベントに参加

6/8	 大月市猿橋駅・鳥沢駅前	 清掃と登山者へのゴミの持ち帰リキャンペーン

地域の有志で毎週行われている駅前の清掃活動に加わり、清掃活動を行い

ました。

7/15	 上野原町桐原		 山梨県主催の桂川クリーンキャンペーンに参加。

8/11	 大月市鳥沢		 川と親しむ集い『川で遊ぼう』(親子で釣り教室)開催。

昨年と同じように、鳥沢小学校にご協力いただき、桂川本流の鳥沢地i或の河

川敷で、親子での参加でゴミ拾いと川遊びを楽しみ、遊びの中に川の現状を矢□

り、さらに行動する仲間作りの機会を持つた。

内容 :河川清掃 (ク リーンキャンペーン)。 マスのつかみ取りとその焼き魚

・釣り教室・ トウモロコシの炭焼き 。川遊び (水泳)

*会員の棚本氏が格安に提供して<れたマスのつかみ取りは、子供達にはなかな

か難しい。目にも留まらないように逃げる魚影を追つて歓声をあげていた。大

人のサポートで浅瀬に追い込み捕まえると、本当に嬉しそうだ。又、川遊びで

は子供だけでな<、 男性会員も上半身だけ脱いで子供と一緒に泳いで楽しんだ。

子供達は、プールで泳ぐよりも本当に楽しいということで、我尺大人も本当に

気持ちが良いのだが、衛生上はどうなのだろうかと少し心配もされた。浄化槽

や下水の整備と共にゴミの河川投棄をなくさねばと改めて考えた。
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10/27	 都留市古川渡		 都留市主催の水生生物調査とクリーンキャンペーン参加。

地元住民の方が30名ほど参加する中、簡易水質検査を行いながら、

ゴミを減らし、水質が維持されるように努力していくことを1話 し合っ

た。	 会員の参加3名。

②里山保全活動の体験ツアー

水源地上流部としての里山保全活動を理解し実践するために、昨年に引き続き「炭焼

き体験ツアー」、「きのこ植菌作業体験ツアー」を実施。

011/23	 炭焼き体験ツアー 大月市七保町奈良子地区において「奈良子炭

焼き体験塾」と連携し、水源地域における森林の役害」とその活用について学ぶ

体験研修を実施。短時間で焼ける簡易竹炭造りに挑戦、その他内容も盛り沢山

でした。(小形の ドラム缶を土に埋めて、完全に火がついたら蓋をして土をか

51せ竹炭ができるまで2時間ほど待ちます。その間、動物写真家の中川雄三氏

の素0青 らしい写真を見たり話を聞き、自然豊かな地1或のおもしろさを再認識し

ました。又、暖をとる薪で焼き芋を焼いて食べたり、竹細工の風車を作ったり、

大変好評でした。参加者50名、繰り返し参加の方もいました。)

3/2		 きのこ植菌作業体験ツアー		 都留市四日市場の民有地でキノコの植

菌作業を体験した。講師の県、林業指導員からキノコの生体や効用などの講話

を聞いた後、今回2種類の方法で椎茸となめ茸の植菌を行つた。甘酒や、豚汁

等も楽しみながら、環境問題などを語り合つた。参加者60名	 入会希望者が

5名もありました。

※11/11	 上野原小学校の学校林環境教育、植林事業に参加

③活動継続の場の検討学習会

5/3	 「桂川ウェルネスパーク学習会」	 大月市富浜に計画されている県の桂川ウェ

ルネスパークについて、環境保全 。市民参画等の観点からの検討を、大月短大

地域ゼミ 。MO丁などの地域グループとともに共同開催した。

3/25「 協議会学習会」		 山梨県上流部の富士北麓地域における地域協議会の設立

について、上流部会員と共に意見交換・交流を図り、合わせて次年度の上下交

交流事業案として上がっている道志村の水源の森等を視察。

④環境保全のための啓発パネル展

当会の活動状況を広く知ってもらうと共に、環境保全の大切さを訴えた。

(6/30桂 川 。東部地i或協議会総会、12/8桂 川・相模川流域協議会シンホ
゜
シ
・
ウム)

(炭焼き体験) (きのこ植菌体験ツアー)
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相模川湘南地域協議会2002年活動報告
1。 学 習 会 の 記 録

(テ ーマ :講師 :時 :会場 :参加数 :概要)

1■ 1「相模川の生い立ちJ森 慎―氏 (平塚市

博物館)OH14.5。90平 塚教育会館	02
7名	 最近の研究では、丹沢の地殻は、伊豆

七島の火山のように南方で生まれ、フィリッヒ
゜
ン

海フ
゜
レートに乗り北上し本州弧に衝突して、隆

起し形成されたと考えられている。丹沢が小

佛山地に衝突する直前には、丹沢と小佛山地

との間は深い海が存在していたことが調査結

果から明らかにな つてきた。この海が500
万年前頃、丹沢山地と小仏山地の衝突により、

相模川が誕生したと言われています。

50万年前の相模川は、城山町川尻付近か

ら武蔵野を流れ、多摩川に合流して流れてい

た。

その後、相模川は流域を南に変え、30万～

15万年前に礫層が座間丘陵に作られたと言

われている。7万年前頃、気候が寒冷化し始

め、相模川は流i或 を西に移動しながら現在の

相模川となつた。これが母なる川「桂川 。相

模川」の生い立ち。

[平塚市博物館、相模川・大模型の前で]

会場と隣の平塚市博物館で、標本・資料や

相模川の模型で説明され、大会議室ではスライ

ト
・

とフ
゜
ロシ
・

ェクターなどを使用 して懇切丁寧に説

明されました。 (山本記)

なお、この学習会に続いて地域協議会の総会

が開かれたことを記録しておく。

1-2「 リサイクルとリユース、どっちがおト

ク」中村秀次氏 (生活クラブ連合会企画副部

長)OH14.7.9	0茅 ヶ崎市役所分庁舎○

21名

94年4月 施行の「容器包装リサイクル法」

は、自治体のコス ト負担が重<、 メーカーの

負担が軽いため、メーカーはリターすブル容

器を選択しょうとしない。しかし、これでは

ゴミ発生の抑制にならず、ゴミ減量の動機付

けにもならない。リサイクルのワンウエイ容

器は、自治体がその7割を負担している。一

方、リターすブル製品はすべてメーカーの自

己責任でリユースしているので 10割負担と

なる。そのため、リターすブル容器を使用す

るメーカーはなくなる。(自治体の資源回収が

広がり、ゴミ処理費用は国民一人一ヶ月800円
負担)(リ サイクルは進んだが、埋めたてゴミは

36万 トン増加、二酸イヒ炭素は240万 トン増加)

大気汚染物質の除去費用やゴミ処理費用な

ど、いわゆる社会的コス トを商品価格に含め

ることにより、「使い捨ては高い」が常識に

なる。環境保全からリユースを普及させる製

品種類を指定し、容器製造時課徴金を課し、

リターナブル容器の普及を行う必要がある。

ペットボ トルや紙パ ックの回収率が低いの

で、これらの容器にはデポジット制度を導入

し回収率を高めることが大切である。

1-3「馬入水辺の楽校」天内康夫氏 (自 然

観察指導員)OH14.10.130平 塚市馬入

030名	 相模川右岸 にある馬入水辺の楽校

で、「水辺の生き物に6、 れながら、自然環境

について学び考える」をテーマに、天内氏の

指導で現地学習をした。植物のイシミカワや

セイタカアワダチソウについて、ぬり絵用紙

が参加者に渡され、現物を見て各植物に色鉛

筆で同じ色で塗ってい<作業をした。ワンド

では小魚や力エルなどを網で取つて、楽校の

人から魚の種類と特徴、見分け方などの話を

聞いた。

(平塚市博物館主催の観察会と合流して実施)

1-4「出前懇談会一施策と費用負担のあり方

の検討」県土地水資源対策課	OH14.10.
31	0茅 ヶ崎勤労市民会館015名

神奈川県地方税制等研究会の下に設置され

た生活環境税制専門部会において、水の安定

的供給と水質保全のために今後必要な施策と

費用負担のあり方などに検討が行われ、14
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年6月 に報告書が纏められた。これを受け、

県は第二期専P5部会を設置、議論を進める。

*林業の不振による森林の持つ様尺な機能、

例えば水源涵養・土砂流出崩壊防止などの機

能低下を防止するため、県では「水源の森林

づ<り 事業」にとり<むこと。

*ダム湖の堆砂対策、湖上流1或 に生活する人

尺の生活排水処理の処理率の向上に努めるこ

と。……などが検討されているという報告を

受けて、話し合つた。

2。 クリーンキ ャンペーン

OH1	4.5。 26日
○相模川左岸河□干潟 〈茅ヶ崎倶」〉

湘南地i或 協議会の海岸清掃は、9時に集合

し、 11時まで可燃ごみと不燃ごみを収集し

ました。この場所は相模川河□に隣接する海

岸のため、家庭で日常使用している物が多<、

また、大物では車のホイルやタイヤなどがあ

りました。

私達の ク リー

ンキ ャンペー ン

に一緒 に参加 し

たSEN(Surfers

Environmenta

lNetwork)の メ

ンバ ー 8人 の活

躍は素晴 らしい

もので した。

特にメ ンバ ーの

アメリカ人の		[ミスターカもちの飛び入り]

Kevin	Parttngtonさ んは体も大き<力持

ちで、大物ごみを集積場所まで運びました。

そこで、Kevin	Parrlngtonに インタビュー

をしました。「なぜ、クリーンキャンペーン」

に参加したのですか?	 一 (Answer)一サ

ーフィンをするためには、きれいなビーチと

水質が大切であることを、間かされました。

SENグループでは定期的に相模湾ビーチの

水質検査を十数力所行いHPに掲載している

そうです。

クリーンキャンペーンに参加して、ごみの

多くは生活用品類で、川から海に流れ海岸に

打ち上げられた物です。 「清<、 豊かに流れ

る桂川・本目模川」のイメージ を汚さないよう

努力したいと思う」(山 本記)

3.講 演 と地域交流 の集 い

OH14.3.1	0平 塚市教育会館	035名
地上或の環境 。自然グループ、環境に関lbを

持つ個人との交流を深め連携を図る狙いで、

テーマ :「 り||に 学び、交流し、環境保全活動

に生かそう」を掲げて開催した。

一部 :請演

演題 :「市民が楽しむ川づくり・まちづ<り 」

一通船川・栗の木川下流再生市民会議の歩み

講師 :	 新潟大学工学部 	 大熊 孝 教授

平成10年6月、大熊先生が会長をしている

「通船川・栗の木川再生市民会議」が、結成さ

れた。参加者ほ市と市民であるが、メンバー

は確定せず、誰でもいつでも参加できる。

会議はこれまで十数回開催している。細か

い事柄はワークショップで詰めている。ワー

クショップは2週間に1回行つている。

98年8月 に10寺間に98ミ リの雨が降り、

「激特事業」として95億円の予算を付けて

貰つた。しかし、行政との相互理解がうま<
ゆかず、共通認識の必要性を痛感する。

川は土砂を運び、平野・海岸をつ<るもの

である。人びとの川に対する従来の考え方は、

「地表に落下した雨の天水が集合し、海、湖

に注ぐ流れの筋」ということであったが、本

来『川とは、地球における物質循環の重要な

担い手であるとともに、人にとって身近な自

然で、恵と災害という矛盾のなかに、ゆっく

りと時間をかけて、地i或 文化を育んできた存

在である』と考えるべきである。

川にはムダな水は一滴も流れていない。洪

水でさえ、害ばかりではない。洪水によって

川の生息循環が一新され、洪水で運ばれる大

量の物質が海の生物の栄養源にもなる。

また、河床洗掘防止のための粗架沈床 (広

葉樹の細かい枝を束ねて格子状に組む)は、

以前は人力で造られていたが、現在はクレー

ンなどのハイテク機械を使用し、人力に頼ら

ず大型の粗果沈床の施工もできるようになつ

た。このように□―テクノロジー、□―テク

素材と、ハイテク機械の ドッキングにより新

-77-



たな工法が可能になります。

これからの技術は専門家に頼らず、地球コ

ミュニティーに配慮し、時を蓄積していける

人と自然に優しい調和した美しい空間倉」出が

重要である。

効率の20世紀から美の21世紀へ !

[交流タイムで参加者と話し合う大熊教授 (左)]

二部 :パネル展示の前の交流タイム

◇ パネル展示した4団体 :

「馬入・水辺の楽校」:「丹沢山塊の自然を

考える会J:「 生き残れ川の応援団」:「二宮

小学校3年生組」

◇リーフレット配布のみ :

「ちがさき自然エネルギーネットワーク」

三部 :活動発表

〈1〉 .相模川クリーンキャンペーン

発表者		 斎藤 新一さん(寒川町環境課 )

。昨年は参加者 1600人
・集めたゴミ1.06ト ン

・参加団体 :	自治会、婦人会、老人連合会、

スポーツ協会、労政問題懇話会
。今年は5月 26目 に実施する計画で進めて

い	 る。(近隣の海老名市、茅ヶ崎市、美イヒ

財	 団と 同時期に)

・町ぐるみ美イヒ運動…公共の場所をみんなで

きれいにすることと捉えている。

・ゴミが少ないので、やる必要なしとの意見

もあるが、啓蒙のために実施している。

(住民に理解してもらうのに苦労しているが、

住民の意識向上のために活動は続ける意向)

○ゴミの集め方	 神川橋河川敷に集まっても

らいゴミ集めする。①可燃ゴミ	②空きカン

・ビン	③不燃ゴミの3種類に分けてもらい

ゴミ分別収集の意識向上に役立てている。

く2〉。ほのぼのビーチ実行委員会

発表者		 古賀慎載さん
。団体の紹介… 1990年 ころから海岸美イヒ

と	 住民参加を標榜 し、ネットワーク組織と

し	 て夏場中心の活動を始めた。

①湘南ベアヘッドフェスティバル…本当に

ら	要なピーチを考える集まり。

a.水質調査体験コース	b。 ソーラークッ

キング体験コース	c.ウインドサーフィン

②。バリアフリー探検隊

③.海岸落書き消しなどのイベントを通して

活動 している。

④。中海岸地区浸食対策に関する提言…茅ヶ

崎の砂浜減少の実情をスクリーンで説明。

【海岸浸食の理由】 ①ダム等による海岸線

後退 	 ②砂利採取 	 ③海岸の人工構造物

などが考えられる。

【今後やってい<こ と】

・海岸の実態を良<知 らせる

・安全性に関するデータの理論化

・海岸行政の仕組みを知る

。海岸を守る法律の研究調査

く3〉.駒寄川 水と緑と風の会

発表者			 鳥田靖忠さん

。会の紹介…公民館活動から発展した、「自

然を親しむ会」で、①護岸工事への注文と

②植生維持のため種を採取し土嚢に入れた。

【現在は】。年 1回の水質テスト	・地域中

学校の自然観察の手伝い	 。雑木林の笹刈り

。年4回の会報発行		 …などの活動をして

いる。

く4〉.馬入水辺の楽校

発表者			 永丼 紀行さん

。水辺の楽校のワン ドの自然回復をテーマ

に、魚類・水中生物を通して、平塚博物館の

学芸員浜□さんの指導を受けながら観察・調

査している。

。ワンドは上流側と下流側と二つある。上流

側のワンドは、プル ドーザーで堀つたもので

下流部で本流とつながつている。

。当初は低質はゴロタ石であつたが現在は泥

がかなり堆積している。本流側は深<水草も

ほどよく生育している。

・コイ、ギンフす、	ドジョウ、クロサギ、ボ

ラ、マハゼ、ウすギ、アユなどについて見つ

かつた回数を記録し分析している。

【これから】。ワンド環境の見直し 。泥の排
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出・水質確保・継続した記録保存が課題だ。

[活動発表の皆さん]

4。 地 域 協 議 会 ・ 運 営 委 員 会 の 開 催

記 録

平成14年度、相模川湘南地域協議会運営

委員会の開催状況

第 1回 平成14年4月 18日茅ヶ崎市役所本

庁舎 7階第3会議室

a.総会の準備について 	b。 相模川湘

南地i或協議会の「申し合わせ」について

c。 本年度事業計画について

第2回 平成14年5月 9日 平塚市教育会館

a。 運営委員の役害」分担	 代表、会計、監

査担当の選出について

第3回 平成14年7月 9日 茅 ヶ崎市役所分庁

舎	5階 F会議室

a。 地域協議会 13年度総会の報告

b.流域協議会 13年度総会の報告

c。 今後の行事計画について

第4回 平成14年8月 28目 ひらつかスカイ

プラザ会議室

a。 桂川・相棋川流i或協議会上下流交流事

業について

b.出前懇談会について

c.10月 13日 馬入水辺の楽校の進め方に

ついて

d。 上流団体との交流会について

第5回 平成14年 10月 31日茅ヶ崎市勤労市

民会館3階 B研修室

a。 上流団体との交流会(都留市)に っいて

b.地1或内他団体との交流会について

c。 湘南地域協議会のあり方について

第6回 平成14年 11月 29日 茅ヶ崎市役所

分庁舎 5階 D会議室

a。 相棋湾船上観察会の評価について

b。 12月 8日流域シンホ
゜
シ
・
ウムヘの参加依頼

c.県民サホ―゚トセンターの調査について

d.地域内他団体と交流会について

第7回 平成14年12月 19日 平塚MNビ ル1

1	8LE女性団体交流ルーム

a。 地i或 内他団体との交流会の準備

b。 上流団体との交流会 (都留市)

第 8回 平成 15年 1月 24目 茅ケ崎市役所 分

庁舎 5階 A会議室

a.地域内他団体との交流会の具体的準

備状況について	・広報関係 ・展示パ

ネル出展団体の確認・運営委員の役害」分

担の決定

第 9回 平成15年2月 24日 湘南地区行政セ

ンター平塚合庁2A会議室

a。 地域内他団体との交流会準備状況最

終確認

b。 平成15年度相模川湘南地l或 協議会事

業計画案作成

第 10回	 平成15年3月 24目湘南地区行政

センター 平塚合庁3A会議室

a.2002年 度活動報告について

b。 上流団体との交流会(都 留市)

5。 平 成 14年度運営委 員連名

50音順

市民	 赤22興三郎 《二宮》:石丼君江 《茅ケ崎》

丼上 駿 《平塚》:日 丼勝之 《平塚》:大

蔵律子 《平塚》:桑垣美和子 《茅ケ崎》:小

宮 昇 《平塚》:田端 裕 《大磯》:宮崎栄

子 《寒川》 :山本康雄 《藤沢》

行政	 寒川町町民部環境課 :湘南地区行政セ

ンター環境部環境保全課 :茅ヶ崎市環境

部環境保全課 :平塚市環境部環境政策課

(役害」分担)

会計 :宮崎栄子 	 監査 :寒川町環境課

代表 :赤 22興三郎

6。 3年目の 活動を振 りか え る

会員を増やしたいと念じながら続けた 1

年。まだ足りないことがあるのだろう、運動

の輪は広がらない。地域に居住する会員の方、

ご助力をお願いします。(代表 。赤羽興三郎)
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(12)そ の他の事業

1	 洗剤対策事業

〈みんなの消費生活展―相模原市―〉

3月 1日 、2日 に洗剤対策事業として、相模原市主催の消費生活展に参加 しました。昨

年行 つた水の利水が好評でしたので今年度も実施することとしました。さらに今年は森作

りのチームもいつしょに展示をしました。

当日は源流から汲んできた原水と水道の水を飲み比べてもらい、違いをあててもらいま

す。お礼に原水でいれたお茶をさしあげて、粉石けんを洗濯機1回分をサンプルとしてさ

しあげるという内容です。

昨年はお茶で飲み比べてもらってかなり違いがはつきりわかつた人がおおかつたのが印

象的でしたが、水ですと水道水も時間がたつて<ると意外と違和感がな<な つて<ること

がわかり、ハッキリと違いがわかりに<い結果がでました。ただ、年代別に差がでること

もわかりました。こどもはダン トツにちがいがわかりました。味覚の発達段階でとても敏

感に感じるのもこの時代なのだということでした。こどもに本物を与えることの重要性を

かんじました。さらには年配の人も違いがわかる世代でした。この人達はきれいな水をふ

だん飲んでいた世代でした。昔飲んだ味という人が多<みられました。そして、一番鈍感

な世代は若い世代でした。この世代は汚れた水しか飲んでいないかわいそうな世代といえ

るかも知れません。それでも原水のお茶を飲んでもらうととてもおいしいと言つて<れま

す。お茶の葉がとても単価の安いものと知ると水の違いに驚いていました。同じ水が流れ

下つてくる間に汚れてこんなにも違つて<ることを体験で実感してもらい、水を汚さない

生活をして欲しいと話ました。どの<ら いの人達がせつけんを使つて<れるかはわかりま

せんが、きつかけ作りになれることを念じています。

また、今回いつしょに展示をした森作りからのいすとテーブルもたいへん好評でした。

杉の丸太とむく板で組み合わせたシンプルで香りがよ<、 会場にひろがつて人びとの注目

でした。森とのつながりがその場で説明でき納得のい<話ができたように感じました。

(報告	 倉橋満矢口子)

(市 民活動フェア2003-横浜市―)

洗剤調査に横浜市メンバーも参加。

かながわ県民センターにて開催された “市民活動フェア2003～ 市民活動、協働と交流。

出会い、つながり、私にできること～"(2003年3月 15日 ～16日 )において、1階の

展示場で開催されたフリーマーケットのコーナーで、「森の恵みを楽しんで<ださい」で、

協議会の横浜市のメンバー4名 (牧島信一、佐長木博基、小泉利男、林久男諸氏)が協力

して、出展した。

「水道水と富士吉田の湧水との飲み比べ」と「甲斐東部材製材協同組合から提供の流域

産材でできたベンチ、鳥の巣箱、タオル掛け、フラワーボット等の紹介」をイベント的に

行つた。初日は、山梨県の大月 。河西悦子さんと忍野・天野栄策さんのメンバーも応援に

駆けつけ、また神奈川県知事も立ち寄つていただき、激励を受けることとなりました。5

分間ほどの時間、立ち止まっての見学となり、現在の協議会の活動状況を具体的に説明す

る機会となりました。・・・ 。	 今回の水の飲み比べから、洗剤による水質汚染への意識

啓発につながる説明の仕方については、仲間の倉橋満知子さん (相模原市)か らノウハウ

を受けて説明できるようになつたことを感謝します。

(報告	 牧島信一)
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2	 上野原森づ<り事業

上野原町の尾続地1或の鯉田和に里山の里親という新しい事業が始まりました。
里山の斜面を一区画400所 に区切って 10区画を町内外間わず、健康で森林の保全に

興味を持ち、この事業に協力的な個人・団体に貸し出す事業です。
この事業に、桂川 。相模川流域協議会として参加できないものかと、協議会の市民部会

に提案し、幹事会で14年度の事業案に加えていただ<こ とになりました。
協議会のアジェンダ21にある森づ<り の行動計画の内容に合致したこの事業は町とし

ても、初めてのもので、参加者と一緒にどんな取り組みになるか楽しみながら事業を進め
たい意向が伺えます。

日乍年の12月 に現地説明会があり、この事業の内容、禁止事項などの確認、区画の希望
や賃貸契約などの準備が行なわれました。

協議会の区画は2区画を申し込み、ここに決まりました。
☆森の手 入れ講習会
今年にはいり、第1回目の町が行なうイベント「森の手入れ講習会」では6区画11名の参加

により、現地の頂上付近を見晴台として、また休憩所にするために指導を受け、下草刈り
や枝打ちなどの周辺整備が行われました。

上野原の町が一望に見える、素敵なスポットになりました。
★ しいた け植菌講習会
2回目のイベント「しいたけ植菌請習会」が5月 11日 に行われました。
前日降つた雨が現地までの山道を湿らせかなり歩き方も慎重になりました。
特に、植菌のほだ木を背負って運ばれた方々のご苦労は大変なものでした。
参加者はご夫婦やご家族、個人などと様々でした。
専門家の指導により、きのこの菌を打ち込む穴あけ作業に始まり、種菌を打ち込む作業

が行われました。
植菌の済んだほだ木は現地に並べ、積み上げられ、上に紗の覆いが被せられました。
このまま2ヶ月ほど置いて、菌が全体に回るのを待つのだそうです。
予定より早<作業が終わりましたので、参加者それぞれに感想や今後の考えなどの語り

合いもできました。
個々の区画への作業はそれぞれの考え方で行われますが、前回のように共同で使う場や

みんなで一緒にしたほうが良い事柄については共同に計画を立てたいものです。
自然真つ只中での作業はとても気持ちが良<て、心も身体も癒され、元気が出るようで

した。
さて、この第2区画をどのように使うのか、市民部会のメンバー、小西一郎、倉橋満知

子、氏家雅仁 (敬称略)の方々を現地に案内し、意見を聞きました。
1、 	 記念樹を植えたい。
2、 	 適当な林になっているので、何もせず、この場を楽しむことを考えては。
3、 	 ここの植生を調査しては。
4、 	 流1或のウォッチングを兼ねて、里山ウォッチングを計画しては。

とにもか<にも、上野原の里山が多<の人々に開放され、現地の保全にまつわる様々な
作業を体験することで、空気や水を浄化して<れる木長のありがたさを認識し、
流域協議会の市民・事業者・行政が3年かけて合意した行動計画達成への一つの事例とな
るのではないでしょうか。

上野原町が企画実施した里山保全利用事業
第1回 。3月23日	 森の手入れ講習会

参加者 。中村光義、中村むつ子
第2回 。5月 11日 	 しいたけ食菌講習会

参加者・高木弘、中村道子
第3回 。9月 14日 	 しいたけ原木の本伏せおよび

里山林内の整備作業

参加者 。ノヽ本伸、中村光義、中村道子

駒げ・"

14年度は町の企画に参加しただけで、協議会としての事業は行われませんでした。
現地には、5月 に植菌したしいたけの原木が1区画各5本づつ、50本が本伏せしてあり、

秋の収穫が楽しみです。
そして、確保した第2区画にはッッジの低木が生えているので、つつじの花の頃には散

策するだけでも里山を味わうことができるのではないでしょうか。
15年度には何らかの企画が実施できたらと悪います。						(報 告	 中村道子)
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2002年度予算等



2001(平 成13)年度収支決算

1	 収入の部

2	 支出の部

収入の部の決算額(A)6,905,272円
支出の部の決算額(B)6,490.254円

差 し引き残高(A)一 (B)=(C)415,018円 [2002(平 成 14)年度に繰越]

項 		 目 予 	 算 	 額 決	算	額 差 引 額 備 者

負 	 担 	 金 3,960,000 E 3,960,000円 0円 国1交通省京浜I事5務所	250,000円
山			梨			県			750,000円
神		奈		川		県		2,250,000円
市(人 □	10万人以上の6市)

300,000円

(人 □	10万人未満の3市)

90,000円

町村(16町 村)	320,000円

費 1,932,000 E I,836,000 E 96,000 E 市民(団 体)				356,000円
館瑞 		(65業者)		950,000円
その他事業者							530,000円

賛 	 助 	 金 0円 5,000円 a 5,000 E

繰	 越	 金 1,103,509 El 1,103,509円 0円

雑 	 収 	 入 1,510 El 763円 747円 預金利子

≦き					言十 6,997,019円 (A)6,905.272 E △ 91,747円

項 	 目 予 	 算 	 額 決	 算	 額 差 引 額 備 者

会 	 議 	 費 1,100,120 EI 780,248 E 319,872円 鯉 酬料						173,042円
鵬謝1謝it							33,940円
市民交通費								352,640円
世剛胎議削										0円
語録記録経費				41,160円
専門部会専「:家謝礼				78,220円
朋協議会運営経費					60420円
資料鋼躙 							40,826円

事 	 業 	 費 4,345,449円 4,151,992円 193,457円 ,|― )11)へ
.―

)		496,544円
上下流交流事業				1,143,138円
))i・ ).,1					317,394円
ホームヘ

:―

ツ
゛
					291,904円

ツフー&ウオッチング				72,137円
会il誌 発行						779,455円
年報作成事成							731,420円
地脇絵事類					320,000円

事 	 務 	 費 1,451,450 El 1,458,014 El
^^6,s64 

E 会議開催等郵送料					429,720円
通信費											60,000円
事務用品等						180,374円
アシ
・

Iンタ
゛
印刷費			787.920円

予 	 備 	 費 100,000 El 100,000 El 0円 1塚リレ作成費					100,000円

合 		 計 6,997,019円 (B) 6,4e0,2s4 E 506,765 n
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1	 収入の部

2	 支出の部

2002(平 成 14)年 度予算

項 		 目 予算額 前年予算額 差引額 備 考

負担金 3,960,000FЧ 3,960,000円 0円 国土交通省京浜I事事務所250,000円
山栞県					750,000円
神奈‖1県				2,250,000円
市(人 口	10万人以上の6市)

300,000円
(人 口	10万人未満の3市)

90,000円
町村(16町村)		320,000円

会 費 1,882,000FЧ 1,932,000Fヨ ∠ゝ50,000Fヨ 市民(団 体)		382,000円
公営事業者(6事業者)950,000円
その他事業者				550,000円

賛助金 5,000R 0円 5,000Fヨ

参加費 240,000Fヨ 0円 240,000Fヨ 上下流交流事業						170,000Fl
シンホ

゜
シ・ウム						70,000FЧ

前年度繰越金 415,018円 1,103,509Fヨ ∠ゝ688,491Fヨ

雑収入 763Fヨ 1,510円 △ 747円 預金利子

合 		 計 6,502,781Fヨ 6,997,019Fヨ A494,238FЧ

項 	 目 予算額 前年予算額 差引額 備 考

会議費 882,000R 100,1	20Fl ∠ゝ218,120Fヨ 会議室使用料			139,000円
総会講師謝礼						30,000円
市民交通費					400,000円
議事録作成等経費	123,000円
専門部会専門家謝礼	100,000円
地域協議会運営経費		60,000円
資料印刷経費等					30,000円

事業費 4,962,331F司 4,345,449円 616.882FЧ ||‐ シ||シ ヘ'‐
シ400,000円

上下流交流事業(上流)680,000円
(下流)738,000円

シンホ
゜
シ
゛
ウム					700,000Fヨ

ホームヘ・―デ運営事業180,000円

ツアー&ウ ォッチング		80,000円
洗剤対策事業						40,000円
環境調査事業			100,000円
流域の魅力再発見事業	308,331円
会報誌発行			550,000円
年報作成事業					560,000円
地域協議会事業費			320,000円
カレンダー作成事業		300,000円
その他事業								6,000円

事務費 558,450R 1,451,450円 ∠ゝ893,000FЧ 会議通知郵送料			351,200円
E信 費									60,000円
事務局だよ	り				22,400円
事務用品―式			124,850FЧ

予備費 100,000円 100,000円 0円

合		 計 6,502,781F司 6,997,01	9FЧ A494,238F司
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監査の結果について

2001年度 (平成 13年度)の桂川・相模川流域協議会の会計及び会務執

行について、関係書類を審査 したところ、適正に処理されていることを認めま

す。

2002年 (平成 14年)5月 15日

桂川 。相模川流域協議会

監事	石田

監事	天野

監‐事	長田
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桂 川・ 相 模 川 流 域 協 議 会 規 約

(名	 称)

第 1条	 この会は、桂川・相模川流域協議会 (以下「流域協議会」という。)という。

(目 	 的)

第 2条	 流域協議会は、桂川・相模川の流域 (河 川において地表に降つた降水を集水する地形
的な範囲をいう。以下同じ。)の 行動計画である「アジェンダ21桂川口相模川」を推進することに
より桂川・相模川の流域の環境保全を図り、もって、持続可能な発展を基調にした環境保全型
社会を築くことを目的とする。

(事	 業)

第 3条	 流域協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。
(1)「アジェンダ21桂 川・相模川」の策定、推進、評価及び見直し

②	桂川口相模川の流域の環境保全を図るための事業

③	流域協議会の会報誌の発行

141	その他流域協議会の目的達成のために必要な事業

(会	 員)

第 4条	 流域協議会の会員は、正会員及び賛助会員とする。
2	 正会員は、桂川・相模川の流域の市民、事業者 (公営企業を含む。以下同じ。)、 行政(地

方公共団体 (公 営企業を除く。)及び国をいう。以下同じ。)、 桂川・相模川の水を水道水とし
て利用している者、その他流域の環境保全に関係する者で、本会の目的に賛同する者とす
る。

3	 賛助会員は、本会の目的に賛助協力する者とする。
4	 流域協議会の会員は、会費、負担金、賛助金(以下「会費等」という。)を納めるものとする。

5	 会費等は、年額とし、毎年 4月 1日 から5月 31日 までに納入しなければならない。
6	 会員は、流域協議会が行う事業への優先参加並びに流域協議会が発行する会報誌及び
図書の優先配布を受けることができる。

(入会及び脱会)

第 5条 	 流域協議会の入会及び脱会に関する事務は、事務局(第 15条に規定する事務局をい

う。)が行う。

(役	 員)

第 6条	 流域協議会に、次の役員をおく。

(1)代 表幹事 	5名
(2)幹事			 主体 (市 民、事業者及び行政をいう。以下同じ。)別部会毎に5名 以上10名

以内

地域協議会(第 11条の規定により地域に設置された協議会をいう。)毎 に 1

名

③	 会計 			1名
④	 監事			3名
2	 役員は、会員の中から、幹事は各主体別部会、地域協議会が推薦した者について総会に
おいて承認し、役員は総会で選出する。

3	 代表幹事は、幹事の互選により定める。
4	 役員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。
5	 役員が欠けた場合における補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。
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(役員の職務等)

第 7条	 代表幹事は、流域協議会を代表し会務を総理する。

2	 幹事は、流域協議会の運営について協議する。
3	 会計は、流域協議会の会計事務を担当する。

4	 監事は、流域協議会の会計及び会務執行を監査する。

(総	 会)

第 8条	 総会は、定期総会及び臨時総会とし、代表幹事が招集する。

2	 定期総会は、会計年度終了後、毎年 1回 、開催する。

3	 臨時総会は、代表幹事が必要と認めたとき、又は、幹事会若しくは監事の要求があつた場

合に開催する。

4	 総会の議長は、その総会において選出する。

5	 総会は、次に掲げる事項を協議・決定する。

(1)規約の制定、改廃

② 会計及び監事の選任並びに幹事の承認

③ 事業計画及び収支予算に関する事項

141事業報告及び収支決算に関する事項

(Dその他幹事会が必要と認める事項

6	 総会は、会員の現在数の 2分の 1以上の出席(委 任状を含む。)がなければ開くことがで

きない。

7	 総会の議決は、流域協議会が流域環境保全の合意を形成するための協議の場であるこ

とに鑑み、正会員の合意をもつて行う。

8	 総会において議決に至らなかつた事項については、総会において、各主体から5名 以内の

会員を選出して、協議機関を設置し、協議口決定するものとする。この協議機関における協議

決定事項は、流域協議会の総会の議決とみなす。

(幹事会)

第 9条	 役員は幹事会を組識し、幹事会は総会で議決した事項を執行する。

2	 幹事会は、必要に応じ代表幹事が招集し、幹事会の議長は代表幹事の中から選出する。

3	 幹事会は、流域の環境保全の取組みに関し合意を形成するための協議の場であり、「ア

ジェンダ21桂川口相模川」の達成状況の評価、見直し、流域協議会の取組み等について協議

する。
4	 幹事会は、総会に付議すべき事項を協議・決定する。

5	 幹事会は、事務局長及び事務局員について、協議`決定する。

6	 幹事会は、協議に必要な会員の出席を求め、その意見を聞くことができる。

(主体別部会)

第10条	 流域協議会に主体別部会を置く。

2	 会員は、主体別部会にそれぞれ所属する。

3	 主体別部会は、「アジェンダ21桂川・相模川」の達成状況の評価、見直し、流域協議会の

取り組み等について協議する。

4	 主体別部会は、流域協議会の運営を行う幹事を選任する。

5	 主体別部会の運営については、主体別部会がそれぞれ定める。

(地域協議会)

第11条 	 地域における桂川・相模川の流域の環境保全の取組みを推進するため、地域協議会を

設置することができる。
2	 地域協議会は、流域協議会の運営を行う幹事を選任する。

3	 地域協議会の運営については、地域協議会が定める。
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(専 門部会)

第12条	 幹事会に、流域の環境保全に関し専門的に検討するため、専門的な事項別に、専門部
会を設置することができる。
2	 専門部会は、専門的な事項に関係のある主体で構成し、検討結果を幹事会に報告する。

(会	 計)

第13条 	 流域協議会の活動に要する経費は、会費等、補助金その他の収入をもってあてる。
2	 流域協議会の会計年度は、4月 1日 に始まり、翌年 3月 31日 に終わる。
3	 会費等の規定については、別に定める。

(委	 任)

第14条 	 この規約に定めるもののほか、流域協議会の運営その他必要な事項は別に定める。

(事務局)

第15条 	 流域協議会に事務局を置く。
2	 事務局には、事務局長及び事務局員を置くことができる。

(附 	 則)

1	 この会則は、平成10年 (1998年 )1月 20日 から施行する。
(附 	 則)

1	 この会則は、平成10年 (1998年)1月 31日 から施行する。
(経過措置)

2	 流域協議会の設立当初の会計年度は、第13条 の規定にかかわらず、設立の日から3月 31

日までとする。
3	 流域協議会の設立当初の役員の任期は、第 6条第 4項の規定にかかわらず、設立の日か

ら平成10年 (1998年 )度 に開催される定期総会までとする。
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桂 川 .本目模 川 流 域 協 議 会 の 運 営 に関す る細 則

平成10年 (1998年 )1月 20日 制定

平成11年 (1998年 )5月 29日 一部改正

桂川・相模川流域協議会規約第14条の規定に基づき、桂川・相模川流域協議会 (以下「流域協

議会」という。)の 運営に関する細則を次のとおりとする。

1	 桂川口相模川の流域の環境の保全に向けて、「アジェンダ21桂川 `本目模川」を推進するととも

に、市民、事業者、行政(以 下「主体」という。)は継続した協議を通じて相互に理解を深め、合

意を形成する。

2	 流域協議会を開かれたものとするため、必要な情報は共有する。
・流域協議会の議事内容は公開とする。
・会員は、幹事会、地域協議会、専門部会に参加することができる。

3	 流域協議会の会員は、桂川・相模川流域の環境保全の取組みについて対等な立場で提案し、

協議を行う。

4	 各主体は、「アジェンダ21桂川・相模川」及び流域協議会の合意事項を尊重するとともに、実

効性のある環境保全のための方策を推進する。

5	 各主体は、必要に応じて、学識経験者・専門家の出席について合意し出席を要請する。

6	 幹事は、必要な場合は、代理者を立てることができる。

7	4月 1日 から定期総会が開催される日までの間の流域協議会の事業の実施については、幹

事会において決定し、会計はその経費を支出することができる。
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桂川・相模川流域協議会役員及び役割分担 (2002～ 2003年 度)

1	 役員

(1)代表幹事

○市民……・河西悦子 (大月市)、 桑垣美和子 (茅 ヶ崎市)

○行政……・山梨県 (富 士北麓・東部地域振興局大月林務環境部)

○事業者……・欠員

(2)幹事

○市民 (10名 )

河西悦子 (大月市)、 中村道子 (上 野原市)、 長田五月 (忍野村)、

西依三徳 (都留市)

桑垣美和子 (茅 ヶ崎市)、 小宮昇 (平塚市)、 牧島信一 (横浜市)、 八木伸 (座間市)、

倉橋満知子 (相模原市)、 熊澤峻子 (横 浜市)

○事業者 (5事業者)

東京電力 (株)(大 月市)、 笹―酒造 (株 )(大月市)、 横浜市水道局 (横浜市)、

国土環境 (株)(東京都世田谷区)、 ミヨシ (株)(東京都墨田区)

○行政 (9機関)

国土交通省関東地方整備局京浜工事事務所 (調査課)、

山梨県 (富士北麓・東部地域振興局大月林務環境部環境課)

富士吉田市 (企画部企画課)、 忍野村 (環境課)

神奈川県 (環境農政部大気水質課)

相模原市 (環境保全部環境対策課)、 座間市 (環境経済部環境対策課)、

寒川町 (町民部環境課)、 相模湖町 (産 業建設部産業環境課)

○地域協議会 (各 1名 )

桂川 。東部地域協議会……・勝俣藤久

相模川湘南地域協議会…・・・赤羽興二郎

(3)会計

神奈川県 (環境農政部大気水質課)
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○行政……・西桂村 (住 民福祉課長	 滝口武司)

2	 事務局

○事務局長	 神奈川県環境農政部大気水質課長

事務局員	 氏家雅仁 (相模原市)、 小西―郎 (相模原市)、 松川義彦 (相 模原市)

武井篤美 (山 梨県富士北麓・東部地域振興局大月林務環境部環境課)

菊地俊行、椎橋文雄、千葉礼子 (神奈川県環境農政部大気水質課)
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市民会員	181名
市民団体会員 18団体

カーカネットの会

おおつき女性交流会

都留ライオンズクラブ

大月ライオンズクラブ

朝日り||を 愛する会

‖相模川ネットワーク

相模湖・津久井湖等の水質保全を求める連絡会

小出川に親じむ会

相模川キヤンプインシンポジウム

野相模湖ライオンズクラブ

平塚の自然を守る会

川河日の自然を守る会

「生きのこれ川」の応援団

l:|・ 縄文の谷戸の会

,:|・ 水辺の森の会

自主調査研究グループ「菜の花」

こはま水と森の会

湘南華の会

桂川 口相棋川流域協議会会員名簿

神奈川県企業庁水道局

横浜市水道局

神奈川県内広域水道企業団

国土環境(株)

地域交流センター

メタリック・クリーン・シキシマ(株)

ミヨシ(株 )

共生食品(株 )

第一印刷(株)

事業者団体会員 4団体

相模川をきれいにする協議会

厚木愛甲地区相模川水系をきれいにする会

相模川流域下水道事業連絡協議会

相模原の環境をよくする会

行政会員 28団体		()内 は担当室課

山梨県(富士北麓・東部振興局大月林務環境部環境課)

富士吉田市(環境政策課)

都留市(地域振興課環境保全室)

大月市(環境課)

秋山村(環境課)

道志村(住民健康課)

西桂町(住民福祉課)

忍野村(環境課)

山中湖村(環境衛生課)

河口湖町(環境課)

勝山村(住民課)

足和田村(住民課)

上野原町(環境課)

神奈川県(環境農政部大気水質課)

平塚市(環境部環境政策課)

茅ヶ崎市(環境保全課)

相模原市(環境保全部環境対策課)

厚木市(環境総務課)

海老名市(生活環境部環境保全課)

座間市(環境経済部環境対策課)

寒川町(町民部環境課)

愛川町(民生部環境課)

清川村(住民課)

山町(民政環境部環境防災課)

相模湖町(産業建設部産業環境課)

藤野町(まちづくり課)

津久井町(環境福祉部環境防災課)

国土交通省関東地方整備局京浜工事事務所

事業者会員 33団体

ォレストフアーム

一酒造(株)

口湖精密(株 )

川漁業協同組合

山英建設い

東京電力(株)山梨支店大月支社

生活協同組合coopやまなし

士燃料(株)

勝瀬観光(株)

旭ファイバーグラス(株)湘南工場

富士コカコーラボトリング(株)

日鉱金属(株)倉見工場

(財)神奈川県都市整備技術センター

津久井郡森林組合

(財)北里環境科学センター

神奈川県治水砂防協会

(財)かながわ海岸美化財団

(財)神奈川県下水道公社

(財)宮 ヶ瀬ダム周辺振興財団

(財)神奈川県公園協会

」A神奈川県中央会

神奈川県企業庁利水局

横須賀市水道局

川崎市水道局
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※ ご意見、ご感想がありましたら事務局までお聞かせください

編集発行

事務局

2003年3月発行

桂川・相模川流域協議会

山梨県大月林務環境部環境課
〒401-0015
山梨県大月市大月町花咲1608-3
電話0554-22-7838

神 奈 川 県 環 境 農 政 部 大 気 水 質 課

〒231-8588
神奈川県横浜市中区日本大通 1

電話045-210-4127


